
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

蒼穹の女神Ⅱ

アドラーアングリフオペラツィオン

すずきあきら



    

  
    
      カバー・口絵・本文イラスト●がんぽん

編集●土屋　隆



    

  
    
      

目次



１章　小隊指揮官ケツテフユーラーは令嬢パイロット

２章　地上攻撃訓練

３章　作戦名は“〝鷲の攻撃アドラー　アングリフ”〟

４章　許されざる戦い

あとがき



    

  
    
      

１章　小隊指揮官ケツテフユーラーは令嬢パイロット



１



「いけえ―――――!!」

　蒼あお空ぞらの向こうまで届けとばかりに響く、かん高い少女の声。たちまち轟ごう々ごうとしたエンジン音にかき消されていく。

　少女の名はエリィカ。

　まだ十六歳だ。

　ぴっちりとかぶった飛行帽から、短く切った金色の髪がわずかに覗のぞいている。ゴーグルの奥、驚くほど青い色の瞳ひとみは空の色を映しているようだ。

　エリィカはいま、愛機、アルバトロスＤ．Ⅲを駆って、高度二千五百メートルの空にいた。

　視界の先、長いノーズには、直列六気筒エンジンのシリンダーヘッドが点々と連なっている。

　高速で動く剥むき出しのカムシャフトが、エリィカの機体に力を与えてくれる象徴のようだ。その奥ではもちろん、溶接スチール製のシリンダーバレルの中を、鍛たん造ぞう鋼こうから精密に機械加工されたピストンが、一分間に数千回という上下運動を繰り返している。

「すごい！　機体が軽い。エンジンの音まで違うみたい」

　エリィカは操そう縦じゆう桿かんを軽く握り、フットバーを右、左、と踏み込んだ。

　垂直尾翼の方ほう向こう舵だが傾く。とたんに機体は、スッ、スッ、と機首の向きを変える。おもしろいほど機敏な動き。

「よおーし、次は垂直スピン、いってみる！」

　スロットルを開けて、操縦桿を手前に引いた。機首が上を向き、機体がどんどん上昇していく。四千メートルを超えたところで操縦桿を戻し、スロットルを絞って、四十度から五十度の急降下に入った。

「ここで！」

　操縦桿をグッと倒す。上翼端の補助翼がパッ、と動いた。とたん、グルッ、と機体がロールする。

　地面が真上を通り過ぎた。そしてまた空になる。エリィカは操縦桿を離さない。アルバトロスは、見えない円筒形の周りをなめるようにクルクルと回転した。

「うわああああああ～!!」

　迸ほとばしる声は悲鳴ではない。その証拠に、エリィカの目は笑っている。

　首に巻いたスカーフが強い風にはためいている。

　視界の先にある地面がグルグルと回って、まるでトンネルの中を進んでいるようだ。しかし目をわずかに転ずれば、明るい色の空が何度も周りを飛び過ぎて、機体が鋭く回転していることを教えてくれる。

　四回、五回……。

　エリィカは激しい機動にも眩げん惑わくされない。しっかり前と高度計を見る。高度千メートルを切った。

「えええい！」

　操縦桿を戻す。そしていっぱいに引いた。

　スピンがピタッと収まる。

　強いＧが床方向にかかる。視界が暗くなっていく。貧血と同じだ。遠心力で血液が身体からだの下へ集まり、脳から血が足り無くなる。

「うううぅ……」

　機体がギシギシ鳴った。まるで大きな腕が機首と尾部を持って、力任せに折り曲げようとしているようだ。

　五百メートル以下まで沈み込んだところで、ついにエリィカのアルバトロスは引き起こしに成功した。

　とたんに、上昇に転ずる機体。

　低空からの急激な引き起こしで、両翼端からは白い渦流が尾を引いていた。

　飛行機の翼は上面と下面で流れる空気の圧力が異なる。

　翼端では下面側の空気が上面の低圧域に回り込もうとする。その結果、高速で回転する渦流が発生する。急激な機動を行うと、渦流の内側に発生する低圧の空気が水分を結露させて、鮮やかな白い航跡を曳ひくのだ。

　エリィカ機は再び緩ゆるやかなスピンで空の高みへ上っていく。

　白い渦流のリボンを、鮮やかな二重の螺ら旋せんに編みながら……。



　およそ一時間ものアクロバット飛行を終えてエリィカが辿たどり着いたのは、帝国空軍ルフトシユトライトクレフテの前線基地、フランボース基地だった。

　エリィカは、帝国空軍の士官候補生。

　つまり、士官見習いの学生のようなものだ。そしてエリィカの所属する部隊とは、第一一一戦闘飛行中隊ヤークトシユタツフエル。コードネームの“〝女神”〟から、通称女神中隊と呼ばれる戦闘機部隊だった。

　しかしこの女神中隊、パイロットは誰だれもがエースばかりなのに、なぜか戦闘航空団ヤークトゲシユヴアーダーにも正式に属さない独立部隊。というより、他ほかの部隊から問題があって転出した者や、いられなくなったパイロットばかりを集めて作ったはみ出し部隊と言われていた。

　女神、という優雅な呼び名はどこへやら……。

　ちょうど太陽が中天にさしかかろうか、というころ、エリィカの機体は基地の飛行場に無事着陸した。

　スロットルを絞り、駐機場の方へタキシングしてきたアルバトロスに、先輩パイロットのウーメラが走り寄ってきた。

「エリィカ！　調子どうだった!?」

　ソバカスの散った小さな顔。メガネの向こうの丸い目が真しん摯しに見つめてくる。オレンジ色に近い金色の髪を、大きく二つに分けて縛っていた。

「うん！　すっごくいいよ！　まえより機体がずっと軽いの。何だか生まれ変わったみたい！」

　機体にはさっそく整備兵のリースとマウアーが取り付き、前輪にハブをかませている。

　エリィカは手を借りて機体から降りながら、ウーメラに向き直った。ゴーグルを外し、飛行帽を脱ぐ。

　日に透ける明るい金色の髪が輝く。白過ぎる肌は、上気してピンクに染まっている。眼がん窩かの周りに、ゴーグルの跡が赤く残っていた。

「すごいよ、ウーメラ、どうやったの？」

「うん。リースたちに手伝ってもらって、エンジンのオーバーホールを徹底的にやったの。十時間も回すと、バルブや燃焼室にスラッジとか、カーボン、ワニスが堆積してエンジン性能が低下しちゃうんだ。それにね、まえから勉強してたことを試してみたの。スロットルバルブの口径を拡大して、有効径を大きくしたんだ。もちろん、バルブも交換してあるよ。それに、シリンダーも軽量なものに換えて、圧縮比も高めて……」

　ウーメラの話はまだ続いている。抱かかえたノートを開いて、楽しそうに説明するその手はエンジンオイルで汚れていた。顔にも黒いものがついている。

「……でね。十五馬力は上がってると思うんだあ」

　正直、エンジンの中の話はエリィカにはさっぱりだったが、ようするにパワーが上がった、ということは実感したとおりだった。ノーマルなアルバトロスＤ．Ⅲのエンジンが百六十馬力だから、十五馬力というのは、じつに一割近い出力アップに当たる。

　それが、ウーメラのチューンアップによって実現したのだ。

「ウーメラがまえに、技術者になりたい、って言ってたのは聞いたけど、こんなことができちゃうなんて、びっくりした。本当、尊敬しちゃう！」

　エリィカはウーメラの手をとって笑った。ウーメラも笑う。

　小さな手だった。部屋いっぱいに集めた縫いぐるみを抱くのは似合っても、無骨な工具や機械部品を扱うには小さ過ぎる手。

「あのね、ウーメラ、思ったんだ。エリィカが、あんなにがんばって戦ってるんだもの。ウーメラもただ逃げてるだけじゃダメだって。整備士や技術者になりたいって思ってるなら、うんと努力して自分からなってみせるくらいじゃなきゃ、ダメなんだって」

　そうしてウーメラの整備ドック通いが始まったのは、つい二ヶ月ほど前からだった。

　もともと興味を持って、専門書などもよく読んでいたせいだろう。リースたち整備兵に交じって、一ヶ月もする頃ころにはすっかりエンジンや機体にも精通してしまった。さらに一ヶ月を経る頃には、自分から率先して新しい技術を実践するまでになっていた。

　エンジンや機体のことを話すウーメラの表情は活いき活いきしている。

　エリィカは、自分よりさらに小柄なウーメラの身体からだのどこに、こんな力があるのだろう、と不思議にすら思った。

「とにかく、ありがとう！　すっごく速くなったし、強くなった気分。ウーメラのおかげだよ。みんなの機体にもやってあげたらいい。女神中隊のアルバトロスが、みんな特別製になったら、他ほかの部隊のパイロットや整備兵が驚くだろうね！」

「うん。もう少し試験をしてから、やってみようと思ってるんだあ。中隊長のミラージュ大尉の許可ももらわなきゃ」

　じつのところ、まだエリィカとウーメラ、それに整備班だけの秘密のプロジェクトなのだ。いってみれば、ウーメラが技術班長、エリィカがテストパイロット、というところか。

「あとはエンジンの耐久力を試験して……」

「うんうん」

　ウーメラの言葉を聞いていたエリィカに、突然背後からドン！と衝撃があった。

「わ！」

　思わず前にのめりそうになるエリィカ。その首に腕を回して、背中に小柄な男の子がしがみついていた。

「ジャッド！　こら！　あんた、学校どうしたのよ！」

「ちゃんと行ってるって。それより、エリィカ、見てたぞ！」

　トン、と降り立つと、つかもうとするエリィカの手をサッ、とかいくぐった。茶色の髪がフワッと揺れる。十歳の少年は、歳としよりも小柄に見えた。

「ジャッド、ダメだよ、エリィカにいたずらしたら」

　少し離れて心配そうに見上げるのは、

「メープル！」

　エリィカは駆け寄ると、七歳の少女を抱き上げた。

「いい子にしてた？　メープル」

　頬ほお擦ずりして、キス。メープルはくすぐったそうに目を閉じる。少女の頬ほほは、シルクのようになめらかで、やわらかかった。兄のジャッドよりもずっと薄い茶色の髪。



    

  
    
      



    

  
    
      「メープル、来てたんだあ」

　ウーメラも近寄ってメープルの髪に触れた。メープルはうれしそうに顔を上げる。

「何だよ、メープルばっかり」

「あんたはこれで十分よ」

　エリィカは言うと、ジャッドの髪をクシャクシャにかき回した。

「止やめろ、バカ！」

　ジャッドは怒ってエリィカの髪を引っ張る。

「わ！」

　エリィカが思わず手を離すと、ジャッドは腕を伸ばしてエリィカの胸をギュッとつかんだ。

「きゃあ！」

　エリィカが怯ひるんだ隙すきに、手に持っていた飛行帽をつかみ取る。自分の頭にかぶった。が、そのまま逃げようとするところを、エリィカに後ろから襟首をつかまれる。

「何すんのよ！　このヘンタイ！」

「離せよ、ちぇ、そんなとこ、別に好きでさわったわけじゃないって。ほんと、おまえって胸無いな」

　十歳の子どもに的確なところを突かれ、一瞬鼻白むエリィカ。しかし、そのまま黙っているわけはない。

「これから大きくなるのよ！　ふふん、そんなこと言って、ほんとは、女のコの胸にさわってみたいんだろ。子どものクセに、ほんと、エッチなんだから。無理しなくていいわよ。ほら、さわりたいなら、さわらせてあげなくもないんだから」

　わざと胸を突き出すようにエリィカがポーズをとると、ジャッドは露骨に顔を背けてみせた。

「そんな洗濯板みたいなの、さわったって手が痛いよ。どうせならさ、フルマー中尉くらい大きかったら……」

「洗濯板とは何よ！　もっと膨らんでるんだぞ！　なぁに？　フルマー中尉のそんなとこばかり見てるんだー。このスケベ！　フルマー中尉に言ってやる！」

「え、あ、ちょっと、それは、止やめてよ」

　急に赤くなるジャッド。言葉がしどろもどろになる。

「あー!!　ジャッドはフルマー中尉のことが好きなんだ。そうだよね、フルマー中尉、すっごいきれいだもんね。胸も大きいしさ。ふーん？」

　エリィカは腕を組んでジャッドを見下ろす。余裕の表情。

「な、何だよ！　そんなんじゃないって！　バカ、言うなよ！　フルマー中尉に言ったら、エリィカの胸が一生大きくならないような、呪のろいかけるからな！」

　口く惜やしまぎれにしては、効果的なジャッドのクリーンヒットがエリィカにキマる。

「そんな呪い、あるわけないじゃない！　あ、でもやだ。止めなよ！」

「止めない。絶対かける、呪い」

「何おう！　ジャッドがそんな変な呪いかけるんだったら、あたしもかけてやる！　いい、あんた、ずっといまの、チビのままよ！」

「チビって何だよ！　おまえだってチビじゃないか！　オレはこれから成長するの！」

「あたしの胸だって、成長するもん！」

「無理！　エリィカの胸が大きくなるくらいなら、いま頃ごろモンブラウンの山が歩き出してるっての！」

「何だとー！　このチビチビチビ！」

「何だよ！　貧乳貧乳貧乳！」

　エリィカとジャッドがにらみ合う。

　側そばで聞くともなく話を聞いていたリースとマウアーが、堪こらえきれない笑いを漏らした。

　メープルはさっきから笑顔でウーメラとずっと話している。メープルが持っているピンクのテディベアは、ウーメラがあげたものらしい。

「ああ、もう、うるさい！　あんたは髪が伸び過ぎ！　あたしが切ってあげる、ちょっと、来い！」

「あ、離せって、どこ行くんだよ！　関係ないだろ！」

　ジャッドの襟首をつかんだまま、ずんずん歩いていくエリィカ。

「……あーあ、またやってるよ」

　二人のやりとりをずっと見ていたモスカが、腕組みしながら苦笑した。

「あらあら。いつも飽きないこと」

　傍かたわらのフルマーも、口元に手を当てて笑っている。いつもの、ふんわりはんなりとした笑顔だ。

　モスカのショートの赤毛と、フルマーのロングのブロンドが並んで風に揺れていた。

「ジャッドもメープルも、すっかりエリィカたちになついちまったなあ」

「本当ですね。でも、エリィカとジャッドって、どうしていつも、あんなに真剣にケンカできるのかしら」

「精神年齢がちょうど同じなんだよな、あいつら。レベルの低さでジャッドに負けてないエリィカって、すごいよ。むしろメープルの方が大人びてるくらいでさ」

　モスカは十八歳で曹長、フルマーは二十二歳で中尉だったが、ここ、一一一飛行中隊では、パイロットどうし、そんなことを気にする者はいない。唯一、中隊長シユタツフエルカピテンのミラージュだけには、上官として接することが暗黙に決まっているくらいだ。

「二人とも、この基地のみんなにも慣れてくれて、とてもよかった。それもきっと、モスカと、エリィカのおかげですね」

「いや、エリィカにはかなわないって。あいつらがあんなに明るくなるなんてな」

　モスカの視線の先には、エリィカと言い合いをしながら、どこか活いき活いきとしたジャッドと、そんなジャッドを心配していても、内心の安心さを顔に表したメープルがいた。

　二人とも、以前にはいつも怯おびえたような、苛いら立だったような表情をしていた。話をしていても、内心には緊張がいつもあった。

「本当によかった。もとはといえば、私たちの……」

　フルマーが言葉を切った。

　ジャッドとメープルの家は、いまは一一一飛行中隊の基地になっている。

　ここが彼らの家だったのだ。

　もともとそう大きくはない牧場で、牧草地が飛行場に使えるのに目を付けた空軍が接収した。その後、移動してきた一一一飛行中隊が引き継いだ。

　住んでいたジャッドたち一家は、一方的に追い出された。

　対価も無く、ただほうり出されたのだ。家も職も失った両親は、それぞれ別々に町で働いている。ジャッドとメープルの兄妹は、近所の、両親の知り合いの家に預けられていた。

　そんなことだから、モスカはあれこれと二人の面倒をみていたのだ。官給品の缶詰や、菓子をあげて、話を聞いたりした。

　ところがエリィカは、面倒をみる、どころか、いきなり二人と対等の関係になってしまった。

　いや、エリィカとしては、じつは十分お姉さんぶっているつもりなのだ。

　ところがしゃべっているうちにどんどんボロが出てくる。こういうとき、子どもは敏感だ。つまらないことにこだわって言い争いしたり、不思議なところで盛り上がったり。気がつくと、すっかり友だち、仲間になってしまっていた。

「こら、動くなって言ったでしょ！　ああもう面倒くさい。子どもはみんな、バリカンで丸ボウズ！」

「止やめろって！　そんなことしたら、エリィカの飛行機の羽に穴開けるぞ！」

「やってみろー！　撃ち殺す！」

「おれも殺す！　あと、胸が一生大きくならない呪のろい！」

「だから、その呪いは止めろって、言ったでしょ！」

「もうかけた。エリィカはずっと胸、このままだ！」

「ちょっと！　解いてよ、呪い！　やだ！　大きくならないと困るもん。解いてよお！」

　これでは確かに、どっちが年上なのかまったくわからない。

　モスカとフルマーは、思わず顔を見合わせた。

　つい笑いがこぼれる。

「私たちは、もう何もしなくていいみたいですね」

「うん。あ、でもジャッドのヤツ、中尉のことが好きみたいだし。たまに遊んでやったら、よろこぶんじゃないかな、きっと」

「ええ。胸にさわりたいのだったら、いつでもさわらせてあげます」

「あ、いや、そういうことじゃ、なくて」

　それからフルマーは、エリィカたちに向かって歩き出すと、声をかけた。

「みんな！　お昼の時間ですよ。食堂へ行ってください。いっしょにお昼をいただきましょう」

　フルマーに言われて、急にジャッドはそれまでエリィカと言い争っていたのが嘘うそのようにおとなしくなる。フルマーを見る頬ほほが赤らんでいた。

「ほら、お昼だって。ごはん、食べに行こうよ。あれ？　何さ、黙って。あ、フルマー中尉だから、いい子に見せようっていうんだな。やらしーぞー！」

　エリィカは、このとき、とばかりにジャッドをからかう。

「フルマー中尉ー！　ジャッドが中尉のおっぱ……！」

「わああああ！　止やめろ！　この！」

「痛！　止めなさいよ、もう、ええい！」

「ほらほら、また、ケンカしないんですよ。エリィカもジャッドも。ウーメラ、メープルもいらっしゃい」

　みかねて仲裁に入るフルマーは、まさに母親のようだ。

「……何をやっているんだ。あいつらは」

　気づくと、ミラージュまでもがエリィカたちの騒ぎを呆あきれたように眺めている。その横を、スッ、と敬礼してイリューシが通り過ぎていった。

　帝国空軍、第一一一戦闘飛行中隊。こんな騒動が典型的なお昼の風景になりつつある今日この頃ごろ……。



２



　世界を巻き込む大きな戦争が始まって、すでに三年が過ぎていた。

　人間が住む唯一の大陸。その北部、ユーレイシア地方には有史以来強国がひしめき、互いにその覇を争っていた。

　やがて機械革命と呼ばれる時期を経ると、大陸のほとんどが一部の強国とその植民地で占められるようになる。こうなると、これらの国々がいずれ衝突するのは避けられないことだった。

　はじめは他た愛わいない国境紛争が、瞬またたく間まに世界中に飛び火した。

　こうしてすべての強国を巻き込む世界戦争が勃ぼつ発ぱつする。

　ユーレイシア地方の中央に勢力を拡大する大陸軍国、ローエン＝ライン帝国。

　帝国に隣接するもうひとつの陸軍国、ブルニューヴ共和国。

　大陸とは海を隔てた海軍国、ウィルミンスター王国。

　そして果てしない北の大国、ソリューシカ連邦。

　しかし半年あまりの激しい戦闘の末、戦線は膠こう着ちやく。長期持久戦に陥ってすでに二年近くが経過していた。

　この戦争で大きくクローズアップされた兵器が、航空機だった。

　人類による初の動力飛行から、まだ十年余りしか経たっていないにもかかわらず、戦場は航空機を大きく発達させた。

　そしてこの航空機の搭乗員は、多くが女性で占められていた。

　航空機の速度、それに前後、左右、上下に求められるバランス、これらに対して、その反応速度、応答速度とも、女性が抜群の適応力を示した。

　結果、航空機のパイロットは、ほぼすべてが女性で占められることになる。とくに、激しい機動とトップスピードにすぐれる戦闘機は、女性パイロットの中でもさらに若年の、十代、二十代の者がなるのが常識だった。

　十代の半ば頃ごろから航空士官学校で学び、訓練した、成績優秀な者が、戦場で翼を駆る。

　空軍のめざましい活躍は、各国で戦場の華ともてはやされた。

　戦いは、長期の停滞期間を経て、各所で不気味な胎動を見せ始めていた。

　ときにユーレイシア暦一九一六年。



「雲量２。コロネル村上空、異状なし、と」

　エリィカはコクピットから身を乗り出し、薄い雲を透かして村の位置を確かめると、地図に印を書き込んだ。

　高度三千メートルを時速百二十キロの巡航速度で飛ぶ。

　午後も半ばを過ぎた時間。単独の哨しよう戒かい飛行の最中だ。

「といっても、このあたりは敵の前線からも離れてるし、ヒマだなあ～」

　ヒマだ、と口に出したからでもないだろうが、大きなアクビをひとつ。

　エンジンは快調。

　真夏の空は薄く白を混ぜたような青で、三千メートルの高さでもなんだか暖かさを感じるほどだ。実際には、革の飛行服のボタンをきっちり首元まで留めても、吹きすさぶ風は零度に近い冷たさなのだが。

「ジャッドの奴やつ、帰ったら今度こそ髪を切ってやるんだから」

　昨日、大騒ぎしたあげく、けっきょくジャッドに逃げられてしまい、散髪はできずじまいだったことをエリィカは思い出す。



    

  
    
      



    

  
    
      「メープルはおとなしくて、あんなにいい子なのに、あいつはどうして言うことをきかないのよ。ほんと、かわいくないんだから」

　言いながら、口元は微笑ほほえんでいる。

　エリィカには兄弟がいない。

　唯一、六歳年上の姉、シャールロッテはやはり空軍の戦闘機パイロットとして従軍し、二年前に戦死した。それ以前に父母も他界していたから、エリィカは天涯孤独の身の上といってもよかった。

　遠縁の家に預けられ、苦心の末そこを抜け出して、航空士官学校に入った。

　姉と同じパイロットになりたくて。そして、姉の仇かたきを討つために。

　しかし、シャールロッテを撃げき墜ついした共和国空軍のエース、ギンヌメールに空で相対したものの、撃墜はおろか、まともな攻撃のひとつもできなかった。

　姉の仇討ちは、その気持ちごと、いまはエリィカの中で、凍結されてしまっていた。

　仇を討つのではない。

　堂々とした空の勝負で、勝敗を決するのだ。

　そのために、エリィカはいま以上の訓練で技量を磨かなくてはならない。敵のエース、ギンヌメールに認められるほどの存在になったとき、答えは自おのずと見えてくる、そんな気がしている。

「弟かあ……」

　エリィカの思考は一巡してまたジャッドへ戻っていた。

「あたしに弟がいたら、もう、すっごいかわいがっちゃうんだけどな。美少年で、素直で、あたしのことが大好きで……って、あいつと全然違うじゃない！　性格悪いし、乱暴だし、口は悪いし、だからダメなのよ。しかたないなあ。あたしがちゃんと直してあげないと、みんなに嫌われちゃうんだから。ここはあたしが……」

　長い独り言を言い終わる前だった。

　エリィカはとっさにフットバーを蹴けり、操そう縦じゆう桿かんを倒して左へ大きくバンクからロールを打っていた。

　視界の先を、突如何本もの曳えい光こう弾だんの筋が通り過ぎたのだ。

　そしてロールの途中見えた、足元の方になった空の隅を、矢のように駆け抜けていく機体！

「な……!?」

　油断だった。

　考え事をしながら何分も直線飛行をするなんて。

　周囲の警戒を厳重にするのはおろか、最低でも一、二分おきに針路を変えることくらい、戦闘機パイロットの常識だというのに。

　これでは襲ってくださいと言わんばかりだ。さっきまでのエリィカなら、敵の偵察機でも撃げき墜ついできたろう。

　エリィカは、急いで機体を点検した。自分の身体からだも。

　不思議なことに、どこも被弾していない。

「敵は!?」

　空を見回す。エリィカの機は、ロールから回復して上昇に転じていた。

「いた！」

　とっくに上昇していた敵機は、前上方に占位している。そのまま前方を横切って……。

「……違う。来る！」

　見上げたエリィカの目を、太陽が焼いた。

　謎なぞの敵機は太陽を背にすると、その光の中心を貫くように、エリィカ機に真っ直ぐ向かってくる。

「ダメだ、あっ！」

　眩まぶしくて、敵の機体が見えない。エリィカはそれでも機首を向けて、機関銃を撃ち放とうとした。が、眩げん惑わくされたエリィカの目を嘲あざ笑わらうかのように、敵機はひらりとコースを変えると、エリィカの真上を飛び過ぎた。

「何!?　機銃も撃ってない。バカにしてるの！」

　エリィカは振り返りながら叫んだ。すぐに左バンクをかけて反転する。旋回して敵の後ろに……。

「付けない！」

　敵もまた、大きな速度で旋回していた。

　敵機とエリィカの機は、ちょうど円の直径の向こうとこちら側になって、同じ円周上を旋回していた。エリィカが首を振ると、反対向きの敵機が、千メートルほど向こうの空に見えた。

　その姿！

「あれは……！」

　見たこともない戦闘機。

　細く、なめらかな胴体に二枚の翼。翼端は角度が付けられ、精せい悍かんさを感じさせる。流線型の胴体はエリィカのアルバトロスにも似ているが、もっと鋭く、シャープなラインを描いていた。

　初めて見る機体！

　それに、その塗装。

　真っ白なのだ。

　陽ひを弾はじくような純白。よく見ると、翼や胴体には輝く金色の飾りラインが描かれている。まるで王侯貴族が乗る白馬が、美しく飾り立てられているかのような。

　敵の新型機なのか？　機体の国籍マークは帝国軍のそれに似てはいるが、シンボルである十字が無い。盾の中に剣を二本、交差するように重ねて、その一本に蛇がからみついていた。

　エリィカが見るように、相手のパイロットも頭を巡らし、エリィカを見ている。その視線の鋭さまでを感じるようだった。

「この――――！」

　エリィカは叫んだ。

　スロットルを握り締める。すでにフルスピードに近い。

　しかし、状況は膠こう着ちやく状態だ。

　敵の背後につこうと増速すれば、回転半径が大きくなって敵の接近を許すことになる。かといってスピードを落として小さく回ろうとすれば、その間にスピードにものを言わせて接近してきた敵に、やはり背後を取られるだろう。

　ウーメラにチューンアップされた機体は、一割近いエンジン出力のアップで、スピードも増している。ということは、いま、帝国軍の戦闘機の中で、エリィカのアルバトロスはもっとも速いはずだ。

　そのエリィカと、互角のスピードで敵の機体は飛んでいる。

　このままフルスロットルで逃走すれば……いや、それでも、敵の追撃を受ける。それに、

「するもんか！」

　エリィカはスロットルを握りながら、懸命に操そう縦じゆう桿かんを押さえていた。

　すさまじい遠心力が襲う。身体からだが回転の外側へ押し付けられる。それを堪こらえて、機体を保持しなくてはならない。Ｇに耐える筋肉が悲鳴を上げた。

　身体中の血液もまた、一方向に寄ってしまう。脳の血液が偏り、貧血を引き起こす。

　苦しい状況は敵も同じはず。

　がまん較くらべだった。相手が諦あきらめるか、あるいは別の機動を見せるか。そのときにはエリィカも即座に対応しなくてはならない。

　Ｇに耐え、懸命に機体を操りながら、敵の動きに最大限の注意を払う。敵が動いたときこそ、チャンスだ。エリィカは東洋の兵法に言う、後ごの先せんを逃すまいと待った。

　しかし、エリィカよりも先に悲鳴を上げたのは、敵ではなく、エリィカのアルバトロスだった。

　ガッ！　ガガガガ、キキキ……！

　突然の異常音。そして振動。

「ええー!?」

　エンジンが激しい揺れを起こした。まるでそのまま破裂してしまいそうに暴れる。エリィカはとっさにスロットルを戻した。

　スピードがあっと言う間に失われていく。高度も下がる。エリィカは操縦桿を引き付けた。

　エンジンはまだ激しい振動を続けている。

　おそらく、クランク軸かシャフトの取り付け部に異常が起きているのだろう。シリンダーのバルブが吹き飛ばなかったのは幸いだった。それでもどこかの気筒が不完全燃焼を起こしている。排気管からは生ガスが間欠的に噴き出す。

　エリィカの機体はすでに戦う力を失い、ヨロヨロと飛んでいるだけだ。襲うならこれほどたやすい獲物は無い。

「やられる……！」

　空に敵機の姿を捜した。

　いる！

　エリィカの上方、三時の方向。ゆっくりと旋回している。エリィカ機のトラブルを知って、余裕で眺めているのだ。

「何で……何で壊れるの！　この！　うぅ……！」

　コクピットで叫ぶ。しかし、故障した機体はどうにもならない。

　敵から逃れようとスロットルを入れれば、エンジンは今度こそ壊れて弾はじけ飛んでしまうかもしれない。そうでなくても、排気管から出ている高温の生ガスにいつ火がついて、機体が燃え出すとも限らないのだ。

「来る……！」

　白い機体。

　天使のように優美な機体がいまは確実に悪魔に見える。

　エリィカ機の背後に、スッ、とついた。

　エリィカもただ撃たれるのを待っているわけではない。急激な機動は無理としても、巧みに射線をかわそうと機体を右左に傾けた。

　しかし、舵かじが鈍い。

　スピードはさらに下がり、時速百キロを切っていた。もう、飛んでいるだけで精一杯だ。

　謎なぞの敵機はそんなエリィカを嘲あざ笑わらうかのように、背後からさらに迫ってきた。撃つにしても近過ぎる。エリィカ機の尾部と、敵機のプロペラスピナーが接触しそうだった。

「何をしようっていうの……！」

　そのまま飛ぶ。

　一秒、二秒……。

　堪こらえきれずにエリィカは背後を振り返った。

　アルバトロスの垂直尾翼越しに、パイロットの顔が間近に見えた。

　目元はゴーグルに隠されて見えない。しかし剥むき出しの口元が、自信に満ちた笑いの形を作っていた。

「！」

　カッ、となった。

　一瞬、エリィカは我を忘れて操そう縦じゆう桿かんをいっぱいに引いていた。

　急制動がかかる。

　背後の敵機はエリィカ機の尾部に激突し、プロペラが絡む。このまま敵を道連れに墜つい落らく！

　しかし、そうはならなかった。ドスン、という衝撃も、その後の木製モノコックが破砕する音も無く、わずかに敵機のプロペラスピナーの先端がコツッと当たっただけだった。

　敵機は、機体の腹を見せて上昇すると、そのままきれいな上昇反転を描く。大きなインメルマンターンを決めて、一気に降下していった。

　そして戻ってこなかった。

「……!!」

　敵のいなくなった空で、エリィカは一人取り残されながら、操そう縦じゆう桿かんを握り締めて震えていた。

　恐怖ではない。恐怖から解放された、安あん堵どでもなかった。

　敵に翻ほん弄ろうされ、その上見逃してもらった、という口く惜やしさ、屈くつ辱じよく感が全身を包む。やり場のない感情となって、身体からだ中を駆け巡った。

「あ……あいつ……絶対許さない。今度会ったら、絶対撃げき墜ついする！　絶対、絶対！　もう、あああああ！」

　叩たたき付けるようなエリィカの声が、日の暮れかけた空に木霊こだました。



３



　ブロロ……ブロ……ガス、ガス……ガスン……。



    

  
    
      



    

  
    
      　薄く白煙の尾を引きながら、いまにも止まりそうなエンジン音とともに、エリィカがフランボース基地へ戻ってきたのは、謎なぞの敵機との戦闘から三十分以上も経たった頃ころだった。

　真っ直ぐ戻れば、基地まで十分、二十キロ程度の距離。いつ墜つい落らくするかわからない機体を、超低空でだましだまし飛ばしてきたのだ。低過ぎて、いっときは地理を見失い、迷いながらもなんとか辿たどり着いた。

　戦闘指揮所に隣接して建てられた、櫓やぐらの上で対空監視をしていた観測員が、緊急事態を報しらせるサイレンを鳴らす。エリィカ機の異常をさとって、整備兵たちが飛行場に飛び出してきた。消火器を積んだ自動車も、納屋から走り出る。

　なんとか危なっかしい着陸を終え、駐機場近くで機体が止まると、エリィカはコクピットから身を起こした。

「大丈夫ですか！」

　駆け寄ってくるマウアーに頷うなずいて応えながら、手を借りて機体を降りる。両脚あしが地面に着くと、大きな溜ため息が出た。

「エリィカ！」

　声に振り向くと、たったいま走ってきたらしいウーメラの顔がそこにあった。息を切らしている。

「何かあったの？　エリィカ」

「ごめん、ウーメラ。エンジン、壊しちゃった」

「ええ!?」

　驚くウーメラ。しかし、エリィカ機のエンジンを見るや、

「……ごめんなさい、エリィカ。クランクシャフトがきっと軸受けからズレちゃったんだと思う。よくこれでエンジン、止まらなかったね。ピストンがシリンダーヘッドを突き破ってもおかしくなかったよお」

「そうなの？」

「うん。耐久度が足りなかったのかな。馬力が上がっても、すぐ壊れたら、ダメだよね。まだまだウーメラ、勉強が足りない。でもエリィカが無事で本当によかったあ」

「そっかあ。せっかく、空軍一のアルバトロスになったと思ったのに」

　エリィカとウーメラは歩きながら話す。

「壊れたときの状況を教えて、エリィカ」

「状況……そうだ！　それだよ！　哨しよう戒かい飛行の最中、突然、見たこともない戦闘機が襲ってきたの！」

「え？　どんな戦闘機？」

「すっごく速くて！　真っ白で、変なマークが描いてあった。盾に剣と蛇っていう、あ、そうそう、こんな感じ。こんな……えええ!?」

　いつのまにか駐機場まで歩いて来ていたエリィカは、ふと目を留めた機体のマークを指差していた。

　純白の塗装に金の飾りライン。そして機体に描かれた盾と二本の剣。剣に絡まる蛇、といえば……。

「これ！　この戦闘機だ！　どうしてここにあるの!?　これは敵の！」

「……騒がしいわ。わたくしの戦闘機がどうかしたというの？」

「どうかした、じゃないってば！　あのイヤな女が乗っていた戦闘機が」

「イヤな女？」

「そう！　すっごい嫌味な感じ。大ッ嫌い！　こんど見たら、絶対撃げき墜ついしてやるって……あれ、誰だれ!?」

　ここへ来てエリィカは、ようやく声の相手の姿を下から上まで眺めた。

　見たことのない、美しい少女。

　身に付けているのは空軍将校の制服なのか。デザインはミラージュやフルマーと同じなのに、なぜか色だけが白。襟や袖そでの一部には、金のパイピングが施されている。

　上着のアンダーは襟の無いビスチェで、一見素肌に上着を着ているように見える。そして目を引くのは、首元の黒いチョーカー、そしてその中心に付けられている、銀色の十字。

「そのイヤな女、だけど。もしかしたら、こんな感じ、じゃなくて？」

「え、え？　え―――!?」

　エリィカは目を丸くして驚いた。少女の顔を、勢い込んで見つめる。

　そうだ。この顔！

　きれいに通った鼻梁びりようと、余裕を滲にじませるような、端の持ち上がった唇。

　あのとき、振り返って見た、“〝敵機”〟のパイロットだ！

「フランカ・フォン・ホーエンフェルス。少尉よ」

　その唇が、やはり自信たっぷりに言い放つ。

　十九歳のフランカだが、さらに大人びて見えた。

　輝くような金色の髪は、クルクルと巻きながら腰までも届く超ロング。高慢にも取れる、やや吊つり上あがった切れ長の目。碧みどり色いろの瞳ひとみがエリィカを見下ろしていた。

「少尉？　じゃあ……それに、ホーエンフェルスって」

　エリィカでも知っている。皇帝家に連なる、名門中の名門貴族だ。その証あかしなのか、髪に挿した銀のティアラがひときわ眩まぶしい光を放つ。

「上官に名乗って敬礼を！　忘れたの！　士官候補生！」

「あ、は！　えと、エリィカ・キンスキーであります」

「少尉殿」

「？」

「少尉殿、が抜けていてよ。もう一度！」

「は、はい。エリィカ……」

　けっきょく、声が小さいだの敬礼がなっていないだので、三度もやり直しをさせられた。その間。フランカは腰のベルトに手を当てながら、エリィカを睥へい睨げいしている。エリィカより十センチ以上、背も高いようだ。

「アルバトロスに乗っていたのは、おまえね」

「はい。あ、じゃあ、やっぱりこの戦闘機に乗っていたのは……」

「わたくしよ」

　あからさまに肯定されて、エリィカはカチンと来た。空の上での激しい気持ちが蘇よみがえってくる。

「なぜ！　あんなことをしたんですか。危ないじゃないですか！　もう少しで、墜つい落らくするところだった！」

「上官に対する口の利き方がなっていないようね。エリィカ候補生。いい？　おまえは気づかなかったでしょうけど、わたくしはわざと、おまえのほぼ真横、上方を約千メートル離れて、二分以上にわたって飛んでいたのよ。それで気づかないなら、単なる視察不足。戦闘空域じゃないからって、考え事でもしながら飛んでいた証拠じゃなくて」

「う」

「わたくしが見ていなかったとでも思うの？　おまえ、ずっと直線飛行していたわね。航空学校で習わなかったの！　戦闘機は、二分以上直線で飛んではならない。二分あれば、敵が忍び寄り、攻撃をかけてくるには十分な時間だからよ。わかっていて!?」

　フランカの言うとおりだった。エリィカにもわかっていた。

「で、でも！　いきなり撃ってくるなんて！」

　エリィカは言い募るが、もう分ぶが無いことはわかっていた。

　エリィカの油断。エリィカの過失だ。そして、隙すきをつかれ、いいように翻ほん弄ろうされたあげく、エンジンを壊してしまった。

「そんなことでは、パイロット失格！　わたくしの小隊には必要無くてよ！」

「失格って！　……え、え？　小隊？　だって、あたしは……！」

　エリィカはミラージュの小隊の一員ではないのか。

　ミラージュ、ウーメラ、そしてエリィカの三人で、この一一一飛行中隊の第一小隊のはず。第二小隊は、フルマー、イリューシ、モスカだ。

「聞いていないようね。わたくしは今日、正式にこの一一一中隊に赴任、第一小隊を任されたのよ」

「えええ!?　そんな、イヤです！　大尉と別れるなんて！」

　ミラージュはエリィカにとって特別な存在だ。戦死した姉、シャールロッテの親友でもあった。

「イヤだ？　どういう言葉かしら。そのミラージュ大尉から直接頼まれた、って言えば、少しは聞き分けもよくなって？」

「ウソだ！　大尉がそんなこと……！」

「ああ、もう、上官に対する言葉遣いがまったくなっていないなんて、うんざり！　わたくしの小隊の一員になったからには、その行儀から徹底的に直してあげなくてはね。エリィカ、おまえには、飛行場一周を申し付けるわ！」

「そんな！」

「聞こえなかったの。もう一度は言わないわよ！」

「は、はい。ああ、もう！」

　エリィカは爆発したい気持ちをどうにか堪こらえて、走り出した。心の中で自分とフランカ、どちらにもパンチを浴びせていた。



「なあに、あのバカ。まったく……」

　飛行場を走るエリィカの後姿を見送りながら、フランカが一人でつぶやくと、

「じゃあ、エリィカが戦ったっていう相手は、フランカ少尉の、この戦闘機なんだあ」

　横からのんびりした声を出したのは、二人の言い争いとも見えるやりとりを聞いていたウーメラだった。

「何ていう機体なんですかあ？　エンジンは？　出力は？　機体の特性は……」

　矢継ぎ早に質問を繰り出す。新鋭機をまえに、技術情報を聞きたくてウズウズしていたようだ。

　ぶしつけともいえる質問だったが、フランカは意外と上機嫌で応える。ウーメラとはもう顔合わせ済みだった。

「これは、ファルツＤ．Ⅲａ。これから配備される機体よ」

「じゃあ、先行量産機なんですね。すごおい！」

「それだけじゃないわ。わがホーエンフェルス家は、ファルツ社と大きな繋つながりがある。わたくしがテストパイロットを務めて、エンジン出力をアップさせた特別タイプの開発に成功したのよ」

「え、じゃあ、これは」

「ええ。本来なら、あなたたちのアルバトロスと同じエンジンよ。でも、このタイプＤ．Ⅲａは百七十五馬力を発生させているわ」

「百七十……」

　ウーメラは言葉を途切らせた。

　百七十五馬力といえば、ウーメラがチューンしたエリィカ機のエンジン出力と同じだ。しかしフランカのファルツは、工場の開発段階で出力アップが図られたもの。ウーメラのそれとは、材質も精度も異なるはずだ。

「いまに、このタイプのエンジンが標準になってよ。さらに大きな、百八十馬力のものも開発されているわ」

「す、すごい！　すごい、すごい！」

　ウーメラは目を輝かせてフランカの白馬のような機体を見る。

　全長は、アルバトロスよりもやや小さい。

　胴体や機首も細く、なめらかでじつに優美なラインを描いていた。複葉の下翼が短い、一葉半、というスタイルは、下方視界もよさそうだ。また、見た目の細さとは裏腹に、強度は十分で、じつに頑丈な機体だった。

「フランカ少尉！　少し見せてもらっていいですかあ！　ぜひさわってみたいんです。エンジンとか」

　勢い込んだウーメラに気け圧おされたのか、フランカはあいまいに頷うなずいた。

「ま、まあ、よくてよ。ほどほどにね」

　そうして駐機場をあとにしながら、つぶやいていた。

「ったく、聞いたとおり、変なヤツばっかりね、この部隊は……」
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　エリィカは気がつくと全力で飛行場を走っていた。

　飛びながらまったく油断していた自分に対する叱しつ責せき。それをまんまと突かれた口く惜やしさ。歯噛がみしたいほどだった。

「大尉！　何であんなフランカなんかに！　あたし、イヤです！」

　飛行場の周囲をまともに走れば、五キロ以上はゆうにあった。

　エリィカは気持ちの高ぶりのままに走り続け、一周する頃ころにはそのまま宿舎へ駆け込んでいた。

　ドタドタドタドタ……！

　渡り廊下を走る。

　他ほかのパイロットたちとは離れた、ミラージュの部屋のドアを勢いよくノックした。

　まだ荒あらい息のままだ。

「エリィカです！　大尉！　入ります！」

　返事も聞かないまま、ドアを開けた。

　が、部屋に一歩踏み込んで、エリィカはハッ、とした。

　相変わらず日の射ささない、薄暗い部屋。

　すべての物が、陰いん鬱うつな影を帯びて見える。その中にミラージュを捜した。

「何だ。慌あわただしいな」

　ミラージュはちょうど、バスルームのドアを開けて出てきたところだった。

　シャワーのあとなのか、ショーツにバスタオルを羽は織おっただけ、という姿。

「た、大尉……」

　カーッ、と顔が熱くなる。

　たちまちエリィカは頬ほほを染めて俯うつむいてしまった。パッ、と後ろを向く。

「も、申しわけ、ありませんでした。ご、ごめんなさい。すぐ、出て行きます」

　ひどく叱しかられる、と思った。思わず首をすくめる。しかし意外にもミラージュの言葉はやさしかった。

「ちょうどいい。手伝ってくれ」

　ミラージュは松葉杖づえをついている。

「は、はい」

　エリィカはミラージュに手を貸し、ベッドの端に座らせた。

　ミラージュの左足は、膝ひざから下が戦傷で失われている。

　義足は取り外されて、ベッドの脇わきに置かれていた。

「ずいぶん暑くなった」

　そう言うと、ミラージュはバスタオルで塗れた髪を拭ふいた。

「あっ、あたしが、やります」

　エリィカはミラージュの背後に回ると、受け取ったバスタオルで髪を拭ぬぐった。

　黒い髪が、濡ぬれて光っている。毛先には垂れ落ちそうな水滴が丸くなっていた。髪のひと房ずつ、いたわるようにタオルで包む。

　ミラージュの髪を拭きながら、エリィカはドキドキした。頬ほほが赤らむ。身体からだが熱くなっているのがわかる。

「何だ、遠慮するな。もっと強く拭いてくれていい」

「はい」

　エリィカの返事は、つい消え入るような声になる。

　ほとんど剥むき出しと言っていい、ミラージュの身体。

　無駄なもののまるで無い研ぎ澄まされたような裸身なのに、うなじから肩へ繋つながるラインは、意外なほどに女性らしい。

　白い背中にも水滴が残っている。エリィカはバスタオルを当てながら、いくつかの傷を見付けた。

　ひきつれたような傷。小さな縫い跡。どれもが戦場で受けた傷なのだろう。

　お姉さまといっしょに戦って、受けた傷も……。

　そう思うと、そんなミラージュの傷のひとつひとつも、エリィカには愛いとしく思えた。

「何をしている」

「あ！　い、いえ！」

「いまさら恥ずかしがることもないだろう。女だけの部隊なのだからな」

「はい」

　女だけの、と言われると、よけいエリィカは意識してしまう。心拍数がさらに上がった。

「もういい。それより、義足を付けるのを手伝ってくれ」

「あ、はい！　そうでした」

　エリィカはバスタオルを手に、ちょっと迷った。

　このままミラージュを裸にしておくのははばかられる。だいいち、エリィカの目のやり場が無い。

　かといって、身体を拭いて湿ったバスタオルをまた当てるのもためらわれた。

　迷ったあげく、ハンガーにかけられているミラージュの上着をとると、その肩にかけた。

「うん？」

　ミラージュは一言つぶやいて、また黙った。

　エリィカはベッド脇わきの、ミラージュの義足を持って、床に膝ひざをつく。

「いいですか？」

「ああ」

　ちょっと脚あしを上げるミラージュ。

　ミラージュの左足は、膝の先、十センチほどまで残っている。

　こうして改めて見ると、やはり痛ましい。

　腿ももや膝までは右脚と変わらないのに、その先はぷっつりと無くなっている。手術の跡が大きな傷になっていた。

　エリィカは義足を持って、ミラージュの脚に合わせた。

　ちょうど、靴を履くように、脚の残りの部分にはめ込む。そうしておいて、いくつかのベルトで留めるのだ。

　こんな不自由な脚で……、とエリィカは思う。

　ミラージュはまだ戦闘機に乗っているのだ。エリィカといっしょに出撃した前回の空中戦では敵を一機、撃げき墜ついしてもいる。

　無機質な白い義足に触れていたら、エリィカは涙が出そうになった。

　この傷こそ、ミラージュが姉のシャールロッテを最後まで守ろうとして、最期の瞬間まで寄り添おうとした証あかしではないか。

「ありがとう。助かった……」

　そう言ってミラージュは立ち上がろうとした。しかし、エリィカが動かない。

　エリィカは床に膝をついたまま、両手で包むように、ミラージュの脚に触れていた。

「エリィカ……？」

「大尉は……」

　エリィカが顔を上げる。ミラージュを見上げた。

「大尉は、どうしてまだ飛ぼうって……こんな身体からだで」

「バカを言うな。これくらい、いたわられるような傷ではない。両脚を失っても飛んでいる者もいる」

「でも！」

「それ以上言うな。まるで私が、重症のように聞こえる」

　重症には違いない。傷は癒いえたといっても、それを理由に地上勤務を願い出れば、間違いなく受理されるだろう。

「でも、大尉の、こんな……」

　見つめるエリィカの頬ほほには、もう涙の跡がついていた。

　ミラージュは困ったように微笑ほほえむと、手を伸ばし、エリィカの頭を撫なでた。抱くように、膝ひざに押し付ける。シャワーのあとのせいか、ミラージュの肌の匂においがいつもより強く、エリィカに届いていた。

「困った奴やつだな……おまえは」

　エリィカの涙が裸の腿ももを濡ぬらすのがわかっても、ミラージュは気づかないふりをした。

「……大尉！」

　突然、エリィカが顔を上げた。

「せめて、あたしを大尉の、片脚あし代わりにしてください！　毎日、着替えも手伝います！」

　あまりに真剣なエリィカの表情に、ミラージュは面食らいながら笑い出すこともできずにいる。

「ありがたいがな。おまえには他ほかにやるべきことがあるだろう」

　そう言ってもう一度エリィカの髪をクシャッ、と押し付けると、今度こそ、立ち上がった。エリィカがそれを手伝う。

　軍服のズボンをはく。やはり一人では難しいようだ。それはブーツを履くときも同じだった。

「大尉、シャツは？」

「衛生部から届いているはずだ」

　エリィカが捜すと、服を仕舞うキャビネットの上に、糊のりとアイロンのかかったシャツがきれいにたたまれて、帯封のような紙で留められていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　下着を付け、その上にシャツを着る。タイを締めるのを待って、エリィカが改めて上着の袖そでにミラージュの腕を通した。

　胸と袖のボタンを留める。

　ほとんど乾いた髪を手櫛ぐしで整えると、そこにはいつものミラージュが立っていた。

　さっきまで感じた痛ましさのようなものは微み塵じんも無い。帝国空軍の軍服に身を包んだミラージュは、誇ほこりと強さにあふれて、毅き然ぜんとした姿を見せる。

「……！」

　つい、見とれるエリィカに、ミラージュが言う。

「何か用があって来たのではないのか」

　その言葉に、エリィカはさっきまでのフランカへの憤ふん懣まんが蘇よみがえってきた。

「思い出した！　そう！　そうなんです！　だって！　……あ、いえ」

「どうした」

「ううん。やっぱり、もう、いいんです……」

　フランカの小隊に編入されたことへの、抗議に来たのだった。と言えば聞こえはいいが、ようするに不満をぶつけに来たのだ。

　しかし、ミラージュの身体からだを思えば、エリィカだけの感情で無理は言えない。それは自分のわがままだ、とわかっている。

「わかっている。フランカのことだろう」

「え！　どうして！　あ、いえ……」

　これでは認めてしまったのも同じだ。ミラージュは今度こそ苦笑する。

「フランカは腕のいいパイロットだ。彼女の下で学ぶことも多いだろう」

「それは、そうかもしれませんけど！」

　空での一件が口から出そうになって、かろうじて思いとどまった。

　なんだかんだ言って、エリィカは負けたのだ。それに、ミラージュに余計な心配をかけたくない。

「で、でも！　あたしは、大尉と！　もっと、飛びたいんです。もっと、いろいろ教えてもらったり、その、叱しかってくれたり、してほしかったのに……せっかく」

　誤解が解けて、ミラージュとわかりあえたところなのに。これから同じ小隊でいっしょに飛んで、かつての列機だった姉の代わりにもなれると思っていたのに。

「まったく……おまえは」

　ミラージュはエリィカの肩に手をやった。少し迷ったあげく、頬ほほに触れる。涙の跡はもう乾いていた。

「さっきの言葉とは矛盾するようだが、やはり私はこの脚あしのことがある。いざというときに役に立たなくては、任務を遂行できない……おまえを、守ってやることも、難しいなら……」

「大尉が、あたしを……!?」

　真っ直ぐに見つめてくるエリィカの眼まな差ざしを、ミラージュは眩まぶしそうに、目を逸そらす。まぎらわすように、咳せき払ばらいした。

「当たり前だ。列機を守るのは、な。とにかく」

　改めて、エリィカを見る。

「おまえにはまだまだ学ぶべきことが多くある。フランカから学ぶことだ。私は……いつでもここにいる」

「大尉……はい」

　次の瞬間、エリィカはミラージュの胸に飛び込んでいた。

　戸惑うミラージュ。しかしその腕は、何とか自然に背中を抱くことができた。

「いつまでも泣いていると、シャールロッテが笑う」

　胸の中のエリィカが、頷うなずくのがわかった。

　ミラージュは溜ため息をひとつつくと、もう一度エリィカの頭を撫なでた。その口元には、いつにないやさしい微笑ほほえみが宿っていた。
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「ふう……」

　大きく息を吐き出して、エリィカはベッドに仰あお向むけに倒れた。

　夜。

　けっきょく夕食は断ってしまった。

　フランカと食堂で顔を合わせる、と思うとどうにも気が進まず、そうなると食欲も無くなってしまったようで、無理を言ってパスさせてもらったのだ。その後、心配顔のウーメラがわざわざ部屋まで来てくれたのが、また申し訳なさを増幅する。

「ちゃんとしなきゃ。明日から、がんばろう。今日は、ごめんなさい！」

　天井を見つめていると、つい数時間まえのミラージュのことを思い出してしまう。

「大尉は大丈夫だと言っていたけど……もしかしたら、脚あしの他ほかにも、身体からだが悪いのかもしれない」

　義足のことも、副長のフルマー以外には報しらせていなかったミラージュだ。

　身体に不調があっても、誰だれにも言わないのではないか。

「あたしには、教えてほしい。大尉……」

　エリィカはミラージュの匂においを思い出す。ギュッ、と拳こぶしを握った。

　この頃ごろ、エリィカの中で姉シャールロッテとミラージュのイメージがだぶってきている。

　姉の夢を見ながら、その姿はミラージュであったりする。夢から覚めても、それがちっとも不自然に思えなくて、逆に戸惑うこともあった。

「お姉さま……」

　いつのまにか握り締めていたシーツに気づいて、エリィカはなぜか頬ほほを赤らめた。

　軍服のミラージュ。

　その姿は凛りんとして、どこにも隙すきが無い。しかし、だからこそ、よけいに痛々しいこともある。

　ミラージュは自身の身体からだの不調も、中隊に対する責任も、すべて帝国空軍の軍服の中に押し込めて、隠して、何事も無いかのように振る舞おうとしている。それはもしかしたら、彼女自身が倒れるまで……。

「ダメ！　そんなことさせない！　そうよ、誓ったじゃない。こんどはあたしが大尉を守るんだって。大尉を守って、あたしが倒れたって、かまわない。だから！　……あー、強くなりたい！　もっともっと飛行機の操縦がうまくなって、フランカ少尉に勝てるくらい、強くなりたいよ。あたしが強くなって、大尉を守るんだ」

　エリィカはいてもたってもいられなくなって、ベッドから跳ね起きた。気がつくと、額に汗が滲にじんでいる。

「何か、暑い。この部屋」

　窓際に立ち、両開きの窓を開け放つ。

「あ、いい風……」

　頬ほほに当たる風に涼を感じた次の瞬間、

　ガン！

　額に強い衝撃を受けてエリィカは昏こん倒とうした。

　いや、かろうじて、床に尻しり餅もちをつく。

　見ると、傍かたわらに小さな石が転がっている。

「痛いって―――！」

　尻上がりに声を荒あららげながら、エリィカは額を押さえて立ち上がった。血は出ていないが、確実にコブになっている。

「こんなことをするのはー！」

　勢い込んで窓から身を乗り出す。下を覗のぞきこんだ。

「ジャッド！」

　二階の窓から見える外の地面には、

「悪わりぃ！　エリィカ！」

　ジャッドがすまなそうに肩をすくめていた。傍らには、兄の袖そでを引っ張るメープル。

「エリィカ、ごめんなさい……」

　思ったとおり。いかにも、妹が止めるのを兄が聞かないから、この結果が起こったのだ、というふうな図式。

「いきなり顔にぶつけるって、どういうことよ！　ケンカ売ってんの！」

「だから、悪ぃ、って。窓ガラスにぶつけて、呼ぼうとしたんだよ。そうしたら、急に窓が開いて、顔出すもんだから。でも、あんまりジャストなタイミングでさ。初弾命中、撃げき墜つい！て感じ？」

「こら！　謝ってないだろ！　女のコの顔に石ぶつけるなんて、お嫁に行けなくなったら、どうすんのよ！」

「げ？　エリィカ、その顔でお嫁に行くつもりだったのか」

「何だとお！」

「ジャッド！　ちゃんと謝らないと」

　心配性の妹が止めても、ジャッドの口は止まらない。

「顔はともかく、その性格じゃ、誰だれももらってなんてくれないぞ！」

「あのね！　もらってくれなくたってけっこう！　あたしは一生結婚なんてしないもん！　あたしは、結婚なんかしないで……！」

　大尉と……あれ？

　そこまで言って、一人でカーッと赤くなるエリィカ。

　次の攻撃が来る、と思ってかまえていたジャッドも、おや？という顔。

「と、とにかく！　そこにいなさいよ！　もう、おしおきしてやる！」

　そのあと、ドタドタと廊下を走る音。ガタン！と大きな音がしたのは、階段でも二、三段踏み外したのだろうか。

　ところが宿舎の出入り口は離れた別の場所にあるため、グルッと遠回りしてエリィカが駆け付けてくる頃ころには、お互いすっかり気持ちが落ち着いてしまっていた。

「で、何だっけ？」

「さあ？」



「……どう？　うまく乗れた？」

　エリィカが下から声をかける。

　そのエリィカに押し上げてもらって、ジャッドはようやくアルバトロスのコクピットへ身体からだを押し込めようというところだった。

　十歳の男子にしては、やや小柄なジャッドには、機体の表面に穿うがたれている足掛けの凹へこみも、その間隔が広過ぎるようだ。

　夜の駐機場。

　格納庫、などという洒落しやれたものではない。

　露天に材木を組み、粗末な屋根をかけただけの場所。エンジンなどの精密な部品は屋内に整備場所が設けられていたが、機体ごと入れるスペースは無い。

　夜通し灯ともされている電灯に照らされた、色とりどりの機体。

　それでも、新しく来たフランカの機体も含めて、七機もの戦闘機が並ぶさまは、エリィカが見ても壮観な気持ちになる。

　あのあと……エリィカが宿舎の部屋から下りてきて、ジャッドやメープルと花壇の縁に腰を下ろしていた。

　けっきょく、三人で取り留めの無いことをあれこれおしゃべりしているうちに、ずいぶん時間が経たった。

　真夏の空気は湿気を含んで夜でも生ぬるい。肌にまとわりついてくる。

　なんとなく別れ難くて、話すことが無くなっても虫の声を聞きながらくっついていた。そのうちに、ジャッドが飛行機を見たい、と言い出して、ここ、駐機場へ来たのだ。

「……ん、っと」

　ジャッドがようやくコクピットに納まった。

　シートに身を沈め、周りの計器を感心したように眺める。

「ねえ、ジャッド！」

「乗れたよ、エリィカ！」

　身体からだを乗り出すように、下のエリィカに言う。エリィカの傍かたわらでは、やはりメープルが心配そうに見上げていた。

「どんな感じ？」

「うん……思ったより、ずっと狭いよ。みんな、こんなのに乗って、戦ってるんだ」

　戦闘機のコクピットは、じつにミニマムなスペースしかない。

　機械にとってみれば、人間が乗り込む場所はそれだけで本来デッドスペースだ。軽快さ、敏びん捷しようさをもってする戦闘機にとっては、その場所は小さいほどよく、乗り込む人間も軽いほどよい、という計算になる。

　それは、身長百四十センチに満たないジャッドにとっても、広過ぎる場所ではなかった。

　脚あしの間に挟みこむような位置に突き出している操そう縦じゆう桿かん。

　さすがにフットペダルには、腰をずらさないと足が届かないが、手前の、各種のメーターやスイッチが取り付けられた計器盤は、手をちょっと伸ばそうとするとつかえてしまうほどに近い。その上、二つの無骨な機関銃の尾部がこちら側へ突き出していた。

　さらに驚いたのは、その視界だった。

　剥むき出しのコクピットは、さぞ開放的だろう、と思われるが、前方の視界に関してはその印象が一変する。

　パイロットの頭ギリギリのところに上翼が配置されている。

　そのため、パイロットは上翼にじゃまされて前上方を見ることができない。見ようとすれば、シートから身体ごと持ち上げて頭を巡らせなくてはならなかった。

　さらに、液冷エンジンを配置した長いノーズが下方視界を妨げる。上翼と下翼を結ぶ支柱や張線もある。

　パイロットは切り取られたような限られた前方の空を見ながら飛んでいるのだ。そのうえ、敵機を発見、格闘して、射撃しなくてはならない。

「ふぁ～～」

　溜ため息ともとれる、息を吐くジャッドの声が聞こえた。

「何、どうしたの？」

　エリィカが、機体に足をかけて覗のぞき込む。

「え、いや……エリィカたちって、けっこうすごいんだな、って」

「ふふん、尊敬したか。これからは、エリィカお姉さまって、呼ぶんだな。何なら、肩でも揉もませてやっても……」

　エリィカは、あれ？と思った。いつもならここで、反撃が来るはずなのだ。肩はいくら揉んでも大きくならないぞ、とか？

「尊敬、したよ」

「え？」

　エリィカが見つめる中で、ジャッドは操そう縦じゆう桿かんを両手で握り、上下、左右に動かした。ワイヤーで繋つながれた、機体の補助翼、それに水平尾翼の昇しよう降こう舵だがバタ、バタ、と動いた。

「オレ、パイロットに、なれないかな」

「なりたい、の？」

「……うん」

　エリィカは複雑な思いに言葉を飲み込む。

　ジャッドがパイロットに……。その未来は、決してありえないことではない。

　しかし現実を考えると、その可能性はどんどん薄れ、やがて消えてしまうようだ。

　返事に窮して、エリィカはメープルを振り返った。メープルは俯うつむきながらも目はエリィカを見ている。フルフルと、首を横に振った。

　帝国空軍の場合、パイロットになるには、一年間を航空士官学校で学ばなければならない。しかも、航空学校の入学資格を満たすには、半年間以上を、半官半民の飛行クラブで過ごす必要がある。

　この飛行クラブも、単なる娯楽の飛行愛好会や飛行ライセンス取得のための学校ではない。将来の空軍パイロット養成のための下部組織で、入学段階での厳しい審査、その後も何段階もの試験でふるいにかけられる。

　無事に卒業できる者は、半分にも満たない。

　その上、飛行クラブでは、多額の入学金と授業料がかかる。政府の援助もあるのだが、それでも個人の負担は大きかった。

　そのせいで、エリィカは飛行クラブ入学を、養父に懸命に請わねばならなかった。屈くつ辱じよく的な思いをしたことも、一度や二度ではなかった……。

「ジャッド、やっぱり……」

「わかってるよ！　無理だってことくらい。でも、オレ、パイロットになりたいんだ！　パイロットになって、エリィカたちといっしょに、戦えたらって……」

「あたしたちと……？　でも、それは！」

　エリィカたちは帝国空軍の軍人。帝国の人間だ。

　しかしジャッドやメープルは、敵である共和国の国民。エリィカとジャッドたちがこうしてひとつところで逢あえたのは、共和国のこの土地を、帝国軍が占領しているからに過ぎない。

　ジャッドがエリィカたちといっしょに、同じ部隊で戦うということは、自分たちの、共和国の軍隊を、国民を敵とすることになる。同胞を、殺すことになるのに。

　エリィカが黙っていると、ジャッドが急に笑った。

「ハハ！　冗談！　本気にするなよ。オレはさあ、ただ、飛行機が好きだから。それに、メープルも、フルマー中尉や、モスカや、ウーメラが好きだし。だから……」

「うん」

　そう言ってさえぎるように、エリィカは、ジャッドの首に腕を回した。そっと抱くように後ろから頬ほほを寄せる。ジャッドの髪がエリィカの鼻先をくすぐる。日なたの匂においがした。

　ガターン！

　突然の物音に、エリィカもジャッドも、メープルも驚いて飛び上がった。

「わっ、あ！」

　足を滑らせたエリィカは、お尻しりから地面に落ちる。

「痛いったー！　誰だれ!?」

　それでもエリィカは、とっさにメープルをかばって、物音のする方に相対した。

「……えへへ、ごめん」

　そう言いながら向こうの機体の陰から出てきたのは、

「ウーメラ！」

　機械油で手を真っ黒にしたウーメラは、上着も脱いでシャツの袖そでを捲まくり上げている。ネクタイもしていない。

「驚かせるつもりはなかったんだけど」

「何だあ。びっくりするじゃない。何してたの？　ウーメラ」

「うん」

　と言ってウーメラは、エリィカたちを駐機場の奥へ促した。ジャッドも飛行機から降りて来る。

「わ！　これ!?」

　しかし、見せられたものに、エリィカたちは目を丸くした。

　フランカのファルツＤ．Ⅲａ。

　その機首からエンジンがごっそり無くなっている。エンジンのあった場所は、ぽっかり空あいて、マウントフレームが剥むき出しだ。

「エンジンは？」

「ここだよ」

　ウーメラが指差したのは、回転台にはめ込まれた直列六気筒エンジンだった。すでにかなり分解されている。

「い、いいの？　こんなことして、少尉が」

「うん、大丈夫。ちゃんと許可は取ったから」

　ウーメラは笑うが、エリィカはゾッとした。あのフランカが、火のついたように怒るさまをありありと想像してしまったのだ。

「これ、新しい戦闘機だ！」

　ファルツを見たジャッドが声を上げている。急に活いき活いきした顔に戻っていた。

「そっか。ジャッドはフランカ少尉を見てないんだ」

　その方がいいけど……。と思うエリィカの側そばで、ジャッドは感心したように新鋭機の周りを回っていた。真剣な眼まな差ざしであちこちを見つめる。

「アルバトロスよりちょっと細いけど、でもかっこいいなあ！　機首なんかこんなに尖とがってるし、尾翼の形なんか、いいよなあ」

　アルバトロスが骨太に見えるほど、ファルツは細く優美なラインを描いている。主翼端も斜めにカットされているし、ジャッドの言うとおり、垂直尾翼はどこか芸術家の描いた絵のようなラインだ。

「細いけど、アルバトロスより頑丈みたい。同じ木製モノコックだけど、あとから作られただけ進歩してるの」

　ウーメラが答えると、ジャッドは頷うなずいた。

「じゃあ、最高速度も速いの？」

「うん。フランカ少尉のは、特別製だから、エンジンも馬力が違うんだあ。ほらね。このエンジン、みんなのアルバトロスと形式は同じでしょ？」

　エリィカも覗のぞき込む。同じメルツェーデスの、同じ形式の列型エンジンだ。

「だけど出力は十五馬力くらい上なんだ。だから、スピードも十キロ以上速いと思う」

「でも、ウーメラがチューンしてくれたあたしのアルバトロスも、そのくらい速くなってたよね」

「だけど、壊れちゃった。だから、このエンジンを見てみたかったの」

　ウーメラの手元には、ヘッドカバーを開けられたエンジンがある。その内側は鏡のように美しく光っていた。周りに、きれいに分類された部品たち。ピストン、コネクティングロッド、排出・吸気バルブ、カムカバー……。

「こんな重いエンジン、ウーメラ一人で？」

「うん。クレーンを使えば、難しくないよ」

　六気筒エンジンは、三百キロ以上の重さがある。一トンクレーンを使ったとしても、エリィカには想像できない。

　どんどんウーメラが、エンジニア、整備士になっていくような気がした。それも、とびきり腕のいい……。

「エリィカのアルバトロスのエンジンも、ちょっと待っててね」

「そうだった。あたしの機体のエンジン、直してもらわなきゃ」

　エリィカの機体はフランカとやりあってエンジンを壊したままだ。

「ごめん、エリィカ。頼んでるんだけど、部品が二、三日しないと届かないんだ。そうしたら、取りかかるね」

　言いながら、ウーメラはしかし、フランカ機に夢中といったふうだ。エリィカ機の修理は、リースとマウアーがやってくれるだろう。

「ね、で、わかったの？　違い」

「うん。やっぱり材質の違いかなあ。ウーメラもやり方は間違ってないと思うんだけど、やっぱりメーカーの純正品は材質も精密さも段違いだもの。耐久度がぜんぜん違ってくるんだあ」

「ふーん」

　エリィカは感心したようにつぶやく。視線を巡らすと、エンジンを取り外されたフランカのファルツが目に入った。

「ねえねえ、ウーメラ。あたしまえからわからないんだけどさあ」

「何？」

「ほら、機関銃の弾って、うまくプロペラの間から出て行くじゃない。よくプロペラに当たらないなあって。だって、当たったら、大変でしょ？　プロペラが粉々になって、墜つい落らくしちゃ……」

「ブッ!!」

　ジャッドが突然吹いたのだ。ものすごい顔でエリィカを見る。

「おまえ、機銃の同調装置も知らないのかよ！」

「え、知ってるの？」

「ばっか！　当たり前だろ！」

　得意顔のジャッドの、時ならぬ講義が始まる。

「いいか？　簡単に言えば、プロペラの軸からカムを介してプッシュプルロッドに連結して、それが機関銃の引ひき鉄がねを引くんだよ。つまり、プロペラが自分で機関銃をタイミングよく撃ってるのと同じこと。だから、プロペラの速度が速いときも、遅いときも、ちゃんとプロペラの間から弾が飛んでく。プロペラに当たることは無いってことさ！」

　ジャッドの言うとおりだった。

　同調装置が発明される以前は、機関銃を上翼のさらに上に取り付けたりした。プロペラが邪魔で、機首に武装を施せないためだ。しかしこの方法では、パイロットと機関銃の位置が離れ過ぎてしまって、精密な照準などはおぼつかない。

　やはりもっともいいのは、パイロットの目の前に機関銃を装備し、視線の先で照準が合うようにすることだ。

　そこで初期においては、コクピットの背後にエンジンを置き、後ろ向きにプロペラを回転させる、プッシャー配置の戦闘機が各国で作られた。この方法でも、機首に武装を集中することができる。しかし通常の、エンジンとプロペラがコクピットの前にあるレイアウトの飛行機に較くらべるとバランスや空力的な洗練さに欠け、高性能は期待できない。

　やはり、プロペラは前に、そして武装もパイロットの直前にほしい。

　そこで次には、プロペラの内側に、ディフレクターを取り付ける方法が試された。

　弾が当たってもプロペラが壊れないよう、一枚一枚のプロペラの内側に、弾を逸そらせるよう、湾曲した鉄板を取り付けたのだ。ディフレクターに当たらなかった弾だけが、プロペラの間をすり抜けていく……。

　こうした涙ぐましい努力を経て、機銃同調装置が完成したのは、ほんの二年足らずまえのことだった。

　そして初の機銃同調装置を搭載した帝国の戦闘機、フォッカーＥ．Ⅲは、同調装置を持たない共和国の戦闘機に対して大きなアドバンテージを獲得し、しばらくの間、空で無敵を誇ほこったのである。

「何だよ、エリィカ。そんなことも知らないで、ほんと、おまえってただ飛行機に乗るのがうまいだけだなー」

「何よ！　飛行機に乗るのがうまいだけじゃ、悪いのか！」

「ダメだ！　せっかく飛行機に乗ってるんだぞ。もっと飛行機のことを憶おぼえて、それを活いかさないと！」

「う」

　十歳の男の子に言われるセリフとは思えない。エリィカは答えにつまった。

　エリィカだって、飛行クラブ、航空士官学校で、みっちり学科を叩たたき込まれている。しかしウーメラやジャッドのように、メカ自体には興味が無いので、整備兵任せだった。

「そんなことないよ、ジャッド」

　言ったのはウーメラだ。

「エリィカは、飛行機の扱いがすごくうまいもの。きっとそういうのって、天性のものなんだと思う」

「天性って、天才ってことだよね。あたしが、天才!?」

「そんなわけないだろ」

　ジャッドはまだ納得しない。

「あのね。いろんな装置がついてても、けっきょく飛行機は、操そう縦じゆう桿かんとフットペダルと、スロットルレバーで飛ぶものでしょ。エリィカは、頭で考えるより、身体からだが動いて、飛行機といっしょになって飛ぶの。自分が飛行機になったみたいに。ウーメラは、やっぱりいろいろ考えながら飛んでる。どうしようって、まず頭で考えて、それから操作するけど、エリィカはそれが本能でわかるんだよね。ウーメラは真ま似ねできないなあって、見ていて思ったもの」

　そうなのだ。

　エリィカにとっては、飛ぶことがすべて。

　飛行機は飛ぶための道具に過ぎない。

　いい道具ならうまく、速く、機敏に飛べる。

　飛行機の乗り方を頭よりも身体で体得し、飛行機の性能を限界まで引き出す。それがエリィカの才能だった。

「でも、知らないよりはあ、知ってた方が、いいかな」

「あれ」

　ウーメラの一言が、エリィカをコケさせる。メープルがくすくす笑った。

「なーんか、うまく言いくるめられたような気がするけど、な」

　ジャッドは腕組みをしたまま、エリィカをわざと疑わしそうに見る。

「そうだ、あたしは天才パイロット！だぞ。わかった？　そこの少年？」

「ったく、こいつを調子に乗せるなよ、ウーメラあ」

「こらこら、少年。そうスネるんじゃない。こんど……」

　そう言ってエリィカはメープルの手をとって、引き寄せた。ジャッドを見る。

「……？」

「みんな、飛行機に乗せてあげるからさ」

「ホントか!?」

　ジャッドが声を上げた。メープルもエリィカを見上げる。

「エリィカの言うとおりだよ。戦闘機じゃ、コクピットが狭過ぎてみんな乗れないけど、こんど、二人乗りの偵察連絡機が来るって、言ってたもの」

　ウーメラはエリィカの言いたいことがわかったのだろう。説明する。

「そう！　それが来たら、二人とも、乗せてあげるよ」

「約束だぞ！」

「うん。約束」

　旅客機などに乗れるのはごく裕福か特別な者のみだ。それすら、戦争が長引いているいま、飛行停止になっている。

　パイロットでなければ、飛行機で飛ぶことはまず不可能と言っていい時代だった。

「そうと決まったら、何か食べようよ。あたし、急にお腹空すいてきちゃった。ね、ジャッドも、メープルも、食べるでしょ？　ウーメラも行こ」

「うん」

「おう！」

　四人は宿舎地下の食堂に移動して、遅い夕食をとった。

　そのあと、エリィカはジャッドとメープルを家の近くまで送っていった。

　帰り道、エリィカは思った。

「そうだ！　整備士っていうのがあるじゃない。ウーメラみたいに、メカが好きなら、飛行機の整備をする仕事をすればいいんだ！　パイロットと違って、整備兵なら、きっと努力すればなれるもの！　そうだ。これだあ！」

　ジャッドの未来に明るいものが見えた。エリィカはそう思うと、心がひどく浮き立つ気持ちだった。
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「きゃあああああ!!」

　朝のフランボース基地駐機場に響き渡る、鮮やかな悲鳴。

　悲鳴の主はといえば、

「な！　何よ、これは!!」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすフランカだった。

　フランカの前には、愛機、ファルツＤ．Ⅲａがあった。

　いや、それは、かつて愛機だった、と言った方が正しいだろう。なぜなら、見事なまでにバラバラになっていたからである。

「こ、これは！　敵！　敵の攻撃！　夜の間に敵が……！」

　しかし、駐機場にある他ほかの機体、アルバトロスたちは無傷で翼を並べている。フランカのファルツだけが攻撃に遭った、というのはどうにも不自然だ。

「あ、フランカ少尉。おはよう、ございま～す」

　そこへ通りかかったのは、エリィカとウーメラだった。まだ眠気が取れないのか、ぎこちない敬礼を済ませる。

「おまえたち！　おはよう、じゃないわよ！　これを見て！　わたくしのファルツが、バラバラじゃない！　いったい、誰だれが！」

　怒りに震えるフランカに、ウーメラがのんびりと手を上げた。

「あ、ウーメラ、です」

「はあ？　……どういうこと！」

「いええ。昨日、ウーメラ……いえ、わたしが、いじってみてもいいかお聞きしたら、少尉が、快く許してくださったのでえ。それで、ちょっと……」

「ちょっと、じゃないわよ！　バラバラじゃないの！　このわたくしに、決闘を申し込むつもり!?」

「決闘？　そんなつもりじゃあ……あ、もとに、戻しますね、じゃあ」

「当たり前よ！　ネジ一本残らず完かん璧ぺきにもとに戻しなさい！　いま、すぐに！」

　フランカの癇かん癪しやくが爆発する中、ウーメラはあたふたと作業に取りかかろうとする。エリィカは笑いを堪こらえながら、手伝おうとした。

「ちょっと、おまえ、エリィカ候補生！」

「あ、はい、であります」

「変な言葉遣いはしなくていい！　それよりおまえ、昨日の晩はどうしたの？」

「どう、って？」

　とくにフランカを煩わせるようなことはしていない。というより、飛行場一周を申し付けられたあとは、フランカに会ってもいない。

「夕食にも出て来ないで。聞いたところによると、夜遅く、作業員たちの使う食堂で食事をしたらしいわね。近くの子どもといっしょに」

「はい。そう、です」

　それがどうかしたのだろうか。

「おまえはパイロットなのよ！　まだ候補生とはいえ、将来は士官のはず。士官だったら、士官どうしでつき合いなさい。一般の兵に交って食事をしたり、遊んでいると、士官としての義務も誇ほこりも失ってしまうわ！」

　パイロットは全員士官である。エリィカは士官候補生だが、ふだんはパイロットだけで食事を取るのが普通だった。宿舎一階の、ふんだんに陽ひの入る、リビングダイニングがこれに当てられた。

　これとは別に、パイロット以外の基地作業員たちは、地下にある食堂で食事を取るようになっていた。パイロットとは食事のメニューも違う。

　士官でありパイロットであるエリィカたちは、つねに特別待遇を施されていた。

　もっとも、エリィカはそんな堅苦しい雰囲気が苦手で、ときおり地下の食堂へ行っては、整備兵や作業員たちに交じってご飯を食べていたのだが。

　フランカの言葉に、エリィカはカチン！と来た。

「あの、お言葉ですけど……！」

　エリィカは十センチ以上低い目線からフランカを見据える。

「士官の誇りって、何ですか!?　みんなと別に食事をしたって、それが誇りなんですか。特別扱いされれば、プライドが満足するんですか。ただ、ちやほやされたいだけじゃないんですか!?　作業員の人たちも、同じ部隊の仲間です。どうして仲良くしちゃいけないんですか。どんなにパイロットが偉くたって、整備する人がいなければ飛行機は飛べないし、基地で管制してくれる人がいないと離陸も着陸もできません。食事を作ってくれる人がいないと、ごはんも食べられなくて、戦えません！」

　たちまちにわかに巻き起こる、フランカｖｓエリィカのバトル！

「わかってないわね！　おまえ」

　フランカは苛いら立だった表情を隠さない。

「いいこと！　戦友を大切に思うのは当然のこと。付き合い方を考えなさいと言っているのよ。彼らはわたくしたちに奉仕するのが仕事。彼らを守って、責任を果たすのがわたくしたち士官の仕事。それを混同するなと言うの。ふだんから下級の兵たちに交じって楽しむのは、士官の責任を放棄することになる！」

「一般兵は庶民出身だから将校に奉仕するって、決まってるわけじゃないと思います！　そういうことだから貴族は！」

「何ですって！」

　フランカが思わず右手を振り上げる。

「エリィカ！　ダメだよ」

　とっさにウーメラが割って入った。

　ウーメラを挟んで、フランカとエリィカがにらみ合う。フランカはエリィカを見下ろしながら、皮肉な視線を浴びせた。

「おまけに、子どもまで基地に引っ張り込んで、部隊の秘密がどこで漏れるとも限らないのよ。どうやって責任を取るつもり!?」

「あの子たちのことを、何にも知らないくせに！　ジャッドとメープルの家は……！」

　ついに本気で険悪な火花が飛び交う。つかみ合いのケンカにでもなるのか、と思った刹せつ那な……、

「おいエリィカ！　もう止やめろ！」

　強引にエリィカを引き離したのは、声を聞いて駆け付けてきたモスカだった。

「フランカ少尉、すいません。こいつ、あいつらの……子どものことになると頭に血が上っちゃうんで。オレが、言い聞かせますから」

「何でよ、モスカ！　あたしは……！」

「いいから、来いって！」

　エリィカを引っ張っていく。腕をとられて無理やり歩かされながら、エリィカはフランカを火のついたような目でにらんでいた。

　残されたフランカは、

「あのバカ！　ああっ！　もう！　どうなってるのよ、この部隊は！　最低、最悪！　訓練もできないじゃない！　わたくしの戦闘機は！」

「は、はい。すぐやりますう」

「いい!?　少しの傷でも付けたら、おまえは営巣行きよ！　憶おぼえておきなさい！」

「はいい」

　フランカは言い残すと、憤ふん懣まんやるかたない表情で駐機場をあとにした。

　フランカの機体は分解状態。エリィカの機体もエンジンが壊れたまま、では、とても今日一日の訓練は望むべくもなかった。



    

  
    
      

２章　地上攻撃訓練
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「新しい、任務……？」

「ええ、そうなんです。昨晩、航空団司令部から戻られたミラージュ大尉が、持ち帰って来た命令書です」

　命令書をかざして答えるのは、副長のフルマーだった。

　戦闘指揮所、という名の、宿舎の母おも屋やに隣接して作られた小さな建物は、十人も入ればいっぱいになる。

　ここにいま、一一一中隊のパイロット全員が集まっていた。

　朝、朝食前の臨時ミーティング。

　思い思いに椅い子すに掛け、中央に置かれた大きなテーブルの周りを囲んでいる。モスカ、ウーメラ、イリューシ、フランカ、フルマー、それに、中隊長のミラージュ……。

　と……、

「ごめんなさい！　遅れました！」

　勢いよく入って来たのは、エリィカだ。フランカがギロッ、とにらむ。

　フランカとエリィカがやりあってから、もう二日が経たっていた。

　ちょうど、バラバラに分解されたフランカ機ももと通りになり、エリィカのアルバトロスもエンジンの部品が届いてようやく修理が完了していた。

　それまでは、飛ぼうにも機体が無いので、訓練もできない。フランカとエリィカも、食事時に顔を合わせるだけで口も利かず、小康状態を保っていたのだが。

　エリィカは慌あわただしく席に着く。

　髪も梳とかしていないのか、ボサボサの金髪は寝癖で勢いよくハネている。シャツブラウスのボタンも上までは留まっていない。あきらかに、寝坊だ。

「タイが曲がっていてよ。みっともない！」

　フランカがしかめ面つらで言う。

「あ、はい」

　しかしエリィカはフランカの方は見ず、ミラージュを見つめている。

　ミラージュは目を伏せて腕組みをしていた。もちろんその姿は、服装、身なりとも、どこにも隙すきがない。

　ミラージュが小綺麗に身支度をしているのに、健康なエリィカがこれでは……。

「あーあ、ダメだなあ。これじゃとても、大尉のお世話なんかできないよ……」

「ちょうどよかったわ、エリィカ。新しい任務を説明します」

「はい！　え？　新しい任務ですか！　じゃあ、出撃!?」

「ええ、そうですよ」

「帝国空軍の、航空反抗作戦がいよいよ開始されるのよ」

　横から口を出したのは、フランカだ。なぜか自慢げな口ぶりが耳につく。

「フランカ少尉の言うとおりです。まだ詳細は下か達たつされていませんが、今回の作戦は地上攻撃が主任務になります」

「共和国空軍の飛行場を襲撃して、敵が飛び立つ前に、飛行機を破壊してしまうの。タイミングと、一斉攻撃がポイントになる」

「あの！　説明しているのはフルマー中尉ですよね。それに、何でそんな詳しいこと、知ってるんですか」

　エリィカの言葉にフランカは、

「わたくしの家は代々、軍の中枢に近い人物を多く輩出しているわ。情報なんて、耳を塞ふさいでいても入ってきてしまうのよ」

「だったら、鼻や目も塞いでいてください」

「何ですって！」

「まあまあ。二人とも……」

　苦笑するフルマー。ミラージュがあとを継いだ。

「本日から、地上攻撃の特別訓練を行う。フランカの言うとおり、敵基地に対して効果的な攻撃を加えなくてはならない。敵航空機を確実に破壊する。そのために、爆撃を行う」

「爆撃!?」

　居合わせた誰だれもが、声をそろえた。



「これが爆撃キット？」

　駐機場に移動して、各機体の整備兵たちも交えてのブリーフィングになった。

　パイロット七名に、各機体の専属整備兵たちが十四名。さらに、修理工こう廠しようの作業員たちが六名。合計三十人近い人数が一度に集まるのはなかなかない光景だった。

「はい。これをアルバトロスの胴体下に取り付けるんですう」

　なぜか説明しているのはウーメラだった。朝食の席に見えないと思ったら、先に駐機場へ来て、いろいろ見聞きしていたらしい。

　爆撃キットは、航空団司令部から送られてきた、戦闘機用の追加改造パーツだった。ようするに爆弾を取り付けるためのアタッチメント、爆弾架である。

「そいつを付けると、アルバトロスが爆撃機になるって？」

「正確には、戦闘爆撃機かなあ。ここの凹へこみと、爆弾の形がピッタリ合うようになってるの。あとは、紐ひものついたリングに爆弾を通して、で、この紐を、凹みの中心にある穴から機体の中へ通すでしょ。いつも引っ張るように線を張っておけば、爆弾は凹みに押し付けられるから、固定されるんだあ」

　その操そう弾だん索さくの端を、コクピット側へ導いてスイッチを設ければ、スイッチひとつで爆弾が投下される、という仕組みだった。

「爆弾は、何キロ？　影響は？」

　珍しく口を開いたのはイリューシだった。

　褐色の肌をした、エキゾチックな風ふう貌ぼうが人目を引く。そのせいか、ふだんは必要なとき以外ほとんどしゃべらない。銀色の髪を、男のようなベリーショートに刈っている。

「爆弾は五十キロを二個取り付けられるの」

「げ！　じゃあ、百キロじゃねーか！」

　モスカが呻うめいた。

　軽快さを信条とする戦闘機にとって、百キロのバラストは致命的だ。運動性もスピードも、ぐっと落ちる。さらには燃費まで。

「この、爆弾架の重さだけで、二十キロくらいありますね」

　フルマーが付け加えた。つまりは合計百二十キロ。

　パイロット全員に暗い気持ちが走る。

　誰だれだって、自分の機体にこんな錘おもりを付けたくはない。爆弾を付けている最中に敵の戦闘機と遭遇でもしたら、勝ち目は無いだろう。

「何を考えているの！　訓練を始めるまえから悲観していては、うまくいくはずがなくてよ！」

　フランカが声を上げる。



    

  
    
      



    

  
    
      　フランカの言葉に、ミラージュが続けた。

「フランカ少尉の言うとおりだ。加えて、我々は帝国空軍のパイロット。どんな命令でも、やり遂げなくてはならない。任務を完遂することが、我々の使命だ」

「はい！　がんばります、大尉！　ぜったい！」

「急に何張り切ってんだよ、エリィカ。さっきまで……」

「モスカも、がんばらなきゃダメだよ。さあ訓練、訓練だ！」

「はあ？」



　爆弾架を全員の機体に取り付けるのに、三時間以上かかった。

　エリィカたちは午後から訓練に飛び立つ。

　まずは、爆弾の無い状態で離陸、飛行し、この状態に慣れることだ。

「地上の目標なんて、ぜーんぜん問題無いよね。だって敵の飛行機は空を飛んでるし、逃げたり、こっちへ向かって攻撃してきたりするけど、地上にいる飛行機は動かないんだもの。目をつぶってたって、当たる当たる！」

　ところが離陸して驚いた。

「わ！　何か、変だ」

　機体が妙に重い。いや、ひどく、ダルな操作感。

　舵かじが壊れているのか、どこかひっかかっているのかと思った。

　フットペダルを右、左と踏み込んでみる。いつもなら、機敏に機首を振るのに、どこかワンテンポ遅い。それに、操そう縦じゆう桿かんにブルブルと震動が来る。

「あれのせいだ！　きっと。爆弾を付ける装置！」

　まだ爆弾を積んでいるわけではない。それなのに、二基の爆弾架を胴体下部に取り付けただけで、操縦感覚がガラッと変わってしまう。あきらかに、運動性は落ちている。

　エリィカはゾーッとした。

　これで爆弾まで付けたら！

「とても戦えないよ！」

　飛行機は気流をまとって飛ぶ。

　だいいち、気流を翼に流さないと、飛ぶことすらできない。

　しかも、ただ機体の表面を空気が流れていけばいいというだけではない。乱れず、スムースに、そして表面にまとわりつくように、流れていかなければならない。

　だから、飛行機の機体はなめらかに、そしてできるだけ流線型に作られているのだ。

　凸でこ凹ぼこがあったり、段差や突起が激しいと、そこで気流が剥はがれてしまう。剥がれた気流は乱流となって飛行を阻害する。振動や操縦不良となり、ひどいときには墜つい落らくの原因にもなった。

　この場合、新しく取り付けた爆弾架のおかげで気流が剥がれ、その背後で乱流が起こっているのだろう。バランスにも微妙に影響が出る。

　空力的に理想なのは、空気が飛行機にぶつかるときも大きな乱れを生じないこと。そのままスムースに、高速で機体表面や翼の表面を流れること。流れた空気が飛行機から離れるときも、きれいに気流どうしが合流して乱流にならないこと。これらが重要だった。

　実際にはそれでも、翼の端などから渦流が生じてしまう。

　飛行機の設計は空気との戦い、そして空気をどれだけ味方に付けるか、なのだ。

「こんな作戦、できるの？」

　エリィカは思わず自問した。
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「離陸する！」

　フランカが右手を高く上げる。フランカ小隊は楔くさび形がた編隊を描いて離陸態勢に入った。

「りょうかい！」

　届くはずのない声を機上で叫びながら、エリィカはいつもの、左後方のポジションにいた。スロットルを徐々に開け、滑走に入る。しかし……。

「……スピードが、上がらない！」

　エリィカは気づいた。隣の、ウーメラを見る。やはり、同じように、スピードが上がらないようだ。

　さっきと異なり、今度は胴体に模擬爆弾を抱かかえている。

　爆弾の投弾訓練なのだ。

　模擬爆弾は爆発することのないただの鉄の塊だが、爆弾と同じ形に作られている。重量も同じ、五十キロだった。二個で百キロ！

　滑走路を走りながら、小さな凹凸で機体が上下する。

　いつもなら、そんな振動も軽快に感じるのに、重いバラストを積んでいるいまは、ドシン、ドシン！と強く、不快で、不安を誘う。ちょっとでも針路がぶれたら、たちまち操そう縦じゆう桿かんを取られてしまいそうだ。そうなれば、大きくコースを外れて、ひどいときには機体が横転するかもしれない。

「まだなの!?」

　もう二百メートル以上滑走している。

　ふだんならもう揚力は十分。ちょっと操縦桿を引けばたちまち飛び上がる。いや、機体が飛び上がりたくてブルブルしているのを、押さえながら走っているような状態なのに。

　空気の流れが足りない。だから飛び上がれない。

　それは前方のフランカ機でも同じで、小刻みに震えながら重い身体からだを精一杯引っ張って走っていく、そんなふうだ。

「飛んだ？」

　ようやく、フランカ機が飛び上がった。が、上昇は鈍い。

　前方の小隊長機が飛んだので、エリィカは反射的に操そう縦じゆう桿かんを引いた。瞬間、機体が持ち上がる。しかし……、

「落ち、る！」

　ドン！

　飛び上がりきれずに、前輪から落っこちた。

　しかしある程度の揚力はまとっているので、バウンドした拍子に機体はまた飛び上がろうとする。また落ちる。バウンド。また飛び上がる。

「ちょっ！　何で!?　あ、この！　うぅ！　ダメ！　あああー！」

　バウンドしながらも、機体が横向きになったりしなかったのはエリィカの巧みな舵かじの修正のおかげだった。

　何度目かのバウンドのあと、機体がようやく浮き上がる感触があった。エリィカは今度こそ操縦桿を引く。

　持ち上がる機体。だが、また落ちようとする。エリィカはバウンドを覚悟した。数メートルは上がっている。ここから落ちたら、ただのバウンドでは済まない。

「くっ！」

　エリィカが思わず身体からだを硬くしたときだ。再び持ち上がる感触。前輪が地面に接触する寸前、ついに機体は上昇を始めた。

「う、う……」

　それでもいつまた落ちるか、エリィカは気が気でない。力を込めながら、操縦桿を握り締めた。

「ふぅ～」

　ようやく息を吐くことができたのは、五百メートルも上ってからだった。

　横を見る。気づかなかったが、ウーメラがやや先行している。フランカは遥はるか前方だった。

「また怒られるのかなあ」

　しかしなぜ？と思う。

　編隊長機であるフランカ機が離陸するのを見て離陸したのに。

　おかしい。フランカが離陸できて、なぜエリィカが……エリィカの機体……。

「あ、わかった！」

　機体の違い、さらに言えば、エンジン出力の違いだ。

　フランカのファルツＤ．Ⅲａは百七十五馬力。エリィカのアルバトロスＤ．Ⅲは百六十馬力。ウーメラが施してくれたチューンアップもないいま、その出力差は明白だった。

「一人だけ違う飛行機なんて、ズルいよ！」

　文句を言いながら、懸命に追いかけた。

　フルスロットルなのに、いっこうに上昇しない機体がもどかしい。

　いつもは軽々と上昇していく機体にエリィカが乗せられている、というふうなのに、これでは、重過ぎる機体をエリィカが必死に引っ張り上げているようだった。

　フランカはようやくスロットルを緩ゆるめて待っていた。エリィカが追いつき、再び三機編隊を組む。

　高度はなんとか千メートル。ここまで達するのに、五分以上かかった。

　左旋回。昨日と同じターゲットが小さく地上に見えてくる。

　一機ずつ、順に進入して爆撃を行う。

　まずはフランカが片手を上げた。エリィカとウーメラが見る中、フランカ機は二百メートルまで高度を下げる。

　重い爆弾を抱かかえている機体に運動性は望めない。

　あまりに低高度からのアプローチは、それゆえ不安があった。ちょっとでも機体がフラついたりしたら、墜つい落らくしかねない。そのため、二百メートルというやや高めの投弾高度が決められていた。

　フランカはターゲットの手前、百メートル強で模擬爆弾を投下した。しかし爆弾は、ターゲットよりも大きく手前に落ちた。およそ十メートルは外れている。

「何だ。外してるじゃない！」

　エリィカは笑った。

　きっちりターゲットに当てて、フランカを見返してやる。そう思った。

　ウーメラの爆弾は、逆にターゲットを通り過ぎて落ちた。

　いよいよ、エリィカが当てて見せれば、勝ち！の展開だ。

「真っ直ぐ飛んで、手前で落とせばいいんだから」

　水平飛行から爆弾を落とすだけ。簡単だ。

　高度二百まで降下する。

　しかし、行き過ぎてしまった。百キロの爆弾がついているのを忘れていつもどおりに降下したら、加速がつきすぎて降下し過ぎたのだ。

　あわてて上昇する。が、依然、舵かじが鈍い。上昇力もだ。

　そんなことに気をとられているうちに、爆撃コースに進入していた。

「あ！　わっ！　距離は……高度は……コースは!?　通り過ぎちゃう！　待って、ええと……あ！」

　おまけに、コクピットに新設された爆弾のリリースレバーを捜すのに時間がかかった。ふだん見慣れないので、戸惑ったのだ。

「ええい！」

　レバーを引く。

　ガコッ！という音と衝撃とともに、模擬爆弾が離れた。一度に二個、同時に切り離す。

　突然、グーッと上昇する。

　百キロものバラストを捨てて身軽になった機体が、浮かび上がっているのだ。

　……しかし、いま頃ごろ投弾しても遅い。あきらかに遅い。

　エリィカのアルバトロスが落とした爆弾は、ターゲットから百メートル以上も先へ転がった。

「あ―――！　ダメだ―――!!」



　一度爆弾を落としてしまうと、着陸してまた装着しなければならない。

　模擬爆弾は地上に待機していた作業員たちの手で集められ、トラックに載せられて基地まで回収される。

　この爆弾の装着が、意外と大変だった。

「ん……、よっ……！」

　力を込めて、爆弾を持ち上げるのは、各機体の専属整備兵の少女たちだ。

　三人一組になって、慣れない爆弾装着作業を行っている。

　まず一人が、機体の胴体の下に位置する。このとき、台車の上に仰あお向むけに寝そべって身体からだを乗せ、位置を調整した。

　五十キロの爆弾を、両手で持ち上げる。人一人の重さに等しい。おそらく、小柄な少女など、自分の体重よりも重いだろう。

　そうして一人だけでは辛つらい爆弾を、側そばで立っているもう一人がサポートした。

　爆弾には、操そう弾だん索さくと結び付けるよう環わになったベルトが巻き付けられている。

　爆弾を爆弾架の所定の部分へ正確にはめ込むこと。そのまえに、爆弾架の中心に開けられた穴から突き出しているワイヤーと、爆弾を留めたベルトを結び付ける。そのままでは落ちてきてしまう爆弾を、爆弾架へ押し付けるように保持する。

　こうして爆弾が仮に装着された状態で、機体の中に入っていた整備兵が、操弾索のワイヤーを固定する。

　ここまでやって、ようやくひとつの爆弾の装着が完了となった。

「ふうー、ＯＫ。手を離してもいいわよ」

　横でサポートしていた少女が言い、機体の下に潜っていた少女はようやく爆弾から手を離した。汗を拭ぬぐう。

「緊張するぅ～。揚弾機がほしいなあ～」

　揚弾機とは、爆弾を置いたまま、エレベーターのように床が持ち上がる台車のようなものだ。一一一中隊は本来、爆撃部隊ではないので、爆弾を機体へ取り付けるための揚弾機はない。そのため、苦肉の策で、整備兵たちがこんな姿で作業をしているのだった。

　各機体の専属整備兵はそれぞれ二名なので、お互いに助け合って作業を行わなくてはならない。

　いまはまだ模擬爆弾だからいいが、本物となれば緊張感はいや増す。

　もっとも、その場合、爆発信管は、爆弾を機体に取り付けたあとで装着することになるのだが。

「作業は終わって？」

　飛行服の前を留めながら近づいてきたのはフランカだ。その後ろにエリィカとウーメラ。

「はい！　フランカ少尉殿！　給油も、終わっています」

　元気よく答えるのはフランカ付きの整備兵、メララ。細く編んだ三つ編みの髪が、背中まで垂れていた。

　フランカは小さく頷うなずくと、エリィカたちを振り返った。

「搭乗！　もう一度、投弾訓練！」

「はい！」

「はぁい……」

　しかし二度目の投弾訓練もフランカたちより大きく外れ……。

「何が悪いか、自分で考えて、今日中にわたくしに報告なさい！　わかったわね！　こんなことじゃ、わたくしの小隊の成績がメチャクチャになってしまうわ。おまえ一人のせいで、ね！」

　フランカに激しく叱しつ責せきされ、がっくりと肩を落とすしかないエリィカだった。
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「そう。間違いないのね。……わかったわ。ありがとう」

　フランカは受話器を置いた。

　戦闘指揮所ではなく、フランカの私室である。こんなところに私用の電話をひくことができるのは、やはりその財力、加えてそれを許す権力にあると言えた。だいいち、この基地では、電話は戦闘指揮所とサロンにしかない。ミラージュの私室にもないのだ。

　士官が私室に電話をひいても軍規違反ではないが、それには莫ばく大だいな金額と、融通を利かせるコネクションが必要になるからだ。

　とくに広さはウーメラたちと変わりない部屋だが、調度品にはいくつかこだわったものが見受けられる。壁にかけられた紋章や、剣といったものが目を引いた。

　ドアをノックする音が、フランカの思考を中断した。

『エリィカ、士官候補生、でありまあす！』

　真ま面じ目めなのかふざけているのかわからないような声。フランカの眉み間けんが早くも険しくなる。

「お入りなさい！」

　すぐにドアが開いた。エリィカだった。

「あの……本日の訓練の、レポートを持ってきました！で、あります」

　薄い紙のつづりを差し出す。フランカは座ったまま受け取った。しかし目を通すこともなく、机の上にほうる。

　エリィカはそのまましばらく、フランカの言葉を待った。しかしフランカは目を伏せたまま一言も発しない。

「見ないん、ですか？」

「ここへ来た、ということは、わかっている、ということでしょう。なら、見る必要は無くてよ。それに、あんな初歩的なことができないようなら、もうわたくしの小隊にいる資格は無いわ」

　初歩的なこと、とはけっきょく、投弾高度と加速度、それに機体の速度、つまりはターゲットとの距離と爆弾のリリースタイミングに関することだ。

　二百メートルの高さから物体を落とすとどうなるだろうか。

　重力加速度は、九・八ｍｓの二乗分の一で表される。

　初速０から二百メートルを落ちて地上に達するまでに要する時間は、約四・五秒、というところだ。

　いっぽう、機体は時速百キロほどで水平飛行している。時速百キロはおよそ秒速二十七メートルだから、四・五秒で百二十五メートル進むことになるわけだ。

　単純に言うならば、この場合、二百メートル先のターゲットに爆弾を命中させるためには、百二十五メートル手前で投弾しなければならない。

　もちろん、コクピットに高度計はあっても、目標までの距離計は無いのだから、そこは目で測るしかない。それも、百二十五メートルは空中からターゲットまでの距離ではなく、機体の空中位置を二次元的に地上に降ろした点からターゲットまでの距離だ。もし空中から地上のターゲットまでの距離を測ろうとしたら、この場合約二百三十五メートルとなる。

　その上、これらは原則的な計算に過ぎない。

　実際には風や大気の影響、爆弾の操そう弾だん索さくを解除してからリリースされるまでのタイムラグ、爆弾の形状による落下軌道のズレ、さらには、地球表面が曲面を描いていること、まで考慮しなくてはならない。

　けっきょくは、経験とカンが大きくものを言う。つまりは、訓練しかないのだ。

　グッ、とエリィカは口を結んだ。せっかく慣れない文章を書いてきたのだから、読んでくれたっていいじゃない、と思う。

　もう、悪口でも書いてくればよかった！

「あたしは、じゃあ、これで……」

　失礼します、と苦にが々にがしくきびすを返そうとしたときだった。

「お待ちなさい」

　フランカの碧みどりの瞳ひとみが、エリィカを鋭く見つめる。

「おまえ、マンフレート家の娘だというのは本当なの」

　エリィカの動きが止まった。

「……なぜ、それを」

　フランカが知っているのか。

　いや、ここは軍なのだ。どんな情報でも、しかるべき筋に当たればたちまち知れてしまうだろう。しかも相手はフランカ。軍上層部に強いコネクションがあるのだから。

　言われるとおり、エリィカとシャールロッテの姉妹は、軍人の名門家系マンフレート家の娘だった。

　しかし五年前、いわゆる改革派事件によって父エトリヒは失脚し、失意のうちにその後しばらくしてこの世を去った。さらに姉のシャールロッテが戦死すると、エリィカは天涯孤独の身となり、十三歳で遠縁のキンスキー家へ養子に出されたのだ。

　キンスキー一家は商売を生なり業わいとする庶民の家で、軍人でも貴族でもなかった。エリィカはそこで二年間を過ごすことになる。

　エリィカはつい身がまえた。

　フランカが、こんどは自分の出自のことで絡んでくるのかと思ったのだ。

　しかし、フランカの言葉は、静かだった。

「お父上には、気の毒なことだったわね」

「……それは……もう済んだことですから」

「しかし、私も驚いてよ。“〝改革派”〟の、マンフレート元げん帥すいの令嬢がこんなところにいるなんて。それも、庶民に姿を変えて。これも何かの導きなのかしら。それとも、こんな吹ふき溜だまりの中隊にわざわざ配属になるというのは、やはり主流派の差し金？って勘ぐってみたくもなるじゃない」

　フランカはじっとエリィカを凝視している。深い碧みどりの目は瞬まばたきもしない。金色の長い髪をかき上げた。

「あたしは……！」

　エリィカはフランカの視線を受け止めて言った。

「そういうことは、わかりません。それに、父が、改革派だったということも、信じてはいません」

『お父様は、改革派などではなかったわ。改革派というのは、お父様を陥れようとする一派が言い出したこと。改革派のレッテルを貼はって、お父様を失脚させた……』

　姉シャールロッテの言葉が蘇よみがえる。

　改革派、とは、帝国軍の内部に生じた派閥抗争、権力闘争の、一方の側を指す。

　皇帝の取り巻き派が専横を極め、軍や政治を私わたくししているという批判は昔からあった。

　これに対し、軍の近代化を進め、指揮系統や人事の刷新を図る、というのが改革派の言い分だった。この点で、改革派も皇帝を擁していたことは重要である。

　取り巻き派が皇帝をないがしろにし、結果的に権力を奪っている、というのが彼らの主張であり、皇帝を再び政治の中心に戻そうとする運動が含まれていた。

　しかし、彼ら改革派の目的は失敗した。

　多くの将校が捕らえられ、軍を追放された。そのうちの何人かは、その後、謎なぞの死を遂げている。

　エリィカとシャールロッテの父、エトリヒは改革派の将校たちに慕われ、師と仰がれていた。

　そのため、騒動の中心人物として一時は逮捕されるまでにいたる。しかし、実際には具体的に加担していた形跡が無いことなどから釈放されるものの、名誉は回復せず、辞職の形で実質的に軍を追放になったのだ。

「ところでね……」

　フランカが目をスッと逸そらした。

「私の、ホーエンフェルス家は、改革派の軍人に加担していた、ということになっているわ。いや、むしろ、いまの方が、改革派に近いかもしれない。自ら改革派、なんて折に触れて名乗っているようだから」

「だとしても、あたしには、関係ありません。あたしには、軍の上層部も、皇帝陛下も、どうでもいいことです。あたしは、とにかく腕を上げて、戦闘機パイロットとして上達して……」

　大尉に、認められたい。役に立ちたい！

「そう。わかったわ。なら、もう言うことは無くてよ。下がっていいわ」

　エリィカを見送るために立ち上がる。

「……あの……」

「？」

「いえ、失礼いたしました」

　エリィカは精一杯胸を張り、敬礼した。

「明日からは、本格的な爆撃訓練よ。今日よりもっと状況は厳しくなるわ。そのつもりでいることね」

「はい！であります」

「あります、はいいわ」

「はい」

　エリィカはきびすを返して、部屋を出る。ドアが、閉じあわされた。

　一人、部屋に残ったフランカは、机の上に置かれたレポートを眺めていた。が、決して手にとろうとはしなかった。

「フッ……」

　やがて、端正な顔に自じ嘲ちよう的とも言える笑いが浮かび上がった。

「改革派がどうして失敗したか、知っているの？　……皇帝が、わざわざ自らが政治を行うなんて面倒を嫌ったからよ。ただ担がれて、贅ぜい沢たくをして、わずらわしいことは側近や部下がやってくれる、そういう生活しかしたことの無い者が、いきなり権力と責任の中心にほうり出されるなど、しり込みして当然じゃない」

　そこまで言うと、椅い子すに腰掛け、天井を仰いだ。突然、立ち上がると、バン、と机を叩たたいた。

「いまさら改革派、ですって！　……改革派の騒動のときに、彼らを擁護もせずに……ロッパルト！　私の兄といえど……」

　ギリッ、と握り締めた拳こぶしが、蒼そう白はくになるまでフランカは気づかずにいた。
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「当たらないよー！　もう！　あ――――！」

　空で叫んでいるのはもちろんエリィカだ。

　翌日ももちろん爆撃訓練。

　フランカへのレポートで書いたように、頭や計算ではわかっている。しかし計算どおりにはいかないのが実際の訓練だった。

「だいいち、こんな爆弾抱かかえてたら、重くてちっともうまく飛べない。これじゃ戦闘機じゃない！　こんなの、戦闘機隊の仕事じゃないよ。何で、こんなこと！」

　エリィカの好きな軽快で敏びん捷しような戦闘機が、鈍重な爆弾運搬機と化している。エリィカはそれがイヤでイヤでしかたがなかった。爆弾が当たらないから、怒っているのではない……はずだった。

「だいたい、何で当たらないのよ」

　ターゲットが近づいてくる。またフランカ機から投弾コースに入った。

　自分の番が近づいてくる。エリィカは憂ゆう鬱うつになった。

「ええと、高度二百で、進入して、だいたい、百五十メートル手前で……あー!!　だいたい、ターゲットに直接じゃなくて、その手前で落とすっていうのが、わかりにくいんだ。風にだって流されるし……」

　ウーメラも、二度目でターゲットの手前十メートルほどに爆弾を落下させている。ほぼ命中と言っていい。

　フルマー小隊も三度目を終わってほぼ全員が十メートル圏内に弾着を集めていた。

　残るはエリィカだけ……。

「二百メートルで進入して……二百メートルで……ああっ、もう！」

　エリィカはグッ、と操そう縦じゆう桿かんを倒した。

　降下に入る。しかも、真っ直ぐターゲットに向かって！

「手前で落とすなんて、まどろっこしいことしてるからダメなんだ。それより直接狙ねらって落とせば……。いける！　降下角度に気を付けて……」

　重い爆弾を抱えている。急角度で突っ込み過ぎたら、引き起こせない。

　降下角度は三十度を超えないように。

　エリィカは横の地平線を見て、角度を測った。

　真っ直ぐ降下してそのまま投弾すれば、慣性があるから爆弾の軌道はかなり飛行機の降下コースに近くなる。

　もっともいいのは約九十度、垂直に近い急降下を行ってそのまま投弾することだが、もちろん、木製モノコックのアルバトロスでは機体の強度がもたない。

　エリィカは慎重に、しかし大胆に緩降下しながら、ターゲットに目で照準した。

「少し、奥に向かって……」

　爆弾は降下コースのままターゲットに向かっていくのではない。やがて放物線を描くように落下するだろう。狙ねらいはターゲットよりも十メートルほど奥がいい。

　地面がぐんぐん迫ってくる。

　エリィカは、ともすれば速過ぎるほどの降下速度に気を付け、降下角度が下がり過ぎないようにする。

「何をするつもり……まさか、あのバカ！」

　エリィカ機を上空から見ながら、フランカはハッと気づいた。

「エリィカ、気を付けないと」

　ウーメラも見守る。

「ここ！」

　グッ！

　投弾レバーを引く。

　爆弾が離れ、機体がフワッ、と上昇し……

　グワン！　バキッ！

　突然、大きな衝撃とともに、機体が前へ押し出された。まるで、何かで下から殴られたようだった。

「な、何!?　……え――――っ!!」

　エリィカは身を乗り出して機体の下を見ると、絶句した。

　前輪とその支柱がメチャメチャに壊れている。

「な、何で!?　？　あ……！」

　その視界の先で、破片といっしょに落ちていく黒い爆弾の影が見えた。

　そう。エリィカ機の前輪は、爆弾に直撃されて壊れたのだ。

　爆弾は機体のちょうど中央付近、前輪の一メートルほど後ろに搭載されている。

　水平爆撃ならいいが、角度を付けて切り離すと、爆弾は前方へ向かって飛ぶ。結果、前輪とぶつかり、粉砕してしまったのだ。

「どうしよ……これ……」

　言えるのは、不時着の回数がまた増えた、ということだろう。

「あいつ、また……」

　その様子を戦闘指揮所の櫓やぐらの上から眺めていたミラージュは、双眼鏡を目から外して、頭を振った。
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「言語道断ね！　つきあいきれなくてよ！」

　かろうじて脚あしの無い不時着をきめ、コクピットから這はい出てきたエリィカに、フランカは叩たたき付けるようにそれだけ言うと、肩を怒らせて歩み去った。

「おまえって、ホント、墜つい落らくだけはうまいな」

　そう言うのはモスカだ。さすがに少々呆あきれ顔である。

「まあまあ。墜落じゃなくて、不時着でしょう。怪け我がもなかったのだし、もういいじゃないですか」

　そう言ってふんわり笑うフルマーの笑顔が、こんなときは痛い。

「さあ、みんなで指揮所へ戻って、お茶でもいただきましょう。ね、エリィカ」

「……はい。あの、あたし、あとで行きます。ごめんなさい」

「そう。待っているわよ。じゃあ、あとでね」

「来いよな、エリィカ」

「うん、ありがと……」

　フルマーとモスカが歩み去るのを確かめて、エリィカはハァ～、と大きな溜ため息をついた。

「ダメだなあ、あたし……」

　戦闘指揮所へ戻って、ミラージュに合わせる顔が無い。それを思うと、みんなのいる指揮所へ行く気にどうしてもなれないのだ。

「大尉、怒ってるだろうな。それとも、呆れてものも言えない、とか……嫌われちゃったよね、きっと」

　昨日も、爆撃訓練で失敗したエリィカに、ミラージュは顔も合わせずに指揮所から出ていった。またあんなミラージュを見るのか、と思うと、エリィカは悲しさで胸がつぶれそうになる。

　ジワッ、と涙が滲にじんでくるのを、あわてて指で拭ぬぐおうとした。まだグローブも脱いでいなかった。

「マウアーたちにも謝らなくちゃ」

　立ち上がった。

　エリィカのアルバトロスは、牽けん引いん車で運ばれていったあとだ。修理するのはエリィカ付きの整備兵、リースとマウアーである。

　単に前輪が無くなっただけではなく、不時着の衝撃でモノコックやフレームが歪ゆがんでしまっていることもある。エンジンにダメージがあるかもしれない。ヘタをすれば、彼女たちはこれから徹夜になる。

「どうしてお姉さまみたいにうまく……ダメダメ！　お姉さまのことを考えるのはもう止やめたんだ」

　やさしくされると、余計に落ち込みたくなる。それは贅ぜい沢たくなことだろうか。

　こんなときはやはり、好きな人に叱しかってほしかった。

　好きな人に……。



「あの、ごめんなさい……」

　駐機場脇わきの整備工こう廠しように現れたエリィカは、厳しい表情で忙しく立ち働くリースとマウアーに、ペコッ、と頭を下げた。

　エリィカのアルバトロスは、前輪の高さの分だけかまされた臨時の台の上に載せられていた。機体後部は、吊つり上あげ位置にやはり台が取り付けられ、飛行姿勢の水平状態に固定されていた。この台を使って、ふだん、機関銃の集弾調整なども行われる。

　急に現れたエリィカに、二人は面食らったように振り返った。

　袖そでを捲まくり上げたシャツ。作業帽にもシャツにも、機械油が滲にじんでいた。頬ほほの後おくれ毛が汗で張り付いている。

「身体からだは、何ともないんですか？」

　リースが言う。

　確か、エリィカより五歳も年上の二十一歳だ。ポニーテールにした明るいブラウンの髪が揺れる。

「点検してますけど、機体のフレームには影響無いみたいですよ。エリィカ候補生の、不時着がうまかったから」

　そう言って笑うマウアーは、リースよりはエリィカに歳としが近い十八歳。きれいな金髪を短く刈っていた。

　二人とも、エリィカより年上なのに、階級は下だった。リースは上等飛行兵、マウアーは一等飛行兵。飛行兵といっても、パイロットではない。空軍の呼称なのだ。

　年上なのに、エリィカのために機体を整備し、修理し、あれこれと尽くしてくれる。仕事と言えば確かにそうだが、そのたびにエリィカは申し訳ない気持ちになった。

「あたしのせいで、飛行機を壊しちゃって……。ほんと、あたしってバカで、自分でも、どうしようもないな、って……。あの！　何か、あたし、お手伝いできること、ありませんか!?」

　エリィカの切せつ羽ぱ詰まったようすを、リースとマウアーは目を丸くして見ていた。が、顔を見合わせ、クスッ、と笑いあう。

「あの、何かおかしかった、ですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「アハ、いいえ。失礼しました」

　リースが言った。帽子をかぶり直す。

「……でも、本当に、何もしなくて大丈夫ですよ。時間があったら、ゆっくり食事でもして、休んだ方がいい。お茶でも飲んで、リラックスして」

「お昼寝するのもいいですよ」

「でも、みんな、働いてるのに」

「機体の整備は、私たちの仕事ですよ。パイロットの方に手伝わせたりしたら、整備兵の名折れですもん」

「そう。私たちのプライドが傷つきます」

「プライド……ごめんなさい！　あたし、気がつかなくて」

　また謝ろうとするエリィカを見て、マウアーがあわてる。

「ウソ、ウソですよ。プライドとか、そういうの」

「でも、あるでしょ」

　リースが言うと、マウアーは笑顔で頷うなずいた。

「本当は、ありますけどね。いっぱい。機体の整備じゃ、誰だれにも負けない。飛行機のことをいちばん知ってるのは、私たちだ、って」

「そうそう。だから、機体のコンディションが悪くて、うまくパイロットが飛べない、なんていうことは、いちばん恥ずかしいことなんですよ。だから、意地でも、がんばる」

「だけど……今日みたいに、あたしのせいで飛行機が壊れちゃったら、怒りたくなるでしょ」

「ぜーんぜん！　こんなの、壊れたうちに入らないですよ！」

「それにね、壊れた機体って、すごく勉強になるんです。あ、本当に。こんなふうに力がかかって、こんなふうに破損したのか、とか。構造や強度が一目でわかるし」

「そうなん、ですか」

　まだ半信半疑、というエリィカに、リースは顔を近づけると、笑った。

「実戦になったら、こんなものじゃないですよ。毎日毎日、出撃するたびに、ボロボロになって帰ってくる。胴体も、翼も、エンジンも、必ずどこかやられてる。無傷な機体なんてないんだから」

「そのたびに、徹夜ですよー」

　マウアーが笑った。

「でもね……機体は壊れても、また直せるからいいんです。どんなに壊れても、パイロットさえ無事に帰ってきてくれれば、ね……」

「あ……」

「私たちは、エリィカさん、あなたが、無事に帰ってきてくれるのが、いちばんうれしいんですよ」

「あ、ありがとう……あたし」

　勘違いをしていた。

　好きな人に、慰なぐさめられたいとか、叱しかられたいとか。そうじゃない。

　大切なのは、支えあう仲間だ。自分を想おもってくれる人たちがいるから、自分は飛んでいられる。自分も、多くの人たちを想うことができる。

　じわっ、と涙があふれそうになった、ときだった。

「何だよエリィカ。また墜つい落らくしたんだって!?」

　突然の声に全員が振り向く。

「ジャッド！」

　鬼の首を取ったような顔で整備工こう廠しようの端に立っているのはジャッドだ。その傍かたわらには、いつもの心配顔をした妹の姿。

「だっせーなあ。自分の爆弾で自分の機体の脚あしを壊すなんてさ。だいたいエリィカは……わ！　何すんだよ!!」

「あんた、いつから話を聞いていたのよ。こら、髪を切りなさいって、言ったでしょ。おいで！　今日こそ切ってあげる！」

　目の位置を通り越して、口にも入りそうなくらいに伸びたジャッドの前髪をエリィカがつかむ。

「止やめ……！　そういうことじゃないだろ、いま！」

「こら、暴れるな！　今日という今日は、ほんとにやるからね。メープル、あなたもついでに切ってあげる。いらっしゃい」

　エリィカの勢いに、メープルはちょっと怯ひるんだ顔になる。このままでは、肩まであるメープルの髪が、どんな髪型にされるかわからない。

「おい、修理の話はもういいのかよ！」

　ジャッドに言われてエリィカは、

「ごめんなさい！　機体の修理の方、すいません。よろしくお願いしまーす！」

　リースとマウアーに片手を上げて言う。目め尻じりに滲にじんでいた涙をわからないようにそっと拭ぬぐった。

「……だって」

「まあ、がんばりましょう」

　リースとマウアーは、そう言いあって仕事に戻る。二人とも、いつのまにか口元に笑みが宿っていた。



　その後、一週間に及ぶ特訓で、エリィカの爆撃技術は飛躍的に向上した。ターゲットの誤差、半径五メートル以内、という集弾を見せる。

「まあ、わたくしの指導のたまものね。あの出来の悪いのをここまでするのは本当、骨が折れたわ」

　フランカ小隊はようやく全員が肩を並べて、爆撃作戦に参加できるようになったのだ。

「エリィカ、やったね！」

「あたしは天才、あたしは天才パイロット、やればできる、やればできるんだ。ほら！」

「だったら、最初からやってみせろって。世話が焼けるよな、まったく」

　最後に、ここぞとイヤ味たっぷりのセリフ。またエリィカの眉まゆがキューッと逆立つ。

「こら！　ジャッド、待て！」
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「ふう～……いい気持ち」

　エリィカは大きく両手を伸ばして息を吐き出した。

　パチャッ、と水の音が響く。立ち込める湯気も心地よい。

「どうしたの、ジャッド。さっきから無言で、あんたらしくもない」

　エリィカはルーズな姿勢で湯船から脚あしを出すと、背中を向けているジャッドを小突いた。そんな行儀の悪い行いにも、ジャッドは無言のまま頑かたくなに振り向かない。顔まで湯に突っ込む勢いで固まっている。

「ね、メープル？」

　そう言ってエリィカは、傍かたわらのメープルの頬ほほを、ツンとつついた。

「それにしても、この大きなお風ふ呂ろっていいわねー。ブルニューヴの風習に感謝したいな、ここだけは」

　三人で入ってもたっぷり余るほどの湯船。

　そこに水を溜ため、罐かまでお湯を沸かす。何人もが一度に入れるお風呂。白くにごった湯は、この地方で取れる鉱物から作られた入浴剤らしい。肌がしっとり、スベスベになる、と、部隊の女性兵士の間で好評だった。

　湯船の外には洗い場があって、そこにも蛇口がある。

「あのね、このへんは、田舎だから、お風呂も大きいんだ。たいていみんなでいっしょに入るの」

　メープルが微笑ほほえみながら言う。クリームを溶かしたような白い肌が、温まってほのかなピンク色に染まっていた。

　爆撃訓練で忙しく、延び延びになっていたジャッドの散髪がようやく終わったあと。

　細かい髪のクズを払うため、急きゆう遽きよお風ふ呂ろに入ることになったのは、真夏の暑さのせいもあった。

　つかまえて髪を切り、またケンカ、で、ジャッドもエリィカも、いっぱい汗をかいてしまったからだ。

　けっきょく、メープルの髪はこんどウーメラが切る、ということになった。

　ジャッドの場合は悲惨だった。

　止やめろ！というのを無視して、エリィカがハサミを横に使った結果、ジャッドは前髪をばっさりと横一線に切りそろえられて、おかっぱ頭のようになってしまった。

　怒ったジャッドがエリィカとまた取っ組み合いのケンカになったあげく、メープルが何とかうまく追加でハサミを使って修正した。

「こんなお風呂が、どの家にもあるなんていいなあ～。ほら、狭～いバスタブにお湯をくんで入るのだったし、学校にもシャワーしかなかったから。ねえ、聞いてる？」

　再びエリィカが、脚あしでジャッドを小突く……と、力が強過ぎて後頭部を蹴け飛とばしてしまった。思い切り湯船の中に顔を突っ込むジャッド。

　バッシャーン!!

「あ、ごめーん！　ま、平気平気」

「ソリューシカにはね、みんなで入る蒸し風呂があるんだって」

「えー、入ってみたい！　気持ちよさそう～！」

　メープルとエリィカが笑い合う中、湯船からヌーッと浮かび上がったジャッドは、

「おい！　ひとのことお湯の中に突っ込んでおいて、平気、って何だ。だいたいおまえといっしょに何で風呂なんか入らなきゃならないん……！」

　そこまでまくし立てながら、ジャッドはエリィカと向かい合っていることに気づいて、急に黙った。カーッ、と顔が赤くなる。

「どうしたの？　さっきから変だぞジャッド。いつもの飛行機の話、もっと教えてよ」

　身を乗り出すエリィカに、ジャッドはしかしクルッ、と背を向けてしまう。

「そ、そんなのどうでもいいだろ。オレはもう上がるから！」

　湯船を出ようとするジャッドに、

「待ちなさい、こら！　まだ身体からだも洗ってないでしょ！」

　エリィカがその手をつかむ。

「離せよ、あーっ！」

　声を上げて力むジャッドに、エリィカは、ははぁ、と感づいた。

「あんた、意識してるんでしょ。あたしとお風呂に入るのに、さ。女のコのハダカ、見たことないのー？」

　勝ち誇ほこったように、言う。

「ば、バカ！　そんなもん、いつだって見てるって！　それに、おまえのハダカなんか見たって、目が腐くさるだけだからな！」

「無理しちゃってー。まあ、フルマー中尉でなくて、悪かったわね。フルマー中尉みたいに、やさしくて、おっぱいも大き……」

「わああああ、言うな、バカ！」

　あわてたジャッドが、手でお湯を思い切りエリィカに跳ねかけた。まともに顔にお湯を受けたエリィカは手で拭ぬぐって、

「ぷっ！　何よ、おっぱいって言われて恥ずかしいくせに！　ほんとは、ムッターおかあさんのおっぱいが恋しいんだろー！　ほら、遠慮しないでさわってみなさいよ。ほーら！」

　バシャッ！

　お返し、とばかりお湯をジャッドにかける。怯ひるんだところを、飛びついて背中から抱きすくめた。

「ひぁ！　や、止やめろ！　止めろって！　わ、わかった！　わかったから！　うわー！」

「わかったか！　わかったか、このー！」

　ジャッドの背中に密着すると、わき腹に手を入れてくすぐった。笑う、というより、叫ぶジャッド。

「わかりました、わかりましたあ！」

「わかったか、ははは！　ん？」

　グニョ……。

　妙な感覚。

　ジャッドのわき腹をくすぐっていたエリィカの手が滑って、変なところを握ってしまったのだ。

「何？　これ……まさ、か」

　言いながら、エリィカの顔が一気に赤くなる。逆に青くなるジャッドの顔。

「きゃ――っ!!」

「わーっ!!」

　とたん、飛び退のくエリィカとジャッドの二人。湯面が大きく波打って、湯船からお湯があふれた。

「ま、と、とにかく、このエリィカさまに逆らうとこうなるのだ！」

　とんだハプニングから来るバツの悪さを振り払うかのごとく、勝ち誇って湯船に仁に王おう立だちになるエリィカ。

　口く惜やしそうに見上げるジャッド。しかし、やはりあわてて目を逸そらす。

　メープルは……

「ムッター……」

　湯船の隅で、思い出したように俯うつむいていた。その目に涙が溜たまっていく。潤んだ瞳ひとみは、湯気や汗のせいではなかった。

「え？　あ……ごめ、ん……メープル、ごめんね、その……」

　うっかり「ムッターおかあさん」、とエリィカが言ったのが、思い出させてしまったのだ。

　ジャッドとメープルは両親と離れて、知り合いの家に引き取られている。母親が恋しくないはずはない。二人とも、まだ十歳と七歳なのだ。

　そして、彼らと親を引き離したのは、エリィカの属する帝国空軍だった。

「メープル！」

　言ったのは、ジャッドだ。意外なほど強い声だった。その声に気づいたように、メープルも顔を上げる。

「う、うん。大丈夫、エリィカ。ごめん、ね」

「でも……え？」

　言いながらエリィカは気づいた。

　立ち上がったジャッドの背中。

　見間違いではない。赤く腫はれたような擦すり傷きず。背中一面に何本もついている。

　エリィカの表情に、ジャッドもハッとして湯船に潜る。さっきから、頑がんとして湯に浸つかったまま、肩も出さなかったのはこういう事情があったのだ。白くにごった湯のせいもあって、気づかなかった。

「どうしたの、それ!?　見せて！」

　エリィカはジャッドの腕を取って立たせようとした。が、ジャッドは強引にその手を振り解ほどく。

「何でもない！　何でもないって！」

「でも、それは！」

　エリィカには覚えがあった。

　それは、鞭むちでついた傷なのだ。

　鞭でなければ、そんな傷はできない。

　躾しつけ、と称して親や教師が振るう短い鞭。前世紀の習慣だが、そんなものが残っている家もまだまだ多かった。

　しかし、実の親にでも、鞭で打たれることはひどい屈くつ辱じよくと痛みを伴う。決して、子どもの情緒的な部分にいい影響を与えるとは思えなかった。だからこそ、徐々に無くなってきた風習なのに。

「まさか、メープルも!?」

　エリィカはメープルを振り返る。まさか、こんな幼い女の子に鞭が……。

「違う、エリィカ。メープルは、大丈夫だ」

　その言葉に、ほんの少し胸を撫なでおろすエリィカ。しかしジャッドの傷は変わらない。

「誰だれにやられたの？　まさか……」

　ジャッドたちが預けられている家の、大人に……。

　エリィカの心に、抑え付けていた記憶が蘇よみがえってくる。

『……ごめんなさい！　ごめんなさい！　……あ、うっ……！』

　鞭むちが背中に弾はじけると、まるで小さな爆発が肌の表面で起きたかのように感じる。

　一瞬の衝撃と、焼いた鏝こてを押し付けられたような熱さ。痛みは、そのあとにやってくる。

　そしてその痛みは、何度も打たれれば大人だって耐えられるものではない。

　口を閉ざして、せめて沈黙を貫きたかったのに、そんな反抗心さえ、簡単に挫くじかれてしまう。気がつくと、涙を流して許しを請うている。

　そんな自分が惨めで、許せなくて、また涙があふれる。

　そして、鞭を振るう義父の顔……。

　最初はエリィカの、頑かたくなな態度や、言い付けに従おうとしないことを咎とがめるためだったのかもしれない。

　しかし回を重ねるに連れて、義父の表情に愉たのしみの色が垣かい間ま見みえるようになった。

　エリィカは恐怖し、嫌けん悪おした。

　心を閉ざし、上うわ辺べだけ従順に従おうとした。それでも瞳ひとみの奥の暗い憎悪の影は隠せなかった。それを見透かされ、なじられてまた鞭打たれた。

　そんな日々を、ジャッドたちも、送っているなら……！

「そんなんじゃない！　……これは、初等学校の体育で、暑いから、みんな裸でフットボールをやってて、それで、グラウンドで、転んだんだ」

「ウソだ」

「ウソじゃない！　いい、もう、出る」

　そう言うとジャッドは、止めるエリィカの手を払って湯船から出てしまった。

「メープル」

「う、うん」

　呼ばれたメープルも、兄に従う。上がる途中、ちょっとだけエリィカを振り返った。泣き出しそうな顔。本当は、エリィカに何かを告げたいに決まっている。

「待って！　送るから！」

　急いで上がろうとしたエリィカに、ジャッドは早くもシャツを身に付けながら、首を振った。

「いい。自分たちで帰れる」

　メープルの身体からだをバスタオルで拭ふいてやる。

　自分は濡ぬれた身体にシャツを着ても、妹には身支度を整えさせてやる。

　こう見えて、じつに兄らしいところがあるのだ。おそらくはエリィカの見えないところでも。メープルをかばって、一人で鞭を受けているのかもしれない。

「エリィカ、ごめんね、また、ね」

　メープルはエリィカを気遣って、笑顔を見せる。

「メープル……」

　そんな笑顔こそ、エリィカには辛つらかった。

　そしてジャッドやメープルをいますぐに抱き締めてやれない自分を、情けなく思った。
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「……このへん、だと思うけど」

　エリィカはサイドカー付きのオートバイから降りて、小川沿いの小道を歩いていた。

　もう新緑はすっかり夏の青さに変わっている。

　いまを盛りと伸びた青草や、枝の限りに葉を茂らせた木々が、風の音に合わせて身を震わせていた。

　そしてすべてを鮮やかに照らし出す真夏の太陽。

　強い日差しのせいで輪郭をくっきりと浮き上がらせた世界には、戦争の影などどこにも無いかのようだった。

　このまま戦争が終わってくれたら……。

　でもそうしたら、エリィカたち軍人は、必要無くなるのだろうか。

　軍人さえいなければ、世界は平和なのだろうか。

「ここだ……」

　湧わき上がってくる思考は、突然断ち切られた。

　林の奥、日陰になった低い土地に、小さな家が建っている。

　決して広くはない土地に、古びた家畜小屋もあった。

　ジャッドとメープルが預けられている家だ。

　伸び放題の木が日光を始終さえぎっているせいか、敷しき石いしには苔こけが生えている。エリィカのブーツが踏みしめると、藍あいの匂においが強くなった気がした。

　建て付けの悪そうなドアの前で、深呼吸。

「大丈夫、大丈夫……よし！」

　ノック、と思ったら、内側からドアが開いた。ノックしようとした手が空振りして、のめりそうになった。

「あ、わ！　え、と……」

　あわてるエリィカ。しかしドアの向こうの顔は、それよりもずっと驚いた表情になっていた。

　初老の男。

　薄くなった灰色の髪は白髪なのか、もとからその色なのか。

　落ち窪くぼんだ目が精一杯大きく見開かれていた。煮染めたような色のシャツとカーディガンは、もう何年もそのまま着古されて、いまにも男といっしょに朽ちてしまいそうに見えた。

「……な、何ですか。わたしは、ヨランと申しまして、ここで鶏を飼って、生活している者で、ごらんのとおりの生なり業わいですから、何も持っていませんので……いや、本当です。それとも何か……」

　驚きが一転して怯ひるんだような顔になり、いまや卑ひ屈くつな笑顔さえ浮かべようとしている。

　このヨランと名乗る男がジャッドとメープルの預けられている家の主人なのか。家を間違えたのでは、とエリィカは一瞬思った。

「いえ、違うんです。あたしは……」

　そこまで言ってエリィカは、男の視線が、しきりに自分の軍服に注がれているのがわかった。左腰のホルスターにも。

「あ、これは、その、意味は無いんです、全然！　あたしは……空軍の、エリィカ、士官候補生で……」

「はい。士官様がいったい何の御用で。卵なら安くしておきますが」

　士官候補生と言ったのに、わざと士官と言い直している。痩やせた筋張った手が、揉もみ手せんばかりだった。

「いえ、卵じゃなくて、鶏とり肉でもなくて……ジャッドと、メープルが、いる家は、ここです、よね」

　エリィカがジャッドたちの名前を出したとたん、男の顔が変わった。

　いままでの、エリィカを恐れるような、あるいは何とか取り入ろうとするような卑屈な態度は一瞬で消えうせ、傲ごう慢まんな色が表に出てくる。

「……何だ。ジャッドがどうかしたのかい」

　声まで変わっていた。

「あの、奥様は、いらっしゃる……」

「いるが、いまは餌えさの買い付けに出ている。何の用だ。俺おれも忙しいんだ。用件なら早く言ってくれ」

　占領軍のエリィカが、自分に何かをしにきたのではない、とわかったとたんの、この態度だ。いまや、話す内容によっては、追い返されんばかりだった。

「はい、えと、ジャッドと、メープルなんですけど、ここで、どんなふうに、暮らしてるのかな、って。つまり……」

「何が言いたいんだ、あんた」

「あ、いえ……」

　エリィカは覚悟した。真正面からきっちり話さないとらちは明かない。

　小さく息を吸い込む。

　男の目を見た。

「ジャッドの、背中に、いくつも傷があるんです。あれは、鞭むちで叩たたかれた傷だと思います。ご存知ないですか」

　一転、はっきりと突いてくるエリィカの言葉に、男は言葉を飲み込んだ。しかしすぐに、

「何だ。俺がやってるとでも言うのか」

「違うんですか」

「何だと！　おまえ、何者だ。そんなことで、何をしようって言うんだ！」

　今度は喚わめき出す。

　エリィカは暗い気持ちになった。ジャッドたちはこんな男の家に預けられているのか。そしてこの男に、何を言えばわかってもらえるのだろう。

「あたしは、ジャッドとメープルの、友だち、です。ですから、止やめてほしいんです。鞭むちを使ったりするのは。あれは、子どもの心を……駄目に、します」

「何だ？　おまえも鞭で打たれたくちか」

　男の口調が一瞬変わる。エリィカは、ゾクッ、と身を震わせた。

　しかし、男は目を逸そらせると、吐き捨てるように言う。

「おまえに何がわかる。そんなものは俺おれの勝手だ。子どもなんてものはそうやって育つんだ。関係ない！」

「でも！」

「うるさい、黙れ！　だいたい何だ。ジャッドの友だちだと？　それでわかった。あいつがこの頃ごろ、急に飛行機に乗りたいだの、言い始めたのがな。あげくの果てに、きさまらの、ローエン＝ラインの空軍に入りたいだとよ！　どういうことだ。おまえが焚たき付けたんだろう！」

「え、それ、は……！」

　エリィカは戸惑った。

　まさか、帝国の空軍に入りたい、と言って鞭で打たれたのだとしたら……！

「いいか。あいつはな、最近こそこそ卵を盗んでいくようになった。どこかで売ってるらしい。おまえたちの部隊の厨ちゆう房ぼうにでも売ってるんじゃないのか。このへんじゃ、ローエン＝ラインの硬貨や紙幣も珍しくはないが、妙に金を持ってるんで変だと思ったんだ。子どもが金なんか持ちやがって、だから取り上げてやろうと思ったら噛かみ付きやがった」

　ヨランが腕を捲まくって見せた。どす黒い、痣あざのようなものができていた。

「だからって……」

「叱しからなきゃならんだろうが！　おまけに鶏舎から卵を盗んでいたとあっちゃな！　その上、その金は飛行機の学校に入るためだとぬかしやがる。突拍子もないことだが、パイロットになって、敵を殺したい、って言うなら、まだわかる。おまえらローエン＝ラインの奴やつらをな！　だがどうだ！　あいつはおまえら帝国の空軍に入りたいだと!!　バカもほどがある！　いや、頭がおかしいんだ！　ブルニューヴの人間が、ローエン＝ラインの軍隊に入って、またブルニューヴの人間を殺すのか!?　何がしたい？　あんな奴をほうっておくわけにはいかん！」

「ジャッドは、違うんです！　ただ、飛行機が好きで……」

　だがそれだけでは、帝国の空軍に入りたいという理由にはならない。エリィカやモスカや、フルマーが好きだから、というだけでも。

「俺おれはな、これでも昔は軍隊で戦ったことがあるんだ」

　男がボソッ、と言った。

「まえの、戦争だ。ブルニューヴと、その頃ころはまだ、ローエングリュンだったがな。おまえたちの国が勝った戦争さ」

　エリィカも知っている。二十年前の戦争。

　ローエン＝ラインの前身、ローエングリュン帝国とブルニューヴの間に行われた戦争だ。戦争は三ヶ月で終わり、条約の結果、ローエングリュンは国境のブルニューヴの土地を得た。また同じ民族であるライン公国との合邦国家への承認を取り付けたのだ。

「今度の大きな戦争で、みんなもう昔の戦争のことは忘れちまった。だが、戦場のひどさ、恐ろしさは、いまの戦争と較くらべて変わるところなんてないんだ。ローエングリュンの奴やつらは、手を上げて降伏した俺たちの仲間を笑いながら銃で撃ちやがった！　捕ほ虜りよ収容所がどんなもんか、知ってるか!?　それはな、人間が豚よりも高等な動物だって、信じることを疑いたくなるような日々なんだ。豚なんてのは良過ぎるか。虫けらだってマシかもしれんさ！」

「ぅ……」

　エリィカは圧倒される思いだった。

　そこにこめられた、憎しみの深さに。言葉から迸ほとばしる感情の強さに。

「おまえたちは、何だ！　女ばかりが小奇麗な軍服を着て、空の上から気まぐれに下の兵隊を撃っていれば、さぞ気持ちもいいだろうな」

「あ、あたしたちは、そんな……！」

「とにかく、空軍なんて金持ちの道楽みたいなもんだ。そんなもんに、あいつが、ジャッドがなれるわけがねえ。その上、ローエン＝ラインの軍隊なんざに入って、俺たちブルニューヴの人間に銃を向けるような真ま似ねをしてみろ！　俺は許さねえ。俺だけじゃなくて、この村の連中も、いや、この国の誰だれもが、あいつを許すことは無くなるんだ！」

「それ、は……」

　エリィカは言葉を失った。

　難しいとは知りながら、どこか心の中で、ジャッドがパイロットになれれば、という思いがあった。

　パイロットは無理でも、整備兵になって飛行機をいじって暮らせれば……メープルは食堂や事務の仕事をしたりして、一一一中隊で、みんなでいっしょに、ずっと暮らせれば、と……。

　しかしそれは、ジャッドがパイロットになりたい、ということ以上に、無責任な夢想ではなかったか。

　パイロットであればもちろん、整備兵でも、帝国の軍隊に入ればジャッドは祖国に弓引くことになる。故郷の人たちも、国も、すべて失う、捨てることになるのだ。

　それが、戦争だから！

　国と国とは敵か味方、それ以外ありえないから。

　友情や信頼や、人と人の結びつきなんて、戦争のまえにはあまりにもちっぽけだ。

　すぐに踏みにじられて、そこに残るのは憎しみだけ……。

「……あたしは、そんな……」

　唇を震わせるエリィカを、ヨランは黙って見ていた。ドアに手をかける。

「もう話すことは無い。帰ってくれ」

「あ、待って、ください！　まだ！」

　しかしエリィカを拒むように、ドアは目の前で閉まっていく。

　が、閉じる前に、一度止まった。わずかな隙すき間まから、ヨランがエリィカを一いち瞥べつしながら言った。

「ひとつだけ……教えてやる。あいつらの親がな、近々、あいつらを引き取りに来るそうだ。連絡があった」

「連絡……本当ですか!?」

「これでいいか。もう……」

　来るな、と言いたかったのだろうか。ヨランの暗い目とともに、ドアは閉じあわされた。

　しかしエリィカは、最後の一言で、救われた思いだった。

「ジャッドとメープルのご両親が、あの子たちを引き取りに来る。またお父さんと、お母さんと暮らせるんだ。よかった!!」

　ようやく胸の中に、ほんの少し温かみが射さしてきたような気がする。

　悪いことばかりじゃない。ひどいことばかりじゃないはずだ。

　ジャッドが鞭むちで打たれることも、もう無くなる……。

　そう思って林の中の家をあとにしようとした。
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「エリィカ！」

　不意に呼び止められた。

　見ると、小川にかかる橋のところに、ジャッドが立っていた。

　メープルはいない。初等学校の帰りなのか、鞄かばんを下げている。汚れた布の鞄はあちこち擦すり切れていた。

「ジャッ、ド!?」

　エリィカは驚いた。最初は、ここでジャッドに会ったことに。が、その姿を見て声を上げた。

　シャツの袖そでが破れて、血の滲にじんだ肌が見えていた。顔にも痣あざがある。たったいま、拳こぶしで殴りあったような傷だ。

「どうしたの!?　その傷」

　が、ジャッドは駆け寄るエリィカの手を払いのける。

「そうじゃなくて！　何でエリィカがここにいるんだよ！」

「え？　それ、は……ええと」

　ごまかすことはできない。こんなところに来る用事などあるはずがない。

「……うちへ、行ったのか……行ったんだな」

「ごめん、でも……！」

「何でそんなことするんだよ！　あいつに、まさか会ったのか？　何かしゃべったのか」

　あいつ、とはヨランのことだろう。

　見え透いた嘘うそは付けない。エリィカが言いよどんでいると、ジャッドは一瞬、泣き出しそうな顔になった。

「ジャッド……」

　もっと怒ると思っていたのに。自分が非難されると思ったエリィカは、驚くとともに戸惑った。

「くそ！　何で、来るんだよ、何で見るんだよ！　あんな、あんなもの！」

　それはきっと、ヨランやあの家や、あの家で暮らすしかない自分たちの、そんなものをすべて含んだものだったのだ。

「あんなもの、って……それより、ジャッド、ケンカでもしたの？　唇も切れてるじゃない。見せて」

「止やめろよ！　そんなの、どうでもいいんだよ！」

　見られたくなかった。あの家も、こんな姿も、それがジャッドを苛いら立だたせていた。

　顔の傷に触れようとした手を跳ね除のけるジャッドにエリィカは一瞬たじろいだ。が、意を決してその手をとった。

「どうでもよくない！　ちゃんと話して！　急にあなたたちの家に行ったのは、悪かったわ。謝る。でも、あたしもジャッドに聞きたいの！　どうして……」

　やはり、声のトーンは小さくなる。

「……あたしたちの、帝国の軍に入りたい、って思うの？　それがどういうことか、わかっているの？」

　故郷も国も、過去もすべて捨てて、敵に回して、すさまじい孤独の中で生きることになるのに！

　ジャッドの剣幕は、エリィカの真しん摯しな眼まな差ざしに押されて、凍りついたようだった。再び握られた腕を、もう払いのけようとはしなかった。

　小さく、口を開く。

「……帝国は……強いからさ」

「強いって、そんなことで……」

「強いのが、どうしていけない？　戦争は強くなきゃ勝てないんだ。弱い国は負けて、強い国だけが生き残るんだろう？　だったら、強い国の軍隊に入りたいと思って、どこが悪いんだよ。弱い国の軍隊なんか、まっぴらだ！」

「ジャッド、あんた、そんなことで！」

　ただ勝ちたいだけで、勝っていい思いをしたいだけで、帝国軍に入ろうとしているのか。自分の国を裏切って？

　エリィカはカッとなった。ジャッドの腕をつかむ手に力が入った。

　しかしエリィカが口を開く前に、ジャッドがつぶやいた。

「……ブルニューヴの軍隊は、この村を見捨てて、逃げて行ったんだ」

「え」

「帝国軍が来ると、戦いもしないで、さっさと逃げた。村を守ろうともしないで。父さんが言ってた。村の人がみんな、必死に頼んだのに。それまでさんざん、敵が来ても俺おれたちがいるから大丈夫だ、守ってやるって言って、威い張ばってたのに。村の人たちは精一杯歓迎して、ねぎらったり、いろんな差し入れをしたりして、よくしてきたんだ。それなのに！」

「ジャッド、でもそれは」

「エリィカたちのことだって、最初は嫌いだった。突然帝国の軍隊が来て、一時間以内に出て行けって。父さんは、抗議してもだめで、最後は謝って、手をついてお願いしたけど、それでも変わらなかった。代わりの宿なんか無くて、その日は何とか頼んで、牛小屋に泊まった」

「そんなことが……」

　モスカやウーメラに聞いてはいたが、こうしてジャッドの口から聞かされると、何倍も堪こたえる。

　何の問題も、落ち度もない、幸せな家庭が、軍隊によって壊される。一方的に、軍隊の都合だけで。

　その証拠のような出来事なのだから。

「オレ、帝国の兵隊に、何か仕返ししてやろうと思って、家に何度も行ってみた。そしたら、飛行機が来て、家が、飛行場になった。飛行機をあんなに近くで見たの、初めてで。すごくきれいで、かっこよかった。だから何度も飛行機を見に行って、モスカに会って」

　そこから先は、エリィカも知っている。

　最初のうちモスカとしか話さなかったジャッドとメープルは、いまでは部隊の誰だれにでもかわいがられている。

「それはわかるけど、ジャッド」

　エリィカは改めてジャッドの破れたシャツや頬ほほの傷を見た。

　帝国軍に入りたい、というジャッドは、それが理由で学校でいじめられているのか。はっきりそう言っていなくとも、普通の子どもたちの中でジャッドは異質な存在なのだろう。

「帝国も共和国も、関係ない。軍隊は強くなくちゃダメなんだ。強い軍隊に入って、強い軍人になれば、きっと、誰にも……！」

　誰にも文句は言わせない。あるいは、誰をも、見返してやれる！　そう言いたかったのだろうか。

「ジャッド……」

　エリィカは思った。

　ジャッドはあたしだ。

　あの頃ころの……パイロットになろうと必死だった頃の。

　パイロットになりさえすれば、すべてがかなうと思っていた。

　同時に、それまでの、あらゆる人たちを見返してやれる。

　嫌な義父母、その嫌な子ども、都会から来たと言ってはいじめる同級生。反抗的なエリィカを嫌う教師。父を、姉を悪く言う縁えん戚せきの者たち……。

　パイロットになれば！　飛行機に乗って空を飛んで、そんなものすべてを忘れられる。吹っ切れる。そして姉のように、エースパイロットなれば！

「あ、エリィカだ」

　甘いお菓子のような声がして、エリィカが振り返った。ジャッドも。

　小川の小さな橋を渡って、メープルがエリィカの胸に飛び込んでくる。

「メープル」

　いつもはこんなふうに走ったりすることはない。兄の陰から見上げているような少女なのだ。

　エリィカとジャッドの間の緊張した空気を見て、とっさに行動したのではないか。

　生まれた家を出て、ヨランの家に預けられての約半年間。何も知らなかった八歳の少女は、幼いながらもいろいろなことを感じ取っているのだろう。

「メープル、おい」

　メープルの行動が功を奏したのか、ジャッドはそれ以上の感情を見せることはなかった。エリィカも、もっとジャッドに言い聞かせないと、と思いながら、こんなふうに中断したことにホッと胸を撫なでおろしてもいる。

「メープル、あなたは……」

　そうだ。もうすぐこの子たちの両親が、迎えに来る。こんどこそ、両親と、家族で暮らせるのだ。

　それがいい。この子には、それがいちばんいい。

　エリィカは、メープルの柔らかい小さな身体からだを両手で抱きながら、その髪に顔を寄せた。

　ふんわりと、やさしい香りが立ち昇ってくるような気がした。少女の香りだ。

　エリィカが失いつつある、そんな香りかもしれなかった。



    

  
    
      

３章　作戦名は“〝鷲の攻撃アドラー　アングリフ”〟



１



「命令により明日の朝、航空団本部へ全機移動する。各自用意をしておけ」

　朝の戦闘指揮所。

　一一一飛行中隊のパイロット七名が、顔をそろえている。

　その日、定例のパイロットミーティングで、ミラージュが全員を前に言い渡した。

「いよいよ、作戦が始まるのね！」

　フランカが言う。その声は誇ほこらしげだった。

「聞いたか、エリィカ。作戦だってよ」

　モスカがエリィカを小突いた。

「え、ああ、うん。そうだね」

「何だよ。うれしくないのか。おまえ、いつも、早く出撃したい、訓練ばっかじゃ身体からだが腐くさる、とか言ってたじゃないか」

「そんなこと、言ってないよ。身体が腐るなんて。それ、モスカだよ」

「そうだっけか？」

　モスカにからかわれてもエリィカの反応はいまひとつ鈍かった。

　ここ数日、ジャッドもメープルも基地に来ていない。

　やっぱり、あたしがあの家に行ったから、かな……。

　そんなふうに考えて、気に病んでしまう。あれから、ジャッドはヨランに何か言われたろうか。あの日、家に帰ってから。まさか、また鞭むちで……。

「何をボーッとしているの。そんなことで、私の小隊の指揮を乱すつもり？」

「ボーッとなんて！」

　エリィカは思わず立ち上がった。

　ガッシャーン！

　派手な音が響いた。エリィカの服がアイスティーをまともに浴びてビショビショになっている。どうやら、急に立ち上がったときに引っ掛けたらしい。

「あーっ！」

「あらあらエリィカ。イリューシ、そこのタオルを取ってちょうだい。ウーメラは割れたカップを……」

「あ、いいんです。フルマー中尉。ごめんなさい。せっかく……」

　暑いからと、フルマーが淹いれてくれたアイスティー。

　こんなふうに紅茶を冷やして飲むなど、エリィカはここに来るまで知らなかった。アイスティー用にと、フルマーが自分で茶葉まで選んで煎れたもので、とても香りがいい。

　あわてるエリィカを後しり目めに、フランカが言い放った。

「言わないことじゃない。それが証拠だというのよ。いい？　小隊長はわたくし。足手まといになるようなら、いつでも小隊から外すから、そのつもりでいるのね！」

「そんなこと！　あたしは……！」

　言いかけて、ついミラージュに視線をやってしまう。

　ミラージュはしかし、テーブルの向こうで、エリィカを見てもいなかった。紅茶をひっくり返した騒ぎに、目もくれない。

「上官に文句があるなら、文書にして提出なさい！　意い見けん具ぐ申しんとして、処理してやらないこともなくてよ！」

　それだけ言うと、フランカは金色の髪を翻して戦闘指揮所から出て行った。ドアを開ける前に振り返り、小さく足を鳴らして敬礼した。

「たぁ、もう、最低……」

　紅茶の染みた上着を脱いだ頃ころには、もうミラージュも戦闘指揮所にはいなかった。

　何か声をかけてくれたって！

　いいじゃない、とむくれたくもなる。爆撃の訓練だって、ちゃんとターゲットに当たるようなったというのに。

　大尉……あたしのこと……。

「エリィカ、ほら、またボーッとしてるよ。上着、着替えなきゃ。ね、行こ」

「う、ん」

　ウーメラにいざなわれて、ようやく席を立った。



「ほら、シャツも脱いで。紅茶の染みがついてるよ。ズボンも」

　部屋に帰ると、ウーメラがクローゼットから着替えまで出してくれた。

　いつもお互いの部屋でしゃべったりくつろいだりしているから、どこに何がある、ということまですっかりわかっている。

「うん」

　言われるままに脱いでいくと、エリィカは下着姿で部屋の中に立っていることになってしまった。

　ウーメラは汚れたシャツやズボンを簡単にたたみながら、エリィカを見ている。

　いっしょにお風ふ呂ろに入ることも珍しくないのだから、いまさらウーメラに裸を見られてもなんともないはずなのに、なぜかこの間まが気になった。頬ほほが赤らむのはなぜだろう。

「あの、ウーメラ。着替え、ちょうだい」

「あ、ごめーん。はい」

　手渡される衣類。シャツや上着は、後ろに回って袖そでを通すのを手伝ってくれる。その上ネクタイまで結ぼうとしてくれるから、

「いいよ、自分でやる」

「だーめ。エリィカ、いつもネクタイ、そのまま外してるでしょ。輪っかになってハンガーにかけてあるもん」

「わ、バレてた？」

　きれいに結ぶのが苦手なため、ネクタイはいつも解ほどかずに緩ゆるめて首から抜き取り、そのままかけておくのだ。翌朝は、頭から輪を通して締めれば出来上がり。時間もかからなくていい、とエリィカは密ひそかに自分の工夫を自慢げに思っていたのだが。

「ダメだよお。毎日ちゃんと締めないと」

「う、ん」

　ネクタイを締めてくれるウーメラの顔は、エリィカの顔とくっつきそうなほどに近い。背の低いウーメラの秀でたオデコに、エリィカの唇が触れてしまいそうだった。

「あの、ウーメラ……」

「はい。できたよ」

　ニッコリ笑うウーメラ。エリィカもつられて笑った。なぜか笑顔が硬くなったのは気のせいだろうか。

「ありがとう」

「どういたしましてえ」

　ウーメラはそう言うと、ベッドの端にちょこんと座った。

「ウーメラはね、いつも、朝、新しいシャツを着て、ネクタイをキュッ、って締めるときが好きなんだあ。何だか、気持ちが引き締まるでしょ。でも整備兵になったら、ネクタイはもう締めなくなっちゃうのかなあ。それがちょっと、寂さみしいんだ」

　基本的に軍服は同じデザインだが、リースやマウアーたち整備兵は、仕事のとき首元が詰まるネクタイはしていない。

「ホントに整備兵になっちゃうの？　ウーメラ」

　エリィカも隣に腰を下ろす。

「うん。実際に飛行機をいじり始めたら、おもしろくって。それに整備兵のみんなと、飛行機のことを話すのも楽しいよお。このあいだのエンジンのチューンアップは失敗しちゃったけど、もっともっと、いろいろやってみたいこともあるし」

「まだ、あるの？」

　飛行機は好きだが機械には詳しくないエリィカから見れば、最新の戦闘機というだけでもういじる余地がないもののように思えてしまう。しかし、技術者の目を持つウーメラは違うらしい。

「まだまだ、飛行機はこれからも進化すると思うんだあ。技術も、すごい勢いで進んでる。きっとすぐに、もっと速くて、もっとずっと遠くまで飛べたり、もっといっぱい人や物を運べる飛行機ができると思うよ」

「スピードは、もっと速くなったらいいと思うなあ、あたしも」

「なるよ。すぐに。そのためには、空力をもっと洗練させないとね。邪魔な前輪を引っ込めて……」

「引っ込めるの？　どうやって？　どこに？」

　エリィカたちのアルバトロスも、敵のスパッドやニューポールも、戦闘機とはいえ、脚あしは出しっぱなしだ。

「翼の中に、折りたたんで入るようにしちゃえばいいんだよ。翼だって、いまの二枚や三枚じゃなくて、一枚だけになるし」

「翼も一枚に？　危ないんじゃない？」

　エリィカにしてみれば、翼の数が減るのは、それだけ頼りなく、危なっかしく思えてしまう。

「大丈夫。その方がすっきりして、空気の流れがよくなるんだあ。だって飛行機は、空気の流れを利用して飛ぶものでしょ？　翼の間の支柱や張線も、空気の流れを乱しちゃうし、翼が減った分は、エンジンの馬力が強くなってカバーしてくれるの。エンジンが強くなれば、もっとすごーく高くまでも、飛べるんだよ」

　戦闘機のエンジンで、百五十から二百馬力。中には二百五十馬力というものもあった。帝国よりも共和国の方がエンジンの開発は進んでおり、馬力も平均して高い。

　それでもまだ、上昇限度は高度五千メートルが限界というところで、それ以上高い、七千から八千、そして一万メートル以上という成層圏には手が届かなかった。

「……それって、どんなところだろう……」

　エリィカは遥はるかな高空を想おもった。

　五千メートル級の山々をも眼下に見下ろすような高み。

　空の蒼あおは、もう宇宙の漆黒を重ねたように、深く、突き抜けるような色をしているのだろう。

　雲ひとつ無い、いつも晴天の世界。雲よりもずっと高いのだから。

　さえぎる物の何も無い、そんな空を、どこまでも飛んでいけたら……。

「えへ、エリィカって、やっぱり空が好きなんだね」

「あ、ごめん。またボーッとしてた？」

「ううん。そういうエリィカ、ウーメラ、大好きだよ」

「え？　そ、そう……」

　気がつくと、ベッドについたエリィカの手に、ウーメラの手が重ねられている。

　こ、これって、どうしたらいいのかな……！

「ウーメラは、エリィカの飛行機の整備がしたいな、って思うんだ」

「そんな。もったいないよ。あたしの飛行機の整備兵なんて」

「あのね、整備兵にもいろいろいて、イリューシ准尉の整備のマールシュは、イリューシ准尉にぞっこんなの。フランカ少尉が連れてきた、メララっていう子も、フランカ少尉の従卒みたいに、いつも付いていて、命令されれば何だってするって」

「命令されれば、何でも……」

　その関係にも、エリィカは退ひくものがある。

　しかし、いま、手の甲に感じている。ウーメラの掌てのひらも……。

「ね、エリィカ？」

　ウーメラが見つめてくる。その距離は、もう五センチもない。

「は!?　あ、あの、ダメ！　あたしは、大尉が……あ、いや、それって、あたしが勝手に想おもってるだけで！　大尉は、何とも……ほんと、何っっっとも！思ってないんだけど！」

　何とも、と言うところを必要以上に強調してしまった。自分で気づいて自己嫌けん悪お。

　しかしウーメラはきょとんとして、

「え、そうなんだ。エリィカ、ミラージュ大尉のこと……あれ、でもミラージュ大尉は、フルマー中尉と……」

「あー!!　違う違う！　それは、もののたとえというか、ひとつの言い方っていうか、論より証拠っていうか！」

　言っているうちにどんどん意味がわからなくなる。焦ってしゃべりながら、エリィカはさっきウーメラの言った言葉に気づいた。

「え？　フルマー、中尉が……？」

「あ、ごめーん。関係ないの。ウーメラ、またよけいなこと、言っちゃった」

「でも、大尉と、フルマー中尉が……って」

「ううん。忘れて。ねえ、それよりね。ウーメラ、もっと勉強して、整備兵より、技術者になって、飛行機の開発ができるようになったらね、そのときは、エリィカにテストパイロットになってほしい」

「テスト、パイロット？」

「そう。ウーメラの作る、新しい飛行機の性能を、実際に乗って試してほしいの。エリィカならできると思う。というより、エリィカにぴったりの仕事だと思うんだ」

「……そう。そうだね！　テストパイロット……」

　エリィカは一気に気持ちが引き寄せられるのを感じた。

　テストパイロット！

　できたばかりの、まだ空を飛んでもいない、真新しい試作機に誰だれよりも早く乗る仕事。

　そんな未知の機体を飛ばせること自体、とんでもなくワクワクする。

　まして、その飛行機で、限界まで高く飛んだり、急降下、急上昇を試したり、どこまでも遠くへ飛ぶなど……。



    

  
    
      



    

  
    
      　やりたい、やりたい、やりたい!!

「あたし、やる！　テストパイロット。ウーメラの、絶対、やる！」

　エリィカはウーメラの手を胸元に引き寄せ、逆に強く握り返していた。ウーメラはクスッ、と笑って、

「うん。ありがとお。約束だよ。まだまだすぐにはできないけど、ウーメラ、がんばって、いっしょうけんめい勉強して、必ず、飛行機を作るから。そうしたら、ウーメラの飛行機に、エリィカに最初に乗ってほしい」

「乗る。乗るね！　約束したもん」

　テストパイロットは危険な仕事だ。

　どこに欠陥があるかわからない試作機に最初に乗る。その上、性能を限界まで試さなくてはならない。

　そうして欠陥があればそれを洗い出し、開発者にフィードバックして、改良が行われる。設計変更にいたることもある。そうやって、開発者、技師とともに飛行機を作っていく、育てていく仕事なのだ。

　あたしはバカだから、飛行機に乗ることしかできないって思ってた。でも飛行機に乗れるんだから、飛行機を作る仕事の役に立てるんだ！　これからの、新しい飛行機の！

　エリィカのまえに、まったく新しい道が拓ひらけたような気がした。

「ありがと！　ウーメラ！」

「う、うん。じゃあ、ウーメラ、そろそろ行くね」

　ウーメラがドアのところで笑って手を振る。エリィカも頷うなずいて、手を振り返した。

「テストパイロットかあ。あたしの仕事、かもしれない……」

　気持ちがグッ、と突き上げられる。いつのまにか、心臓が高鳴っていた。

「あ、でも……大尉が、フルマー中尉……」

　思い出して、ギューン、と急降下するテンション。

「はぁ～～～～」

　長い溜ため息が廊下にまで漏れた。



２



「……リィカ、エリィカ、起きろ」

「ん……ああ、ん……え、へ？」

　揺り動かされて目が覚めた。

　どうやらまた服を着たままベッドの上で眠ってしまったらしい。

「大尉？」

「違うって。何寝ぼけてるんだ。オレだよ。オレ！」

　モスカだった。エリィカを覗のぞき込んでいる顔がミラージュとだぶって、つい笑顔を作ってしまった。

「何だ。モスカか」

「何だ、じゃねえだろ。よだれ、出てるぞ」

「あ、ちぇ」

　ベッドから半身を起こした。

　まだ夕方の四時。いつものように、昼食のあとの午睡、と思ったら、二時間以上も寝てしまっていた。

　せっかくウーメラが結んでくれたネクタイもヨレて上着からはみ出している。

「ほら、ちゃんとしろよ。来い」

「来いって。どこに行くのよ、モスカ」

「駐機場のとこ。ジャッドとメープルが来てる」

「え、そうなの!?」

　エリィカは飛び起きた。

　また来てくれた！というよろこびがある。

　もう彼らが来ないのでは、と心配になっていた矢先だ。

「ジャッドの奴やつ、何だよ、心配させてさー。ご飯でも食べに来たのかな。でもちょっと早いけど。飛行機、見に来たのか。ねえ、モスカ。二人乗りの連絡機って、いつ基地に来るんだっけ？　あれならジャッドやメープルを乗せて……」

「あいつらの、両親もいっしょだ」

「え……」



　最初、目に入ったのは、いつもの、ジャッドとメープルの二人だった。

　駐機場の、戦闘機の陰。

　二人が側そばにいると、戦闘機がいつもより大きく見える。そんなところもいつものまま。

　違うのは、彼らの服装。

　ちゃんとシャツを着て。ボタンを襟まで留めて、ボウタイをしている。チェックの半ズボンにハイソックス、きちんと磨かれた革靴、というジャッド。メープルも、きれいなワンピースに白いソックスと茶色の革靴。ワンピースは肩のところが膨らんでいて、袖そでや裾すそには白いフリルがあしらわれていた。

「あ」

　エリィカは二人のそんな格好を見て、今日、彼らがここに来た訳を知った。

　別れ。

　彼らは、エリィカたちに、別れを言いに来たのだ。

「ジャッド……」

「エリィカ……よお」

　妙におとなしいジャッドの挨あい拶さつ。ふだんならここでパンチのひとつも飛んでくるところなのに。メープルがそっと寄り添うと、エリィカの手を握った。

「あなたたち、どうしたの、今日は」

　エリィカの言葉も、自然と改まった口調になってしまう。

　ジャッドは、チラッ、と視線を外した。その先に、二人の人影があるのをエリィカは見付けた。駐機場の向こう。いまは基地作業員の宿舎になっている牛舎の側だ。

　あれはきっと、ジャッドとメープルの両親なのだろう。エリィカが見ると、モスカが頷うなずいた。

「あの……さ」

　ジャッドが口を開いた。しかしその言葉はすぐに途切れる。

　もうわかっているのだ。

　二人とも、それにメープルも、わかっている。

　これが、最後の言葉になることを。

「おれ……」

「どこに行ったって、いつでも、すぐに、会えるよ！　ね、いつでも……！」

　エリィカはそれだけ言うと、屈かがみ込んで、ジャッドとメープルを抱き締めた。二人いっしょに。

　エリィカの頬ほほに、柔らかい二人の頬が触れてきた。押し付けられる。

「ね！　会えるから、ね！」

　口をついて出る言葉はそれだけだった。繰り返すうちに、涙があふれた。二人を抱き締める手が震えた。

「お、おれ……このあいだ、悪かった……エリィカに、ひどいこと、言って」

「ううん。そんなことない。そんなこと、ないよ」

「エリィカぁ」

　メープルが泣いていた。その涙が、エリィカの頬に移る。いつのまにか、ジャッドが触れている方の頬ほほも、濡ぬれていた。

「メープル？　ジャッド！」

　ウーメラの声。振り向くと、フルマーも立っていた。

「ウーメラ！」

　メープルがウーメラに抱きついた。

　気がつくと、整備兵の何人かもいた。いつもジャッドやメープルと遊んだり、話をしたり、そんなみんなが彼らとの別れを惜しんで出てきたのだ。

　みんなが口々に、ジャッドとメープルに声をかける。

　それに応える二人。

　賑にぎやかになったせいで、少しだけ、別れの痛みが和らいだ。

「いつ行くの？」

「どこに、行くの？」

「向こうに行っても元気で」

「手紙をちょうだい」

「手紙を書くわ」

　そんな言葉が聞こえる。

　応えるジャッドの言葉から、明日の朝立つこと。行き先は、このフランボースから汽車で二時間ほどの、サントメジェの村だということがわかった。サントメジェの村で牧畜をしている家が、ジャッドの両親を呼んでくれたのだとか。

「これで、お父さんとお母さんと、みんないっしょに、家族で、住めるんだね、また」

　エリィカはそう言って笑いかけた。

「うん」

「よかったじゃない」

「うん」

「元気で、がんばるんだよ」

「ああ」

　そんなふうに、別れの言葉を言ううちに、拭ぬぐった涙がまたあふれてきそうになった。

　それがジャッドにも伝わったのか。

「……よくないよ。おれ、この基地で……いつも、飛行機見に来たり、お、おまえに！　会いに来てやったり、おまえのこと……！」

　エリィカは、うん、うん、と頷うなずく。ジャッドの一言一言が、染みるようにエリィカの中に入ってきた。

「だ、だいたい、おまえ！　いつもボーっとしてるから、怒られるんだぞ。飛行機の操縦だって、ヘタだし、もっときちんと、うまくならないと、整備のみんなが大変だし、おれも危なっかしくて、見てらんないんだよ。だから……もっと、おれ、来たかったのに、見に来て、それで……」

　それ以上は言えなかった。再びエリィカの腕が、ジャッドを抱き締めた。

　ギュッと押し付けられる軍服の胸元。ジャッドは驚き、それから目を閉じてその快い拘こう束そく感に身を委ゆだねた。

「な、エリィカ、おれ、おまえのこと……」

「うん？」

「ジャッド！　メープル！」

　遠くから声がした。ジャッドがハッとして顔を上げる。

　父親が、呼んでいる。こちらを向いている母親の影。その姿が、もう時間だ、と言っていた。

「おれ、もう行かないと……」

「待って！」

　エリィカはそう言うと、猛然と走り出した。

「おい、エリィカ！」

　モスカが止めるのも聞かず、牛舎の陰へ、ジャッドたちの両親のもとへ。

　急に走り寄ってきたエリィカに、二人は驚いた顔を隠せない。エリィカは、息せき切って、口を開いた。

「あの！　ジャッドとメープルのこと、よろしく、お願いします！　あたしが、こんなこと、言うの、変だとは思うんですけど、でも！」

　エリィカは繰り返し、言わずにはいられなかった。

　しかし驚きが冷めたあとの、両親の顔は、厳しく、冷ややかだった。

「何だ、きみは」

「あ、すいません。あたしは、ジャッドとメープルの、その、友だちで、エリィカ・キンスキーといいます。えっと」

　そこまで言って、自分の軍服がひどく気になった。父親がずっと見つめていたからである。母親の、嫌けん悪おを含んだような目。

「この基地の、あ……その、飛行中隊の、士官候補生、です」

　この基地、それはもともと彼ら家族の家なのだ。

　嫌われて当然。帝国の軍隊など、憎まれて当然だ。わかっているのに、いまはそれが、何より辛つらい。

「友だち……だって？　帝国の軍人が、ジャッドとメープルの友だちだって？　バカバカしい！」

　案の定じよう、吐き捨てるように父親が言う。

「あなたなのね。ジャッドが、パイロットになりたいとか、この基地で働きたいなんて、そんなバカなことを言うようになったのは……！　あなたのせいなのね！　ひどい！　だから、この村に、子どもたちだけを置いていくなんて、反対だったのに」

　青ざめた顔でそう言うのは母親だ。

「い、いえ！　あたしは！」

「もういい！　とにかく、うちの子に、もう会わないでもらいたい。二度と、だ！」

「二度、と……」

「あたりまえだ！　おまえたちに話す言葉も、合わせる顔もあるわけ無いだろう。帝国の軍隊など、全員撃ち殺してやりたいくらいだ！」

　撃ち殺す……あまりに激しい言葉に、エリィカはショックを受けた。

　予想していなかったわけではない。

　だが、家を奪われ、故郷も失った憎しみとは、これほどに強いものなのか。

「……ごめんなさい」

「何だと？」

「あの、こんなことしか言えないけど、謝りたいんです。ごめん、なさい……」

　なぜそんなことを言ったのか、わからない。エリィカ一人が謝ったとて、彼らの財産が戻ってくるわけでもない。まして彼らの怒りが……。

「おまえ！　ふざけてるのか！」

　父親の手が伸びた。エリィカの胸元をつかみあげる。

「……！」

　思わずエリィカは目をつぶった。

「止やめろ！」

　父親の振り上げた拳こぶしにしがみついていたのは、ジャッドだった。

「止めろ！　エリィカは悪くない！　エリィカは、おれたちにずっと、やさしくしてくれた！」

　ジャッドが叫んでいた。父親の手が緩ゆるんだ。

「エリィカだけじゃない、モスカも、ウーメラも、フルマー中尉も、整備兵のみんなも……おれに飛行機を見せてくれたり、いろんなことを教えてくれたんだ。みんな、いい人ばっかりだ！」

「それが、いけないのよ！　この子は、何を言っているのか、わかってるの!?　ああ、恐ろしい、どうしてこんな……！」

　母親はうろたえ、叫んでいた。父親は、ジャッドを一瞬憎しみの目で見、それから大きくかぶりを振った。

　こんなふうに両親と兄が言い合うところなどいままで見たことがなかったのだろう。メープルは少し離れたところで、顔をこわばらせていた。

「おまえは……ジャッド、何もわかっちゃいない。だが、もういい。ここを離れて、またみんなで暮らせば、そのうちもとに戻る」

　怒りを押し殺した父親の声。

　ジャッドはそれに対して何か言おうとして、黙った。口を開きながら、さらなる言葉を父親に浴びせるのをためらった。ジャッドも、父親や母親のことが嫌いなわけはない。これ以上、言い争いたくはなかった。

「……エリィカ、ごめん、な」

　それだけが、口から出た。

「ううん。何とも思ってないよ……そうだ！」

　エリィカは急に思いついて、ジャッドの肩を叩たたいた。

「ちょっと、待ってて！　すぐ戻る！」

　走り出す。

「あ、エリィカ！」

　ジャッドの声を背中で聞きながら、エリィカは本気で走った。飛行場を横切り、宿舎にされている母おも屋やへ駆け込む。ドタドタと階段を駆け上がり、自分の部屋へ飛び込んだ。

「……えっと……あった、これ！」

「やかましい！　廊下は静かに……」

　振り返ると、戸口にフランカが立っていた。あまりに慎みのないエリィカの行動に、業を煮やして自分の部屋を出てきたらしい。

「ごめんなさいフランカ少尉！　いま、急いでるんです。じゃあ！」

「あ、ちょっと、待ちなさ……」

　止めようとするフランカを無視して脇わきをすり抜け、またも全速力で走る。廊下の角は、壁にぶつかるように曲がった。階段を、三段飛ばしで駆け下りる。

「あのバカ！」

　吐き捨てるようなフランカの言葉はもう聞こえない。

　そうしてエリィカは息を切らしながらジャッドのもとへ戻ってきた。飛行場は広い。往復で、一キロはゆうにあったろう。

「……は、はぁ、はぁ、はぁ！　ジャッド、これ！」

　そう言って、エリィカは手に持ったものを、差し出した。

「エリィカ……」

　エリィカが持ってきたもの、それはスカーフだった。

　白いシルクのスカーフ。

　パイロットが、飛行機に乗るときには必ず首に巻くスカーフだ。

「いつか、飛行機に乗るときに、ね」

　そう言ってエリィカは、ジャッドの首にスカーフを巻き付けた。

「……これ、エリィカの」

「いいでしょ？　カッコイイぞ、ジャッド。パイロット、みたい」

「……うん」

　ジャッドが頷うなずいた。首に巻かれたスカーフを確かめるように手で触れる。スカーフの端には、Eriekaの名が刺し繍しゆうされていた。

　そんな二人を眺める両親も、もう何も言わなかった。メープルはウーメラにもらったのだろう、新しい縫いぐるみを両手で抱かかえていた。

「ね、ジャッド」

「何、エリィカ」

「あたしたちだけは、信じあっていこう。他ほかの誰だれが、どんなふうに言っても、あたしたちだけは。ね？」

「うん。信じるよ。おれたち、おれも、メープルも」

「そうだよね。信じあっていれば、きっと……」

　きっと、何だろう。そのあとに続く言葉は……。

　エリィカはもう一度ジャッドを抱き締めた。ジャッドも、エリィカの胸に顔を埋める。いっぱいにその匂においを吸い込むように。

「ご飯、ちゃんと食べなよ。ジャッド、あんた、小さいんだから」

「エリィカもな。いつまでたっても、胸、大きくならないぞ」

　それだけ言うと、二人の口元は、自然と笑いの形になった。



「行っちゃった、か……」

　……ジャッドとメープルの二人が、両親に連れられて去ってからも、エリィカはその場を離れがたいまま、たたずんでいた。

　他のみんなもそうなのか、何となく駐機場のあちこちに座り込んだり、寄りかかったりしている。かといって、おしゃべりをするわけでもない。二言三言、ジャッドたちのこれからについて、希望的な言葉を口々に言い合うくらいだった。

「私たちも、そろそろ戻りましょう。ね」

　それでも一人去り二人去り、というふうに減ってきた頃ころ。フルマーが促して、エリィカやモスカたちが宿舎へ戻ろうと腰を上げたところだった。

「やっぱりここにいたのね」

　見ると、前から歩いてきたのはフランカだった。

「フランカ少尉、さっきは、ごめんなさい、急いでいて……」

「まあよくてよ。それより、聞いたわ。いつも来るあの子ども、親元に引き取られていったそうね」

「ええ、サントメジェの村に行くんだそうです。いい働き口が見つかったので、家族で暮らせるんだとか。」

　エリィカの説明に、フランカは、ふん、と頭を振った。

「うるさい子どももいなくなったことだし、おまえも作戦に集中できるでしょう。今度こそ、無様なことのないようにしてもらいたいわ」

　ふだんならカチンとくるフランカの物言いだが、エリィカには堪こたえなかった。もうジャッドとメープルは行ってしまったのだ。新しい村で、家族いっしょに、平和に暮らせる。

「ジャッドと、約束したんです、あたし」

「ジャッド？　あの子どもね」

「ええ。いつまでもずっと友だちだって。それに、いつか空で、会おうって」

「空で？　敵味方として、戦うことになっても？」

「戦ったりしません。あたしはジャッドと……。それに、会おうと思えばいつだって……」

「会えるわけがないわ。サントメジェの村はブルニューヴの支配地域。我が軍の占領地域ではないのよ」

「え？」

　エリィカは一瞬自分の耳を疑った。

　モスカを見る。フルマーを。二人とも、目を伏せて頷うなずいた。

「じゃ……じゃあ！」

　ジャッドとメープルとは、もう二度と会うことができない？　あの父親の言ったように。もう、二度と……？

　同じ地続きの世界に住んでいるのに。わずか汽車で、二時間という距離。飛行機なら、一時間もかからないところなのに。

　そこに国境が……共和国と帝国の、勢力の境界があるというだけで、まったく別の世界になってしまう。

　ジャッドたちは共和国の国民だから行ける。しかし帝国の、しかも軍人であるエリィカが行けるわけがない。

　どうしてこんな簡単なことに気がつかなかったの！

　国境が、こんなに遠いと思ったことはない。戦争が、国境をとてつもなく高く、険しく、通ることのできないものにしていた。

「ジャッド、メープル……あたし……」

　エリィカは改めて、ジャッドたちが去った方を見つめながら、その途方もない距離感に打ちのめされる思いだった。
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　翌日。

　エリィカたち、第一一一戦闘飛行中隊は、プールージュの帝国空軍基地へ移動した。

　早朝から全員が戦闘機に搭乗して離陸。二時間の飛行の後のち、途中、一度中継の飛行場へ着陸し、給油と大休止を行う。午後、再び離陸。一時間半の飛行で、プールージュに到着した。

　パイロットたちはそうして自機に乗ったまま移動できる。整備兵や他ほかの作業員たちは、迎えの輸送機に十人ほどが乗ることができた他は、トラックと汽車を乗り継いでの移動になった。合流できるのはけっきょく翌日になる。

　プールージュはもともと、第Ⅶ戦闘航空団の駐ちゆう屯とん地ちだったが、今回の作戦のために、第Ⅱ、第Ⅳ戦闘航空団も集結し、その賑にぎわいは一大航空艦隊のそれに匹敵するほどだった。

「わあ！　すごい！」

　エリィカは思わず声を上げた。

　その飛行機の数！

　アルバトロス、フォッカー、フランカの乗機と同じファルツもある。ハルバーシュタットやＡＥＧ、ＤＦＷといった爆撃のできる機体も多くあった。

　上空から見ただけでも、色とりどりの機体が、ところ狭しとひしめき合っていた。着陸すると、それはまた別の感想に変わった。

　あまりに飛行機が多過ぎて、止めて置く場所が無いのだ。

　着陸するなり、係員とおぼしき女性作業員が駆け付けてきた。タキシングする間もなく、すぐに機体から降りるように指示される。

「え？　ここで降りるんですか？」

「まだ他ほかにも降りてくるんだよ。邪魔だから、すぐに移動させて飛行場を空けなきゃならないの。ほら、降りて！　あんたたちの所属は？　え？　一一一中隊？　何だ。じゃあいちばん隅だ。向こうのね！」

　最後の方は、飛行機を牽けん引いんするトラクターの運転手に指示する声だ。

　エリィカたちの飛行機は、あっと言う間に駐機場のずっと向こうへ引っ張られて行ってしまった。

「何だあ。感じ悪～」

　飛行機から降ろされたエリィカは、滑走路に取り残されて文句を言う。

「ほらほら、邪魔だよ、どいてどいて！」

「わ！」

　飛行機を牽引していくトラクターにぶつかりそうになった。あわてて飛び退のく。駐機場の方へ走った。

「何でよ～。もう少しやさしくしてくれてもいいじゃない、せっかく遠くから来たんだからさあ！」

　それから宿舎へ移動になった。

　大幅に人が増えたため、基地に付属している宿舎だけではとうてい足りない。エリィカたちが案内されたのは、基地からたっぷり三十分は歩くような、村外れの家だった。

「ここ、かあ……」

　もとは農家なのだろう。いくつかの小さな家と、長屋のような建物に一一一中隊のパイロットと作業員たちが宿泊することになっていた。

　エリィカは家に入ってみて複雑な思いに捕らわれた。

　まだ、家具や調度もほとんどそのまま。もちろん、ここに住んでいた家族のものだ。

「きっとまた……」

　ジャッドたちの家を徴発したように、今回も飛行隊員の大幅な増員に伴って、基地周辺の民家を徴発しているのだろう。

　ここに住んでいた人はどこに行ったのか。

　やはり、エリィカたちを恨むだろうか……。

「何を考えてるのエリィカ。この家の住人のことでしょお」

「え！　何でわかるの!?」

　エリィカは振り返ってウーメラを見た。いま入って来たのか、荷物を持ったまま戸口に立っている。

「そんなこと、エリィカの顔に全部書いてあるよお。それより、私のベッドはこっちにするね」

　そう言うと、荷物をベッドの上へ投げ出した。

「え!?　ベッドって……」

　確かに、部屋にはベッドが二つ置かれている。ひとつは、あきらかに新たに運び込んだようで、他ほかの家具と合っていないし、入り口近くに無理に置かれているふうだ。

　ここは、二人部屋なのだ。

　それもまた、宿舎不足のせいなのか。

「フランカ少尉は、街のホテルに泊まるんだって。だからエリィカとウーメラの二人きりだよお」

　自分もゴロン、とベッドに仰あお向むけになったウーメラが、エリィカを見上げるように言う。

「そ、そう？」

　どうせなら、大尉といっしょだったらいいのに！　どうして大尉は……。

「あ！　もしかして、大尉は……」

「大尉なら、フルマー中尉と同室だよ」

「えええ！」

　フルマー中尉と同室！　大尉が！

「そんなあ！」

「中隊長や副長クラスでも相部屋なんだから、よほど今回は宿舎の数が足りなかったんだね。それだけ多くのパイロットや作業員が集まっている、大作戦なんだあ」

「そんなことより……作戦まで何日あるんだろう。それまでずっと大尉と中尉が同室なんて、困る。困るよお」

　エリィカの妙な焦りにウーメラは気づかないようだった。

「ね、それより、エリィカ、知ってる？　今夜、航空団主催の晩ばん餐さん会かいがあるんだって。パイロットは全員出席だよ」

「ええ？　パーティー!?　あたしたちも？　出席？」
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　基地主催の晩ばん餐さん会かいは、街の大きなホテルを借り切って行われた。

　このホテルへ移動するだけで一時間。基地や周辺の宿舎に押し込められているパイロットたちには、一苦労である。

　晩餐会は豪華だった。

　どうやら、帝国議会の政治家や、有力な資本家なども何人か来ているらしい。軍への支持、ことに、いっそうの経済的支援を引き出す目的もあるとか。軍といっても、戦闘だけをしていればいいというわけではないようだ。

　一一一中隊のパイロットたちも全員礼服で出席しているはずだった。

　はず、というのは、移動の際の自動車やトラックの関係上、みんなバラバラになってしまったからだった。その上、エリィカは、いっしょに来たウーメラとも早々にはぐれてしまった。

　おそらくはパイロットだけで三百人はいるだろうホールで、同じような服を着た自分の中隊の仲間を捜すのはなかなか骨だった。

「それにしても、すごいなあ……」

　目に付くのは女性パイロットばかり。

　ほとんどが戦闘機パイロットで、十代、せいぜいが二十代半ばくらいの少女、女性たちばかりだ。こうなると、その華やかさが際立った。

　礼服は白のシングルの上着にシャツブラウスとネクタイ。ボトムは女性兵士らしい、ミニスカートだった。足元は、ロゥヒールのパンプス。

　履き慣れない細いパンプスを履いて二、三歩歩くと、エリィカは早くも足が痛くなってきた。

「痛た……ふだん、フライトブーツしか履いてないから」

　太ふと腿ももまで剥むき出しになった自分の脚あしに、思わず赤面する。

「もう、こんなの絶対おかしいよー！　大尉もミニスカートはいてるのかな……」

　その姿を思い浮かべ、首を振った。

　ミラージュの片脚は義足だ。

　脚を出すスカートなどはけるわけがない。

「あ、でも」

　以前、ミラージュと二人で汽車で移動したときには、やはり礼服で、脚をぴっちりと覆うタイツをはいていた。

　そのときは、ミラージュの脚のことも知らなかったのだが。

　中央には大きなテーブルに料理が満載されている。肉、魚、ロブスターのテールなどが山盛りになっていた。いまが戦争中だというのを忘れるほどだ。

　そして酒。

　大勢の人間が、グラスを片手に立ち話をしている。奥にはいくつかのテーブルと椅い子すが設けられていた。そこにかけているのがきっと、基地の将軍たちや、例の政治家たち、なのだろう。

「ふう」

　雰囲気だけで酔って来る。一滴も飲んでいないのに、早くも気分が悪くなってきた。エリィカは外の空気を吸おうと、バルコニーへ向かった。

「エリィカ！」

　呼び止める声に、振り向いた。そこには意外な人物が立っていた。

「フランカ、少尉……？」

　声の主はフランカだった。

　しかし、目を奪うのは艶あでやかな彼女の姿。

　エリィカのような白い礼服ではなく、フランカはブルーのドレスに身を包んでいた。

　大きく開いた胸。裾すそは長いが、腿もものあたりまでスリットが入ってフランカの美脚がよく見える。

　美しい金髪はきれいなアップにセットされていた。髪と耳、それに胸元に、宝石を散りばめたアクセサリーが光る。



    

  
    
      



    

  
    
      　いつもの軍服姿も派手な特注だが、それさえかすむ美しさだった。歌姫のようなフランカの艶やかさに、エリィカはなんだか自分が恥ずかしくなるのを感じた。

「そんなに見ないで。私も苦手なのよ、こんな格好は。でもしかたがない。政治というやつね」

　腰のあたりで、背後から回したショールを腕に絡めながら、シャンパングラスを口に運ぶフランカ。真っ赤なルージュが形のよい唇を際立たせている。

「政治……」

　フランカは、名門貴族、ホーエンフェルス家の令嬢でもある。こういう席には呼ばれて当然なのかもしれない。

「……それより、おまえに会いたいという人がいるわ……」

　フランカはそれだけ言って、言葉を切った。なぜか顔を背ける。

　エリィカは次の言葉を待ったが、それより先に、フランカの背けた顔の方から、一人の男が歩いてくるのを認めた。

「おお。ここにいたのか、我が、最愛の妹よ」

　目玉ばかりぎょろぎょろした、痩やせぎすで黒髪の男。

　白い礼服を着ているから軍人だろうが、ブルーの派手な襷たすきをかけ、胸元には大きな勲章をいくつもぶら下げている。

　そのしゃべり方は、どこか人をバカにしたような響きをつねに含んでいた。フランカは、顔を合わせずに軽く会え釈しやくする。

　妹、と言うからには、この男はフランカの兄なのか。少しも似ていない。

「これが……そうか？」

　顎あごをしゃくってみせる先は、エリィカの顔だ。

「はい」

「ほお～」

　男はエリィカを改めてジロジロと眺めた。

　顔を近づけられて、エリィカは不快に思った。肌の悪い、不健康そうな顔。薄い髪が撫なで付けられた頭はやけに額が秀でている。

「やや、失礼。妹が紹介してくれないようだ。私はロッパルト・フォン・ホーエンフェルス。フランカの十歳上の兄だ。よろしく頼むよ」

　手を差し出されなくてよかった。とエリィカは思った。が、言葉とは裏腹に、もうロッパルトの興味はエリィカから離れていた。

　フランカに話しかける声が、漏れ聞こえた。

「おい、マンフレート家の娘だというのは、本当なのか」

「……報告したとおりです」

「で、使えるのか」

「そんなこと、わかりません。わたくしに」

　フランカは露骨にロッパルトから顔を遠ざけた。ロッパルトは一瞬険しい表情になったが、すぐに笑い出した。

「ふ、ははは、まあいい。覚えておこう。手札は多いほどいいからな」

「ご自由に。ただし、わたくしの部下である以上、すべてわたくしの耳に入れていただきます」

「わかったわかった」

　それだけ言うと、ロッパルトはまたホールの奥へと去っていった。去り際に、ギロリと鋭くエリィカを見た。気持ちの悪くなる目だった。

「何なん、です？」

　エリィカはフランカに問いただした。

「見てのとおり。私の兄。帝国軍参謀本部の幕僚の一人。ロッパルト少将。これでいい？」

「わかりません。なぜ、あたしになんか」

「おまえが、マンフレート元げん帥すいの娘だから。ただ一人、生き残っている、改革派の象徴ということ」

「改革派だなんて、あたし！」

　エリィカが怒りを露あらわにすると、意外にもフランカは目を伏せた。

「わかっているわ。このことは、ごめんなさい……」

　それだけ言うと、フランカも場を離れた。

「明日は全体の訓練がある。このあとつまらないスピーチがあるけれど、おまえはもう戻っていてもよくてよ」

　遠ざかっていく、フランカの後姿。ドレスの大胆に割れたデザインから、美しい白い背中が見えた。

「ごめん、なさい……？」

　フランカの口から出た言葉とは思えない一言を、エリィカは戸惑いとともに反はん芻すうした。
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　居心地が悪いから早くパーティーを退散したいものの、とりあえず晩ご飯分は食べていかないと！　とばかりにエリィカがせっせと詰め込んでいると、

「美お味いしい、エリィカ？」

　背後から急に声をかけられて、咽のどに詰まらせそうになった。

「フルマー中尉！」

　振り返ると、やはり礼服姿のフルマーが。そしてその向こうにはミラージュの姿も。

　大尉！　やっぱり、フルマー中尉と来たんだ。そりゃ、そうだよね、でも……。

　ミラージュは膝ひざの上まであるソックスをはいている。義足を隠すためだった。

「あの、みんなは？」

「向こうの方に、いたわよ。ウーメラとモスカが。イリューシは、もう帰ってしまったみたいね」

「フランカ少尉が、すごいきれいなドレスで、いました」

「ええ。私たちも、挨あい拶さつされました。とってもステキでしたね」

「はい」

　言いながらエリィカはミラージュの顔をうかがった。

　お酒、飲んでるのかな？

　だがミラージュは、グラスは持っているもののほとんど口を付けていないようだった。

　よかった、と思う。

　以前に較くらべてミラージュは、ほとんど酒を飲まなくなった。ミラージュの身体からだのことを思うと、エリィカにはそれがうれしい。

「何だ？」

　自分の顔を見ているエリィカに、ミラージュが言う。

「い、いいえ！　それより大尉、そろそろ戻られるんですか？　だったらあたしもいっしょに……」

　話し続けるエリィカに、ミラージュが唇に指を当てて制した。視線の先を追う。ホールの奥、設しつらえられた壇上に、誰だれかが進み出たところだった。

　とたん、静粛に、静粛に！と声が飛んだ。

　ざわざわした喧けん騒そうが急速に静まっていく。同時に、周りから人が退いて、演壇の上の人物が浮かび上がってきた。

「あの人だ……」

　それは、さっき会ったフランカの兄、ロッパルトだった。

「つまらないスピーチって、これかあ」

　エリィカが言うのを、フルマーが、しっ、とたしなめた。

　やがて、スピーカーで拡声された、ロッパルトのややうわずった声が聞こえ始めた。

『お集まりの淑女、紳士の皆さん。本日はまことに……』

　ありきたりの挨拶か、と、エリィカがまたオードブルの皿に目を移した頃ころ、スピーチのトーンが徐々に変化し始めた。

『……我が帝国軍は、近々一大反攻作戦を計画しております。そのために、大勢の優秀なパイロットが、ここプールージュに集まって来ている。いずれも、卓越した技量と力を持った者たちです。必ずや！　共和国の戦線に打撃を与え、今後の戦況を大いに優位に導くことでありましょう！』

　拍手が湧わき起こった。壇上のロッパルトが得意顔になる。静まるのを待って、また話し始める。

『ここで、皆さんだけに、特別な情報をお教えいたしましょう。近々帝国の、強力なる新兵器が登場する予定であります！』

　いっせいに拍手。そして歓声！

　あまりの盛り上がりに、エリィカは思わずミラージュを見た。

「大尉、新兵器って、何でしょう。すごく速い戦闘機ですか？　それとも陸軍が開発しているっていう、新型戦車？」

「さあ、わからないな」

「でも、この人たち、何でこんなによろこんでるんだろう。この街の人だって多いのに」

「我が軍が勝つことで、得をする連中だ」

「え？　でも、みんなブルニューヴの、共和国の人たちなのに」

「商人、政治家、軍需品を作っている工場の経営者……みんな、軍に取り入って儲もうけようと狙ねらっている」

「そんな。自分の国が攻撃されるのに……」

　ジャッドの父親のことが、エリィカの脳裏に蘇よみがえった。

　あんなふうに、帝国軍を憎んでいる者もいると思えば、同じ共和国に住む人間でも、帝国が勝つのをよろこんでいる人たちもいる。

　壇上では、ロッパルトの演説が熱を帯びてきていた。

『……これは我が軍の聖戦であります！　必ずや、我が帝国は、ブルニューヴを打ち破り、最終的な勝利を手にするでありましょう。そのときこそ、ユーレイシアはひとつとなり、新たな秩序のもと、統一されるのであります！』

　歓声が怒号に思えるほどの、すさまじい声と拍手が湧わき起こった。

　決して演説がうまいとも思えないロッパルトの言葉にも、これだけの人々を動かす魔力のようなものがあるのだろうか。

　人々の顔が赤らんでいるのは酒のせいだけではないだろう。

「エリィカ、帰るぞ」

「は、はい」

　高揚した気分に酔う人々を振り返りながら、エリィカはミラージュたちと会場をあとにした。



　フランカは、翌日早朝からの予定に合わせて、早いベッドに入っていた。

　ドアをノックする乱暴な音に、顔をしかめながらベッドから降りる。ガウンを羽は織おると、ドアを開けた。

「おお、もう寝ていたのか、我が妹よ！」

　ロッパルトだった。

　不健康な顔が、茹ゆでたエビか何かのように赤く染まっている。髪も乱れ、目も充血していた。

「酒臭い……あれからずっと呑のんでいたのね」

　フランカが露骨に嫌な顔をすると、ロッパルトは愉快そうに笑った。

「まあまあ、いいじゃないか。パーティーに酒はつき物だ。いい女もいるしな。いやいや、いい女といえば、我が妹以上の女は、そうそういるもんじゃないがな」

　酔いに任せて触れてこようとするロッパルトの手を、フランカは容赦なくピシャッ、とはね除けた。

「そんな用事でしたら、はなからお断りよ。明日早いので、これでお引き取り願います」

「何だ。つれないな。たった二人の兄と妹ではないか。もっと仲良くするべきだとは思わないか。ん？」

「さあ、思ったこともないので、わかりません」

「こいつ、いつまでも……何なら、危険な戦闘機パイロットなぞやめて、俺おれの秘書になったらどうだ。地上勤務だ。安全だし、すぐ昇進もできる。ホーエンフェルスの娘が、いつまでも尉官だなんてのはみっともない」

「ご心配無く。わたくしはパイロットが好きだから。それに、地上勤務など、おべっかやいじわるの日常はびこる世界は、わたくしの趣味じゃないわ」

「言うようだが、おまえのあの、一一一中隊とやらはどうだ。調べてみたぞ。問題パイロットの吹ふき溜だまりじゃないか。少しばかり腕が立つから、空軍を追い出されずに済んでいるだけだ。そんな部隊、俺のちょっと……」

「止やめろ！　わたくしの部隊に手を出したら、今度こそ許さない！」

　フランカはロッパルトの目を見据えた。炎のような眼光だった。妹のあまりの剣幕に押されたのか、ロッパルトは目を逸そらした。

「は、はは、待て待て。もうおまえとやりあうのはたくさんだ。おまえに撃たれた傷が、まだ足に残ってるんだからな」

「胸を撃てばよかった。手加減なんか……！」

「止めておけ。まだ家には、おまえの母親がいるのを忘れるな。おまえの態度しだいでは、辛つらい目に遭うぞ」

「卑ひ怯きようよ！　お母様には、何の関係もない。これ以上、どれだけお母様を苦しめたら気が済むの！　いっそ、わたしも、お母様も、ホーエンフェルスの家と縁を切らせてくれと言っているじゃない！」

「そんなみっともないことが、できるわけなかろうが。おまえたちは、一生、ホーエンフェルス家の女だ。父上の妻と、俺の妹だ！」

　そのとき、フランカが見せた憎悪の色は、見る者をぞっとさせるほど激しかった。

「兄だなんて、思ったことは無い。ずっと。わたくしには、おまえと同じ血はひとつも流れていない！」

「言ったな！　言ってはならんことを！　この、売女ばいたの娘が！」

　ロッパルトの言葉に、フランカは反発するよりも部屋の中に目を走らせた。拳けん銃じゆうを捜したのだ。手の届くところにもしあったら、すぐにもつかんで、銃口を向けていただろう。引ひき鉄がねを引くことにも躊ちゆう躇ちよしなかったかもしれない。

「お、い……」

　一瞬、ロッパルトの目に怯おびえが走った。

　それを見て、フランカの暴走するような熱も、急激に冷めていった。

「……何しにきたの。まさか、わたくしと言い合いをするためじゃないでしょう、お兄様」

　わざと、お兄様、と口にした。

　フランカからの歩み寄りだ、と感じたロッパルトは、緊張を解いた。赤ら顔が、また緩ゆるんだ。

「ああ、そうだった。それにしても、いいもんだな。おまえにそう呼ばれるのは。美しい妹を持って、兄の俺おれも幸せだよ」

　ロッパルトの目が、フランカの身体からだに降りる。ガウンの下、大きく開いたナイトウェアの胸元に吸い寄せられる。フランカは悪お寒かんを感じて胸元をかき合わせた。

「ふざけないで！」

「ああ、すまんすまん。思い出したよ。今日のパーティーで紹介された、あの娘な、何と言ったか」

「エリィカね」

「そうそう。あの娘、使えるかもしれん。俺は興味は無いが、死んだマンフレート元げん帥すいはまだまだ軍内部で人気が高い。とくに若手の将校連中にはな。マンフレート家の生き残りといえば、担ぐ御み輿こしとしては悪くない」

「いったい何を考えているの！」

「なあに、たいしたことではない。使えるカードは一枚でも多い方がいい、ということだ。そのために、フランカ、おまえはあの娘の側そばでよく見張っているんだな。死んでしまったら、使えるものも使えなくなる」

「エリィカが……」

「それと、妹よ。いいことをひとつ教えておいてやろう。近々、ちょっとしたことが起こる。我々が、我が軍が最終的な勝利に近づく画期的なことがな。……おっと、そろそろ、酒が切れてきたようだ。ミリヤの部屋に戻るとするかな。はは、じゃあな、妹よ。邪魔したな。おやすみだ」

　ロッパルトはそれだけ言うと、下品な笑い声をわざと立てながら廊下を去っていった。フランカの目の前で、ドアが閉じる。

「いったい、何が……」
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　二日後。

　七月下旬の晴れた日。

　プールージュの田舎町は、未明から騒然とした空気に包まれた。

　三個航空団、三百二十機の航空機が立てるエンジン音！

　次々と三機、四機の編隊を組んで離陸していく戦闘機。すべてが、今回の作戦のために改造され、爆装されていた。

　中には最初から地上攻撃機を持つ部隊もあった。今回は彼女たちが主役のようなものだった。

　出撃に先立って、まだ暗いうちから全パイロットのブリーフィングが行われた。

　三百人以上のパイロットが一度に入れる作戦室は無く、三回に分けて作戦説明がなされる。ブリーフィングを終えた部隊から、飛行場へ移動し、次々と離陸を果たしていった。

　エリィカたち一一一飛行中隊が参加したのは最後のブリーフィングだった。

　壁に掲げられた大きな作戦地図には、無数のピンが突き立てられている。

　それぞれ、小さな紙片が旗のように取り付けられ、味方部隊を表していた。

　そしてそれらから伸びた矢印が、敵味方の境界線を越えて、敵の飛行場を指し示していた。

　アドラーアングリフ作戦。

　鷲わしの攻撃、を意味する作戦名。

　午前四時を期してすべての戦闘機を離陸させ、敵地深く侵入。敵航空基地を攻撃し、そこに配備されている航空機、基地施設を完膚なきまでに叩たたく。

　これによって帝国空軍のこの地域での航空優勢をゆるぎないものとする。

　攻撃目標は大きく五つ。

　敵の航空団レベルの大きな基地が三つ。それに準ずる規模の飛行場が二つ。あとは、飛行隊レベルの基地が十数か所。

「……いよいよ、作戦開始、出撃ですね！」

　エリィカは、駐機場から次々と飛び立っていく戦闘機を眺めながらミラージュに話しかけた。

　これほどの数の戦闘機。忙しく立ち働く作業員。ときおり大きな声も飛ぶ。

　エリィカでなくとも、大作戦の雰囲気にすっかり興奮し、血がたぎるような思いに身を熱くしている者は多いだろう。

　ところがミラージュは、ブリーフィングのときから不機嫌そうに一言も口を利かなかった。いまもエリィカに話しかけられて、言葉を返さずにいる。

「大尉？」

「大尉は不審に思っているのよ」

　ミラージュに代わって答えたのは、フランカだった。やはり眉まゆを険しくさせている。

「どうして、ですか？　これだけの部隊が集まったんだもの。絶対成功するはず……」

「そう。これだけ集まったというのが、そもそも不自然。イヤでも人目に付くわ。わざわざ二日まえにパーティーを開いているのも、まるで敵に教えてやっているようなものじゃなくて」

「あ、そうか。作戦は秘密のはずなのに……」

「これでは、奇襲ではなく、強襲になるかもしれなくてよ。それでなくとも……」

「私たちの中隊は、いちばん最後の離陸、ですものね」

　フランカのあとを引き取って言うのは、フルマーだ。

「さすがはみ出し部隊ね。出撃順位も最後の最後とは」

「はい」

　フルマーはそう言って笑う。しかしこれは深刻な問題だった。

　大規模な攻撃をかければ敵が気づいて警報を鳴らす。他ほかの基地へも、連絡が当然もたらされるだろう。

　となれば、最初に攻撃をかける部隊はもっとも有利だが、最後の部隊は、敵が待ち構えている中へ飛び込んでいくことになる。

「わ……どうしよう」

「やるしかない。それが命令だ」

　ミラージュが言った。それきり黙り込む。

　エリィカは急に不安になってくる心を、かろうじて支えた。

「だ、大丈夫ですよ。ね！　うちは、はみ出し部隊かもしれないけど、みんな腕はいいんだもの！　エースパイロットの集まりですから！　あ、あたしを、除いて、だけど……」

　懸命に膨らませていた気持ちが、最後でシューッと空気が抜けていくようだった。

　一人でがっくりとこうべを垂れるエリィカの頭を、誰だれかがポンと叩たたいた。そのまま、髪をクシャッとかき回す。

「え？」

　顔を上げると、ミラージュが見つめていた。

「死ぬな。また、私の……いや」

　ミラージュは何か言いかけて、それを押し留とどめた。エリィカはざわざわと胸が波打つのを感じた。ミラージュの横顔、その頬ほほにかすかな赤みが射さしているように見えたのは、気のせいだったのかもしれないが。

「大尉！　あたし、がんばります！」

　そして、お姉さまの分まで！



　一一一飛行中隊が離陸したのは、予定を大幅に遅れた午前六時半だった。

　すでに真夏の太陽が地平線から完全に姿を現し、空を明るく照らしている。

「これじゃ、敵に待っててくれって、言っているみたいじゃない！」

　最初の攻撃隊が襲撃を終わって、帰投コースに入っている時間だ。敵はあらゆる基地に警報を送っているに違いない。

　重い爆弾のせいで、相変わらず機体の操縦性は最悪。

　なんとか離陸したものの、二千メートルまで上昇するのが精一杯だった。それすら、ここまでの全行程を使ってやっと、というところなのだ。

　編隊は、前方斜め右にミラージュを先頭にした小隊。四機小隊で、二機一組のロッテ分隊を組んでいる。フルマーとモスカ、ミラージュにはイリューシだった。

　暗いうちに発進した部隊は低空からの侵入コースを取った。しかしこう空が明るくなっては、敵の対空砲火の餌え食じきになる。そう考えてミラージュは高度を取っていた。

「大尉とロッテを組みたかったなあ」

　そういうエリィカはもちろんフランカ小隊の三機編隊ケツテだ。エリィカは左後方。右にはいつものウーメラがつく。

　すでに三十分以上飛行している。

　計算ではもう敵基地の上空に差しかかる頃ころだった。

「あぁ！　雲だ！」

　見ると、二千メートル以下の空に、たっぷりと層積雲が広がっている。厚みはどのくらいあるのだろう。これでは地上は見えない。

　航法の計算上では、すでに敵基地が間近にあることを示している。しかし、この雲では爆撃はおぼつかなかった。

　前方のミラージュが右手を上げた。ゆっくりと旋回する。

　フランカが従い、エリィカも続いた。

「大尉。雲が消えるのを待つんですか？」

　エリィカの予想どおり、ミラージュはギリギリまで待つつもりだった。

　いま、雲の下へ降りてしまえば、重い爆弾を抱かかえたまま、もう高度を取ることはできない。それなら、このまま雲の消えるのを待った方がいい。うかつに高度を下げて、身軽な敵の戦闘機に襲われたら助からない。

　十分、十五分……。

　時間が過ぎる。目的地へ向かって飛ぶでもない、こういう時間がいちばん焦りを感じるのはなぜだろう。

　ジリジリとした焦燥の中、操そう縦じゆう桿かんを握る手に力が入る。

　もう基地を飛び立ってから一時間近く過ぎている。アルバトロスの航続時間は二時間強。重い爆弾を抱えて燃費が下がっているとすれば、もう本当にギリギリだ。帰投の燃料が危ない。

　ミラージュもそう判断したのだろう。左手を上げて後ろを指し示す。全機帰投、の合図……というまさにそのとき、前方に大きな雲の切れ間が見えてきた。

「やった！　あそこから下が見える！」

　エリィカが声を上げた。

「え？」

　が、一瞬、不安な色を感じて視線を走らせる。

　キラ……。

「!!」

　エリィカは足の先まで電気が走ったように震えた。

　上空三時の方向。距離はおよそ、三千メートルに敵の機影！

「敵だ！」

　急いで翼を振る。が、爆弾を抱かかえたアルバトロスは、翼を振るというより、機体を揺すっているようだった。腕を大きく突き出す、指で指し示した。

「数は……一、二、三……九機！」

　一個中隊全部が上がってきている。やはり、敵は作戦に気づいて、離陸して待っていたのか。

　ここでようやく、みんながエリィカの警報を理解した。同時にミラージュが、片腕を上げた。拳こぶしを開いて見せながら、下を指す動作。

　爆弾を投棄しろ、というサインだ。

　言うが早いか、まずミラージュが投棄してみせる。

　すぐに全員が従った。

　ここまで運んできた爆弾を捨てるのは惜しい。地上攻撃のミッションも達成できないことになる。

　しかし、敵機が現れた以上、重い爆弾を抱えて戦うことも逃げることも不可能だ。捨てるしかない。

「あー、もったいない！」

　エリィカは言いながら、コクピット脇わきに新設された爆弾のリリースレバーを引いた。

「あれ？」

　いや、引こうとした。しかしハンドルはビクともしない。

「まさか……ねじって引っ張るんだっけ？　ううん。ボタンか何かを押しながら？　違う違う！　この！　どうして動かないのよ！」

　そうする間にも、ぐんぐん敵は接近してくる。

　すでにミラージュ小隊は、二機単位のロッテごとに散開し、ロールして降下に入っていた。目の前のフランカが、やはり翼を振ると、左に大きくロールした。その動作にウーメラが続く。

「どうしよう。ええい、何で動かないの！　爆弾が、落ちない！」

　エリィカの背筋に、このとき初めて冷たい汗が流れた。

　中隊各機はもう戦闘機動に入ってしまっている。空に取り残されているのはエリィカだけだ。

　重い爆弾を付けたまま激しいバンクやロールなどを打ったら、そのままコントール不能になってあっと言う間に失速するだろう。かといってこのままでは……！

　敵機が迫ってくる。逃げないエリィカをカモだと思ったのか。

「来る！　三機！」

　エリィカは夢中で操そう縦じゆう桿かんを前へ倒した。

　降下するしかない。

　バンクして反転することも、上昇することもできない。となれば降下する他ほか選択肢はなかった。

「うううー……！」

　しかし急降下は厳禁だ。引き起こしができなくなる。あるいは、引き起こしに機体が耐えられずに空中分解するかもしれない。

　エリィカは緩ゆるやかに、しかし速度を増しながら降下した。

　降下しながら向かってくるエリィカ機に、敵の編隊はちょっと驚いたようだった。そのままエリィカの上を通り過ぎる。しかし、すぐに反転して戻ってきた。

「逃げろ、逃げるしか……！」

　その間も、何度もリリースレバーを引こうとするが、相変わらずビクともしない。降下しながら逃げるエリィカに、敵の三機が追いすがってきた。

　ここに至って、フランカも気づいた。

「あのバカ！　何で爆弾を……まさか、そうか！」

　ウーメラに合図を送る。ウーメラも理解した。

「エリィカ、待ってて！」

　二機で反転し、エリィカを追う。

　ミラージュは爆弾を投棄するとともに、反転して全力での逃走を考えていた。

　爆弾を捨てたとはいえ、二十キロ近い爆弾架がまだ残っている。操縦性は悪化したままだ。敵戦闘機との空中戦はあきらかに不利。避けるに限る。

　しかしエリィカ機の異常を知ると、ミラージュたちも戦わざるを得なくなった。このままエリィカを見捨てて逃げるわけにはいかない。

「エリィカ、逃げろ！」

　ミラージュもまたエリィカを追いかけながら、追撃してくる三機の敵と対たい峙じした。

「スパッド……いや、ニューポール」

　つぶやいたのは、イリューシだ。ミラージュとロッテを組みながら、冷静に敵を観察する。

　ニューポール16は、ブルニューヴ共和国空軍を代表する、軽戦闘機だった。

　べべ（赤ちゃん）と呼ばれた、小柄な機体と軽快さを特徴とするニューポール11が有名で、一時期は帝国空軍のフォッカーＥ．Ⅲなどに対し、優勢を築いた。

　しかし帝国がハルバーシュタットＤ．Ⅱ、続いてアルバトロスＤ．Ⅱを投入すると、その機体の脆ぜい弱じやく性せいなどもあり、一気に劣勢に追い込まれる。

　ニューポール16は、11のエンジンを強化して、プロペラ同調式機銃を備えた改良版だが、この時期にはすでに旧式になりつつあった。主力は、スパッドⅦなどの重戦闘機に移りつつあったのである。

「ちくしょう！　いつものアルバトロスなら、ニューポールなんて目じゃないのに！」

　モスカが叫んだ。

　フルマーとモスカのロッテは、もっとも早くエリィカの機に近づきつつあった。

　エリィカを追撃する敵編隊の最後尾の一機に、フルマーが取り付く。

「そこです！」

　射撃！

　しかし、敵はヒラッ、と身をかわす。軽戦闘機だけあって、身の軽さは際立っていた。

「ダメか。くそ！」

　モスカはフルマーを後方から見ながら、いつもとは動きの違いを感じ取っていた。

　自分もそうだが、舵かじの利きが鈍い。その上、どこか真綿にくるんだような、とらえどころのなさがある。どこまで切ったらどう曲がるのか、それが体感的にわからない。

　これではまともには戦えなかった。

　その上、エリィカの脱落で、一一一中隊は六機になっている。

　二機編隊が三組だ。それに較くらべ、敵は三機編隊が三組。編隊戦闘では、どうしてもこの差が顕著に出る。

「しかたがない……各自、編隊を解消して、個別に戦闘せよ！」

　ミラージュは決断した。片手を大きく突き出すと、それを回すように動かす。編隊解消の合図。すぐに列機のイリューシが気づいて合図を返す。

　ミラージュのロッテが編隊を崩したのを見て、フルマー、フランカもミラージュの意図を理解した。

「了解！　行くわよ！」

　たちまち、六機が分離して空に広がった。すぐに、思い思いの機動で、敵の編隊へ突っ込んでいく。

　編隊を分離するのは危険な賭かけだった。

　敵に対する攻撃と防御、警戒と退避、すべてが各自に集中する。

　もともと編隊とは、これらを分担して行うための方策なのだ。

　二機編隊でも三機編隊でも、編隊長ケツテフユーラーが攻撃を担当し、列機カチユマレクはその後方を守るのが役目だ。後方警戒、索敵、攻撃補助、さらに撃げき墜つい確認を行う。

　だからたいていは、経験の浅いパイロットが列機を務め、編隊長から飛行技術や戦術を学ぶ。ときには、編隊長が列機に攻撃を任せ、それをサポートするときもある。これなども、経験を積ませるために有効だった。

　しかし編隊を崩して一機になってしまえば、あらゆることを一人でやらなくてはならない。その上、局面によっては、一機に何機もの敵が群がって来ることも考えられる。こんなとき、列機がいない単機ではひどく不利だ。

　それでも、敵の意表をついて、攻撃に出るためには単機同時攻撃しかなかった。

　不利や危険は、それぞれがエースという、一一一中隊の、パイロットたちの技量に委ゆだねるほかない。

「エリィカ、それまで……！」

「持ちこたえるのよ！」

　ミラージュが、フランカが、機上で想おもった。
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「まだ、ついてくる!?」

　当のエリィカは、ひたすら逃走していた。

　雲に突っ込んで敵をかわそうとする。

　しかし、ちょうど雲が切れてきたところでもあり、薄い層雲の連なりは、エリィカを完全に隠してはくれない。

　どんどん高度が下がる。失った高度はもう取り戻せない。エリィカはスピードに気を付けながら、雲を突き抜けて下へ出た。もう、高度は千メートルもない。

「わ、まだいる！」

　雲の下に敵機がいた。エリィカが雲を抜けて来るのを待っていたように。

「しつこい――――!!」

　敵がエリィカを再び見付けた。すぐに追いかけてくる。一機、いや、二機！

「まだ……落ちないのお!?」

　エリィカはもう何度目かの爆弾リリースレバーを握った。体重をかけて思い切り引っ張る。が、どうしても引けない。操そう縦じゆう桿かんを左右に振って機体を揺すってみた。

　ゴン……ゴゥン……。

　爆弾架にはまっている爆弾が微妙にずれて、硬く重い音が機体に響いた。

「だめだ……」

　エリィカは後ろを振り返った。

　敵にもおそらく、エリィカ機の窮状はわかっているだろう。となれば、この御ぎよしやすい相手を見逃すはずがない。ぴったりとくっついてくる。その距離は二百メートルを切って縮まっていた。

　パパパパパ！

　最初の射撃音が聞こえた。

　いくつかの曳えい光こう弾だんが、エリィカの機体の横を飛び過ぎていく。

「ダメだ。もっと、低く……！」

　さらに降下した。

　もう距離は百メートルもない。地上すれすれに近い感覚。わずかでも操作を誤ったら、たちまち地表に激突してしまうだろう。

「まだ！」

　だが、エリィカはそこからさらに高度を下げた。五十メートル……二十メートル、十メートル！　今度こそ、本当に地表ギリギリ。

　高い木があったら、ぶつかってしまいそうな高さ。この高度で飛び続けるなど、まさに、正気の沙さ汰たではない。

　エリィカが超低空で飛び続けるのには理由がある。

　こうして低いところを飛び続ければ、後ろについて後追い射撃をする敵機も、高度にそうとうナーバスにならざるを得ない。結果、射撃がおろそかになるか、飛行に集中できず、操縦を誤って地面に接触、墜つい落らくの恐れがある。

　それを怖おそれて、上から覆いかぶさるように射撃するにしても、今度は機首を下にして、高度を下げながらの射撃になる。やはり突っ込み過ぎれば、一瞬で地面に激突する。

「まだついてくる！　まだ！」

　エリィカは必死に飛びながら後ろを振り返る。

　敵機はエリィカほどの超々低空は飛んでいない。地上五十から百メートルを追いかけてくる。しかし、エリィカがちょっとでも上昇したら、すぐに撃つかまえだ。エリィカは低空に降り過ぎて、頭を押さえられてしまった。

「じゃ、じゃあ、このまま、飛ぶしかないの!?　どこまで！」

　うかつに上昇すれば待ち構えていた敵に撃たれる！

　しかし、この低高度では、鋭いバンクで方向転換などできない。いや、もともと爆弾を抱かかえているせいで、そんな激しい機動自体ができないのだ。

　パパパパパ！



    

  
    
      



    

  
    
      　思い出したように機関銃弾が追ってくる。頭を上げれば撃たれる。

　エリィカはひたすら地表をなめるように飛び続けなくてはならない。ときおり飛び過ぎる敵の弾筋も、徐々に近くなって来ている気がした。

「どうする……これじゃ」

　いつかやられる。

　超々低空飛行に失敗して墜つい落らくする。

　低空を飛ぶことに耐えられなくなって、上昇したところを撃たれる。爆弾を抱かかえているエリィカ機は上昇力で敵のニューポールにかなうはずがない。まして相手は、運動性を身上とする軽戦闘機だ。

「どうする……考えろ、考えろ！　エリィカ、諦あきらめるな、考えろ」

　飛行帽の中を汗が流れる。

　エリィカは操そう縦じゆう桿かんとフットバーを操る手足に神経を集中しながら、めまぐるしく思考を巡らせた。



　バンッ！

　たちまちイリューシが一機を撃げき墜ついした。

　いち早く編隊を解いたイリューシは、ミラージュの後ろで敵編隊を観察していたときから、もっとも練度の低いパイロットが乗っている機体はどれか、を見抜いていた。散開と同時に、あっと言う間に追いすがって、銃弾を浴びせたのだ。

　敵はこのことに動揺した。

　それまで、流れは敵側にあった。三機編隊で二機編隊を追いつめて、撃墜できると思っていた。

　これで、一気に流れが変わった。

　編隊を崩したミラージュ中隊は、それぞれがすべて攻撃役になって、一度に襲いかかってきた。まるで、いくつも頭のある龍りゆうが、いっせいにその首をもたげて迫ってきたようだった。

　それに対して、編隊を守っている敵機は、三機のうち原則的に攻撃機は一機だけ。さらに、エリィカ機を追うために、二機が離れてしまっている。

　そして、守りに強いはずのこの編隊が、各パイロットの動揺から壊れ始めると、技量の差が完全に明暗を分けた。

　ブォン！

　フランカの目の前で、燃料タンクに引火した敵の機体が爆発を起こす。反転上昇で避けながら、フランカはエリィカの行方を目で追った。

「向こう……待っていなさい！」



「はぁ、はぁ、まだ……まだ？」

　途切れそうになる集中力を必死で保ちながら、エリィカは地上十～二十メートルという超々低空飛行を続ける。

　ときおり、気流で機体の姿勢が乱れ、何度も何度もヒヤッとさせられた。

　地表付近には、ひどく不安定な気流の流れがいくつもある。

　熱上昇気流だ。

　太陽熱の輻ふく射しやによる地表の不均等な加熱が原因で生じる。

　真夏の太陽は地表を激しく熱している。それは、湖や森や沼地よりも、乾いた土地や砂地、舗装された道の方がずっと強く熱されている。そこから立ち昇る熱が気流となって上方へ立ち昇る。

　こうしてできた上昇気流管は、地表百～二百メートルにも達するのだ。

「く……ぅ……！」

　エリィカは地表の上昇気流管と戦いながら、かろうじて機体を操っていた。

　地表はなだらかな丘の続く低い草地。木々を避けながら、エリィカは傾斜地に沿って飛び、稜りよう線せんを登り越した。

　一気に視界が広がる。

　稜線の向こうは急な下り坂で、しかも遠くに見えるのは……。

「あれって！　敵の、飛行場……!!」

　まさに作戦目標の敵基地だった。しかもエリィカは、真っ直ぐに超低空で侵入コースを飛んでいる！

　あわてたのはエリィカの背後の敵機だった。

　とたんに、撃ち始める。

　パパパパパ！

　タタタタ！

　しかし、エリィカと同じ高度には降りられないのか、機関銃弾はどれも高く、エリィカの頭の上を過ぎていく。

　そうするうちにも、エリィカはどんどん敵基地へ近づいていた。

　きれいに刈られた芝は滑走路だろうか。その端に並べられている飛行機が見える。向こうのドーム状の屋根を持つ大きな建物は格納庫のようだ。

「あ――――！　これで爆弾が落とせたら！　この爆弾、あ――――！」

　エリィカは叫んで計器盤に頭を打ち付けた。ゴーグルの端が当たって、ガン！　と音を立てる。

「痛！　もう、このお！」

　腹立ちまぎれに、何度となく失望を味わわされたレバーをもう一度引っ張った。

　ガゴッ！

「あ!?」

　小さな衝撃とともに、機体がフワッと持ち上がった。

　エリィカが、事態を理解するまえに、後方から大きな衝撃と音が来た。

　ドワッ!!

　後ろから蹴け飛とばされるような圧力。機体が前にのめりそうになる。

「うわああああ！」

　エリィカは必死に機体を操って安定を保つ。

「……お、落ちた。爆弾」

　そうだ。なぜかいま、爆弾が落ちた。エリィカの引いたリリースレバーは正常に作動し、爆弾が投下されたのだ。

「爆弾は!?」

　背後を振り返る。

　大きな炎が上がっていた。

　炎を避けて逃げ散る人影が見える。

　格納庫と、その脇わきに並べられた敵機が破壊され、炎上しているのだ。

　偶然にも爆撃に最適なポジションから落とされたエリィカの爆弾は、ミッションを完かん璧ぺきに遂行していた。

「や、やった!?　やった、の？」

　超低空から落とされた爆弾の爆風は一瞬エリィカ機を弾はじき飛ばしそうになった。

　しかしそれは後続の敵機の方が、深刻だった。

　爆風に姿勢を乱され、必死に上昇しようとする。そこへ、

　バババババ！　バババ！

　一連射、二連射……。

　バカン！　ドンッ！

　まるでそぐわない音。撃げき墜ついされた飛行機が地上に激突した音とは思えなかった。

　再びエリィカが振り返ると、もう完全につぶれている機体が、スピードを殺すことができずにひしゃげ、転がって、地面を弾みながら滑っていた。とうに翼は吹き飛んで、まだ部品を撒まき散らしている。

　それも、二機！

「フランカ少尉！」

　鮮やかに上昇していくのはフランカ機だ。そしてその向こう。空の高い方には……

「大尉！」

　ミラージュの真っ赤なアルバトロスも見えた。

　フランカとミラージュは即席のロッテを組み、敵に追われるエリィカのもとに駆け付けたのだ。

　そうして、敵機に追われているエリィカを見付けた二人は、フランカが低空へ降りて攻撃すると同時に、ミラージュが待機し、上空を確保する。

「何、ひとりだけ爆撃してるのよ。バカ！」

　フランカがコクピットで笑った。ずっと上では、ミラージュが微笑ほほえみを浮かべていた。

「はい！　いま、行きます！」

　エリィカは、操そう縦じゆう桿かんを引いてスロットルを開ける。爆弾を落としてずっと身軽になった機体は見違えるように上昇した。

「エリィカ！　おい！」

「無事だったのですね！」

「エリィカあ！」

「……」

　向こうから見えてくるのは、一機も欠けることなく飛ぶ一一一飛行中隊の各機。

「モスカ！　フルマー中尉、イリューシ准尉、ウーメラ！」

　この戦いで、フランカは三機、イリューシとモスカが一機ずつを撃げき墜ついしていた。残りの敵機は逃走した。

「よかった！　みんな無事で！」

　エリィカは色とりどりの機体の環わの中に飛び込む。

　まるで、両手を広げたみんなに、抱きかかえられるようだった。
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「これ……何……!?」

　エリィカは、帰った先のプールージュ基地で、言葉を失っていた。

　次々と、傷ついた機体が戻ってくる。

　白煙を引きながら低空をヨタヨタと飛ぶ機体。翼や胴体に大きな穴が開いているもの。主翼の一部や尾翼が吹き飛んで無くなっているものもあった。

　そして、そんな機体が着陸すると、さらに悲惨な現実が待ち受けていた。

　身体からだに銃弾を受けたパイロット。

　コクピットの中が血で真っ赤に染まっている。

　自分では這はい出せず、作業員たちに引きずり出される者。

　すでにその段階で、手や脚あしの一部を失っている者もいた。緑の芝生に点々と飛び散る鮮血……。

　着陸できればいいが、それもかなわず、滑走路の端で力尽きて墜つい落らくする機体。着陸したが横転し、そのまま炎上する機体まで。

　滑走路がそんな機体で塞ふさがれると、今度は燃料切れで不時着する戦闘機が出てしまう。作業員は怒声を上げて走り回る。

　立ち昇る煙。風に混じる血とガソリンの匂におい。叫ぶ、人の声。白地に赤の十字を描いた救急車が行き交う。エンジンとプロペラの音。また、向こうで爆発音！

　まるで、この基地が爆撃されたようだった。

「どうして、こんな！」

　エリィカの目の前を、担架に乗せられたパイロットが運ばれて行った。

　おそらくは、銃弾が目を貫いたのだろう。割れた片方のゴーグルの中は、血であふれていた。

　自分と同じような歳としの少女だ。いつ自分がああなってもおかしくなかった……！

　エリィカが身を震わせると、背後からミラージュがその肩を抱いた。

「気を確かに持て。これから何度も見ることになる。仲間のものも、な」

　エリィカはミラージュの飛行服の裾すそをつかんで振り返った。

「何でなんですか!?　こんなに、ひどい……！」

「作戦がまずかったのよ」

　険しい表情で、ミラージュに代わって答えたのはフランカだ。

「でも、こんな大作戦で」

　エリィカの脳裏には、つい三、四時間ほどまえの、この基地の映像がありありと残っている。

　編隊を組んで次々と離陸していく戦闘機。どれもが誇ほこらしいまでに煌きらびやかな姿で輝いていた。

「敵が待ち構えていたのは、私たちのところだけではなかったということ。それに、暗いうちに出撃して、低空で侵入、帰還した部隊は、味方の対空砲火に誤射されたものも多かったようよ」

「味方に！　そんな！」

　エリィカは絶句した。

　味方に撃たれるなど、そんなことがあっていいはずはない。まして、それで命を落とすなど……。

　どんなにしても、浮かばれない。

　だが現実に、戦場での同士討ちはそう珍しいものではなかった。

　兵士たちはすべて、自分の命をいつ失うかという状況にナーバスになっている。経験の差もあるが、動くものはすべて撃つ、となるのも、ありえないことではない。

　空と地上というふうに距離が離れているとそれはなお顕著になる。

　空からは遠い地上がよく見えない。飛行機は高速で飛んでいるし、一瞬で判断をしなければならない場合などに、間違いがよく起こる。それは地上から見上げる兵士にしても同じだった。

　かくして、味方の航空機に爆弾を落とされたり、味方の対空砲火に撃たれたり、ということが起こるのだ。

「地上部隊に、連絡が徹底していなかったのでしょうか」

　フルマーがそう言って目を伏せる。

　そのすぐ脇わきを、傷のせいで泣き喚わめくパイロットを、救急隊員が押さえ付けながら通り過ぎていった。

「人を集めてパーティーなど開いて、そのあげくにこれだなんて。パイロットの命を何だと思っていて……！」

　フランカの言葉は、誰だれに向かって投げ付けられたのか。

「あ、エリィカ、わかりましたよ！」

「え？」

　エリィカが振り向くと、そこには整備兵のマウアーが立っていた。たったいま、エリィカの機体をトラクターでハンガーへ戻しに行ったばかりだった。相変わらず、シャツもズボンも、油で汚れている。

「爆弾のリリースレバーです。リースが言うには、たぶん中のワイヤーが、高度二千メートルの低温で凍結して硬くなって、プーリーのところで動かなくなったんじゃないかって、いうことです」

　それで、低空をずっと飛び続けたあとは、温まって突然故障が直ったのだ。

「そう。うん。ありがとう」

　エリィカはマウアーに礼を言いながら、それ以上何かを言う気持ちにはなれなかった。

　爆弾が地上の飛行機に命中し、まがりなりにもエリィカだけがミッションを達成した。ついさっきまで、浮き立つような気持ちでこの基地へ戻ってきたのではなかったか。

　そんな自分にも、またゾッとするのだ。

　エリィカたち、一一一中隊は全員無傷で帰投した。

　しかし、アドラーアングリフ作戦全体では、三百二十人のパイロットが出撃し、未帰還は七十一人。じつに二割以上の損害だった。また負傷者は百三十人、うち、三十五人が重症だった。

　重症とは、手や脚あしや目や、身体からだの一部を失ったり、引き裂かれたり、砕かれた者たちを言う。

　これに対し、敵に与えた損害は、地上での撃破約百六十機。撃げき墜つい二十七機。

　帝国空軍統とう帥すい部は、この作戦を、大成功のうちに終了、と発表した。
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「……ふぅ～」

　誰だれかが溜ため息をついた。

　そんな声もはっきり聞こえてしまう。午後の、ここはフランボース基地の戦闘指揮所である。

　フルマーのお茶の時間に、ミラージュを除いた全員が、なんとなく集まっている。だが、誰も表情はいまひとつさえなかった。

　いつもはあれこれ場の空気を盛り立てようとするモスカも黙ったまま。フランカは終始眉まゆの辺りを緊張させ、苛いら立だった表情を見せている。

　アドラーアングリフ作戦から三日が経たっていた。

　作戦当日の午後には、もう一一一飛行中隊に帰還命令が出た。プールージュの基地は負傷者や破損した機体で手一杯なため、早々にやっかい払いされたような格好だった。

　それから丸二日以上が過ぎているのに、どうにも疲れが取れない。

　そのせいか、今日は朝から晴天なのに午前中の訓練も中止になっていた。

　表向きは、戦闘のあとの、機体整備ということになっている。

　事実、アドラーアングリフ作戦のために取り付けられた爆弾架とその内部構造を取り外すなどの、大がかりな整備は行われている。

　加えて、被弾した部分の修理。エンジンに被弾した機体などは、エンジンを取り外してオーバーホールと部品の交換を行わなくてはならない。

「……どうしてるかなあ」

「ん？　何が、だよ」

　ポツン、とエリィカがつぶやいた言葉に、モスカが反応する。

「ジャッドと、メープル。元気にやってるかな」

「そりゃ、そうだろう。いま頃ごろ学校から帰ってくる頃じゃないのか」

「何だかんだ言って、お父さんやお母さんと暮らせるようになったんだものね」

「そうだよ。二人とも、きっと幸せだよ」

　ウーメラも口を挟む。

「そうだよね。それできっと……」

　あたしのことも、だんだん忘れていっちゃうんだろうな……。

　エリィカを慕っていたジャッド。エリィカの手を握ってきた、メープルの柔らかい、小さな手。

　でも、それでいいんだ。

　飛行機に乗りた言っていってたけど、この部隊に入りたいなんて、そんなことも、いつか忘れる。忘れないまでも、気持ちはどんどん変わって、大人になっていくんだ。

「ジャッド、あと五年もしたら、もう大人だよね」

「大人？　あのちっこいのが？　まだまだチビのままだろ」

「でも、男の子は急に大きくなるっていうから」

「そっか？　あー、あいつ、けっこうもとはいいからな。美少年になるかも。あー、しくじった。もったいないよなあ！」

　モスカが言って、みんながようやく笑った。

「あら、メープルだって、美人になると思いますよ」

「そうだね。その頃ころ、ウーメラたちはもうおばさんになっちゃってるかな」

「おばさん？　止やめろ止めろ！　聞きたくねーよ、そんなこと」

「うふふ、五年くらいじゃ、おばさんになんてなりませんよ。でも……」

　フルマーは左手のソーサーからカップを持ち上げる。

「戦争はもう、終わっているかもしれませんね」

　戦争が……終わる。

　その言葉が、戦闘指揮所にいた全員の胸に、棘とげのように刺さった。

　戦争はいつか終わる。

　だがそのとき世界はどんなふうになっているのだろう。

　勝者は？　敗者は？

　軍人は？　市民は？

　ここにいるみんなは？　エリィカは……？

「あたし、ジャッドとメープルに、手紙を書く」

　手紙なら、国境の向こうまでも届く。

「それいいな。オレも何か書くからさ。いっしょに封筒に入れてくれよ」

「ウーメラも書くよ」

「そうね。それがいいですね」

　フルマーが微笑ほほえむ中、フランカが言った。

「部隊のことは、書かないことね。検閲にあうから」

　不思議だった。ジャッドやメープルの話題にフランカが口を出すなど。普通なら、とっくに席を立っているところだ。それが、なんとなくこの場を離れずにいる。イリューシも留とどまっていた。

　悲惨な作戦を忘れさせてくれる、そんな話題を誰だれもが無意識に探しているのだろうか。

「じゃあ、みんなで書きましょう！　あたし、便びん箋せんとペンを取ってきます」

　エリィカが立ち上がった。

「便箋とペンなら、ここにもあるぞ」

「あ、ウーメラ、もっとかわいい、お花のイラストのついた便箋、持ってるんだ。持ってくるね」

　こんどはウーメラが立ち上がろうとしたときだった。表の扉が開いた。

「起立！」

　フルマーの言葉で全員が立ち上がる。入ってきたのは、ミラージュだった。

「いい。座ってくれ」

　ミラージュは必ずこう言う。しかし上官の入室に起立するのは軍隊の規律の基本だった。

　再びエリィカたちは着席し、ミラージュも席に着いた。

「報告がある。今日、航空団司令部から届いたものだ」

　手にしたファイルを広げる。

「七月二十七日……一昨日だな、我が秀優なる……つまり、我が軍は、ノルディール戦線において未明から大規模な攻撃を開始。すでに敵前線に対し十キロ以上を進撃し、いまだ攻勢にあり」

「ノルディール戦線、ですって！」

　フランカが声を上げた。

「え？　ノルディール戦線って……？」

「北方の戦線。帝国の西部戦線の右翼」

　エリィカの問いに答えたのは、部屋の隅にいたイリューシだった。

「バカ！　わからないの!?　私たちが参加したアドラーアングリフ作戦は、どこで発ほつ起きされたと思ってるの！」

「それは……あ!!」

　エリィカは思い至って愕がく然ぜんとなる。それは他ほかの全員にも広がっていた。顔色が変わる。

　アドラーアングリフ作戦の舞台となったのは、ノルディール戦線と正反対の南方だった。そして航空作戦と歩調を合わせて開始されるはずの陸軍による攻撃は、いまだ行われていない。いや、その攻撃が、ノルディールで開始されたのだ。

「陽動……かよ」

　モスカが吐き出すように言った。すでにその言葉が、全員の胸中にあった。

　空軍の作戦を陽動として敵の目を戦線の南に集め、その隙すきを突いて陸軍が北で攻撃を開始する。

　もしそうならば……いや、そうとしか思えない。どんなに否定したとしても、事態は結果的にそうなっている。

「陽動って、囮おとりっていうことですか？そんな！囮の攻撃なんかのために、みんな……!!　命を落としたパイロットが、何人いると思っているんですか!?　そうでなくたって、あんな……！」

　エリィカの目の前を運ばれて行った少女パイロットの姿が……。

　彼女は確実に片目を失ったろう。いや、それだけで済めばいい。銃弾が脳の中に残っていたら、一生障害が残るかもしれない。

　彼女だけじゃない！

　それなのに、それなのに！

「囮おとりだったって、言うんですか!?」

「落ち着けよ、エリィカ」

　モスカだった。青い顔をして、爪つめを噛かんでいる。

「平気なのモスカ！　ウーメラも！　フルマー中尉？」

　しかし、誰だれも発言しようとはしない。ウーメラさえも、顔を俯うつむけて、耐えるように身体からだを震わせている。

「これが、軍というものよ。これが、戦争……」

　フランカは言いながら唇を結んだ。

　参謀本部に兄を持つフランカには、また別の感情のうねりがあった。

「ロッパルトめ……」

　陽動ならば、むしろ敵には作戦が事前に知れた方がいい。派手なパーティーを催したり、これ見よがしに航空団を集結させたりしたのも、そのためだったのか。

　そして……、

「近々起こる、ちょっとしたこと、とは、このことだったのか？　……兵の命など、何とも思っていない、あいつのやりそうなこと……」

　小さくつぶやくフランカは、机の下で拳こぶしを握り締めた。

　ミラージュは何も言わなかった。

　ただ、全員が静まるのを待つと、報告書の続きを読み上げる。

「……この攻撃、アインホルン一角獣作戦には、空軍第Ⅰ戦闘航空団、第ＸＸＩ地上攻撃航空団シユラハトゲシユヴアーダーが参加し、多大な戦果を収めた」

　報告書が再び感情を刺激しても、もう誰も何も言わなかった。

　エリィカも、もう何も言うまいと思う。

　ただ聞けばいいのだ。聞いて、やりすごしてしまえばいい。

　勝ったのならいいではないか。あの犠牲も、軍が勝ったのなら……。

「尚、この作戦には、我が帝国軍の開発した新兵器が投入された」

　新兵器。

　その言葉に、全員が反応する。

　作戦の成功も、新兵器の威力によるものだと考えれば納得できる。パーティーの席でロッパルトが言っていた新兵器が、完成したのだ。

「新兵器……それって……」

「毒ガスだ」

「え？」

　一瞬、戦闘指揮所の中が、奇妙な空気に包まれた。

　毒ガス。耳から入ってきた言葉が、理解できない。

「大尉、毒ガスって」

「聞いたとおりだ。この報告書では、特殊ガスとなっている。ごく少量が皮膚に付着しただけで重大な効果をもたらす。呼吸器に入った場合には、気管、肺が焼け爛ただれ、最悪の場合……死に至る」

「死ぬ……？　ガスで、死ぬ……」

　エリィカはようやくわかった。毒ガス、ガスで死ぬ。ガスで殺す。だから、それは帝国軍の兵器なのだ。

　わかっても、信じられなかった。

　飛行機でもない、戦車でもない、潜水艦や大砲でもない。

　ただの、ガスだ。

　そんなものが新兵器などと、そんなもので人が死ぬなど、それが、戦争なのか。

　風にただよってきた少量のガスを吸って、敵の兵士が塹ざん壕ごうの中で倒れていく。

　そんな卑劣なことが……卑劣な兵器が、あっていいのか。そんなものを帝国が開発し、使用して誇ほこらしげに発表するなど……！

「……また、目や鼻の粘膜といったところに……もういいだろう。とにかく、帝国陸軍は、攻撃に際してこのガスを大量に使用した。敵の戦死者は、昨日の一日だけで、一万三千人と見積もられている。我が軍の、大勝利、であると……」

　ミラージュが言葉を切った。

　ミラージュにしても、読むのが辛つらいのだ。それほどの、大殺さつ戮りく、虐殺だった。

「報告は、終わりですか？」

　フランカが言った。視線を伏せて、必死に何かに耐えている。いますぐこの指揮所を飛び出していきたい、そんなふうに見える。

　それはエリィカも同じだった。堪こらえきれない不快さがこみ上げてくる。指揮所の中の空気が、重くよどんで、それがエリィカの身体からだを蝕むしばむようだ。ここにいるのは、みんな大好きな仲間なのに！

　席を立とう、と思った。ミラージュの報告も終わったようだ。

　が、そのとき、モスカが青い顔をして言った。

「おい、ノルディールって、あのへんじゃないのか」

「あのへんって、何が？」

　エリィカに代わって、モスカの言いたいことを察したフルマーが、ものも言わずに地図を取り出した。テーブルに広げる。

　地図のちょうど真ん中を横切るように、黒々とした線が引かれていた。印刷ではなく、マーカーで描かれた線。

　それは現在の帝国軍と共和国軍が対たい峙じする戦線を表している。国境ではない。国境よりも確かなもの。敵と味方とを分けるライン。

　ここ、フランボースの村はちょうどラインの真ん中あたり、そしてもちろん帝国の勢力圏に含まれている。そしてアドラーアングリフ作戦の舞台となったプールージュは南部。ノルディールは……。

「あったよ！　このあたり……」

　ウーメラが指差す。

　ノルディールは町の名ではない。ブルニューヴの州のひとつだ。

　そしてノルディール州を縦断しているラインの近くにある村のひとつ……。

　サントメジェ……。

　その名前！

　大きな街ではない。小さな、細い文字を見付けたとき、エリィカの身体からだの中で、何かが悲鳴を上げた。

「……戦線から、十キロほどの場所、ですね」

「てことは、もう、陸軍に占領されちまってるんじゃないのか！」

「だ、大丈夫、だよね。そんなこと、あるわけないよね」

　フルマーやモスカの声が聞こえる。

　それがまるで、電話か何かの音のようだ。エリィカはこの場所にいながら、まるで別のところからこの部屋を見ているようだった。

　ガタッ！

「……おい、エリィカ！　大丈夫か!?」

　突然、椅い子すから立とうとして崩れたエリィカを、モスカが助け起こす。

「平気だって。あいつらなら、ピンピンしてるさ」

「そうだよ。エリィカ」

　言葉とは反対に、モスカも、ウーメラも、その顔は泣き出しそうだ。

　あいつら……ジャッドとメープルが住んでいる村。

　ジャッドとメープルが、両親と移り住んだ村。

　サントメジェ！

「!!」

　エリィカはモスカの手を振り払うと、そのまま部屋を飛び出した。

「エリィカ！」

「追うな！」

　ミラージュが言う。

「で、でも！」

「わからなければいけない。エリィカも、一人で。したいように、させるしかない」

　ミラージュの言葉に、誰だれもが押し黙った。

　が、それに逆らうように立ち上がったのは、フランカだった。ドアのところへ歩く。

「フランカ少尉」

　フルマーの呼び止める言葉に振り向くフランカ。

「私の小隊の一員です。私に責任があります」

　それだけ言うと、ドアの外へ出て行った。



「なんで！　なんで！　なんで！」

　叫びながら、エリィカは走っていた。

　考えられない。いまは何も考えられない。

　ただ脳裏に浮かぶのは、ジャッドとメープルの、その顔、その声、その匂におい、その、温かさ……。

　真っ直ぐに駐機場へ走りこむ。

　ちょうどエリィカ付きの整備兵、リースがいた。

「あたしのアルバトロスは!?」

「もう、整備も終わってますけれど……」

　エリィカの勢いに気け圧おされながら、リースが言う。

「出る！」

「え？　出るって……」

「出して！　いますぐ！」

「飛行命令が出ているんですか？　どこへ？　ちゃんとした命令が無いと、飛行機を飛ばすわけには……」

　そこまで言って、リースは言葉を途切れさせた。

　エリィカが、拳けん銃じゆうを構えていたからだ。

「エリィカ！」

「ごめんなさい！　でも、ダメなの！　いますぐ、飛ばないと、ダメ！　お願い、エンジンをかけて！」

　エリィカの鬼気迫る表情に、リースはそれ以上言わず、アルバトロスの車輪止めを外した。機首に回ってプロペラに手をかける。

「ありがとう！」

　エリィカはコクピットへよじ登った。

　飛行服も飛行帽も身に付けていない。ゴーグルもグローブも無い。しかし、かまわなかった。

「エンジン点火！」

　点火スイッチを入れる。リースがプロペラを思い切り回した。

　バラッ、バラララ……ボロロロロロロロ！

　列型エンジンが快調な音を立て、排気管からパッ、パッ、と排気煙が上がった。スロットルを開けると、機体はスルスルと滑り出す。

　エリィカは方ほう向こう舵だ、昇しよう降こう舵だ、補助翼と動作を確認してから、滑走路へ機体を進めた。いつも誘導してくれるリースは、駐機場からエリィカを見送るだけだった。

「リース！　エリィカは!?」

　だから駐機場へフランカが飛び込んできたとき、もうエリィカは滑走から離陸の態勢に入っていた。

「あのバカ！」

　急速に遠ざかっていくエリィカ機を見ながら、フランカは思い切り言葉を吐き出した。



２



　高度約千メートルでエリィカは飛び続けた。

　それ以上上がると、飛行服も着ていない身体からだが凍えそうになる。

　飛行地図を見ながら一時間、フルスピードに近い時速百六十キロで飛ぶ。帰りの燃料は考えなかった。

「あれだ……！」

　やがて地図の通りに、村が見えてきた。

　緑の丘、林、流れる小川、教会の尖せん塔とう、そして、寄り集まるように建っている、小さな家。そんな集落が二つ、三つ……。

　ふだんなら、どこにでもある田舎の村の風景だったろう。

　しかし、いま決定的に違うのは、

「煙が！　あれは、何！」

　集落のあちこちから、白っぽい煙が上がっている。それに、

「人が、あんなに、大勢！」

　近づいて初めてわかった。

　あちこちに、漏れ出したように人がいる。グレーの制服。カーキ色のシャツ。兵隊だ。丘の斜面に、林の中に、民家の庭に、小川の斜面にも！

　千人、いや、二千人、もしかしたらもっと！

　帝国軍の歩兵だった。

　よく見ると、彼らはみんな横になったり、座り込んだりしている。整然と並んだ出撃前の光景や、食事の配給を待っているというふうでもない。何台かのトラックも道みち端ばたに停められていた。

「とにかく、降りないと」

　兵たちもエリィカの飛行機に気づいた。空を見上げ、立ち上がって指を差している者もいる。

　エリィカは場所を探した。

　教会の向こう、川の側そばに、平らな広い場所がある。そこしかない。

　慎重に機を降下させた。幸い、もう爆弾も爆弾架も取り外されているので、機体は軽い。応答速度も申し分無い。

　軽くバウンドしただけで、機体はおとなしく地面を受け入れた。そのまましばらく滑走して止まる。

　エリィカはすぐにエンジンを切ると、コクピットから飛び降りた。向こうから飛行機めがけて走ってくる者たちがいる。思わず、腰のホルスターに手が伸びた。

「おーい！　あんた、空軍か。俺おれたちの……帝国の、空軍だよな」

　近づいてきたのはライフルを持った兵が二人。どちらも若い男性だ。髪がクチャクチャに乱れ、顔は汚れと無ぶ精しようヒゲに覆われている。シャツもズボンも汚れたままで、ひどい消耗を物語るようだ。

「あたしは帝国空軍一一一飛行中隊のエリィカ。それより、この村は、どうなっているの？　住んでいた人たちは!?」

　エリィカの問いに、二人は落胆したように顔を見合わせる。

「何だ。何も知らないで来たのか。いい報しらせでも持ってきたのかと思ったら、よ」

「お願い、教えて！」

　再度の問いに、もう一人の兵が口を開いた。

「この村は、傷病者の収容施設になってる。というより、村全体が、病院みたいなものだ」

「村全体が、病院！　どうして！」

「知ってるだろう。毒ガスだよ。風にのって、この村にも流れてきた。それで、村の人間も大勢死んだ。それでこの村を……」

　エリィカはみなまで聞かなかった。

　気づいたら、もう走り出していた。

　あるわけない！　あるわけない！　そんなこと、あるわけ……！

　小道を走り、教会へ急いだ。その道の途中にも、何人かの兵がだらしなく寝そべっていた。寝ているのではなく、死んでいる……？

「失礼します！　誰だれか……!!」

　教会のドアを開けて、エリィカは凍りついた。

　そこは、死の世界だった。

　薄暗い中、ところ狭しと床に寝かされている負傷者の群れ、群れ、群れ……。

　むっ、と漂ってくる、生暖かい空気。薬品と、傷口の腐くさったような臭いが鼻孔を塞ふさぐ。頭が、重くなる。頭痛までがして、エリィカはその場に座り込みそうになった。

　負傷者はどれも、包帯に顔や手を覆われていた。その包帯も、内側から赤黒く変色している。わずかに覗のぞいた肌が、発ほつ疹しんと溶けたような膿うみに覆われているのが見えた。

　ふだん、礼拝に使われる椅い子すは取り払われ、床はすべて負傷者で埋まっていた。

　ミサが行われる祭壇にまで、負傷者が寝かされている。その上には、主しゆと聖母を模かたどったステンドグラスが設しつらえられ、午後の光が差し込んでいた。

「な、なんてこと……ここは、神様のいらっしゃる場所なのに……」

　エリィカの唇が震えた。寒さに震えるように、上着の前をかき合わせる。この部屋の不快な暑さにじっとりと汗までかいているというのに。

「捜さないと……」

　エリィカは、ふらつく足で歩を踏み出した。

　見えている床を捜す方が難しい。注意深く歩く。

　よく見ると、兵に交って、女や子どもも寝かされていた。エリィカはその顔をじっと眺めた。包帯で顔が見えなければ、服や靴を見た。

　そのうちにエリィカは、この教会の中を包んでいる奇妙な音に気づいた。

　床の下から這はい上がってくるような、低い音。どこか、地下室に置かれた機械が唸うなっているのかと思った。

　が、違った。

　それは、まだ生きている者が上げる、小さな呻うめきなのだ。

　無意識に上げる呻き声が混じりあって、部屋を満たしている。澱おりのようによどんで、ただよっているのだ。

「うぅ……！」

　こみ上げてくるものを押さえ付けながら、エリィカは進んだ。

　しばらくいくと、部屋の端に、白衣を着た男を見付けた。猫背で患者を診みている後ろ姿。

「ドクター！」

　エリィカは駆け寄った。

「ドクター、これは、どういうことなんですか!?」

　しかし軍医は、疲れ切った顔を向けるだけ。

「……見ればわかるだろう。患者、患者、患者、だよ。これほどの数に、包帯も薬品も、医者も看護婦もベッドも何もかも足りない」

「人を捜してるんです！　ジャッドとメープル！　ジャッド・シャテルロー。この村に住んでいる兄妹で……」

「そんなもの、わかるわけないだろう。この患者の数だ。誰だれを診たかなんて」

「お願いです。子どもなんです！　誰か、わかる人はいませんか!?」

　軍医はもう治療以外のことを考えるのも苦痛だ、という表情をした。が、

「裏庭に、シスター・ジュヌヴィエイヴがいらっしゃる。彼女に聞くといい」

　かろうじて、答えてくれた。

「ありがとう、ございます！」

　エリィカは礼を言って外に出る。



　大きな教会ではない。建物を回るとすぐに裏庭に出た。

　が、そこでエリィカは再び息を呑のむ。

　裏庭にまで、負傷者があふれていた。

　それも、あきらかに教会の中の負傷者よりも重症の者が多い。呻く力さえ失っているようだった。

　地面に毛布を敷き、あるいはそのまま寝かされている者もいる。庭の向こうには、墓地が見えた。

「こんな、ひどい……」

　ここにいるのは、もう見込みの無い者たちなのか。そのまま墓場に葬られるしか無いのか。そのために便利だから、こうして墓場の近くに……。

「え？」

　立ち尽くすエリィカのズボンに触れるものがあった。振り返ると、地面に横たえられた負傷者が、手を伸ばしている。大人よりも小さい、その身体からだは……。

「ジャッド？　ジャッドなの!?」

　エリィカは屈かがみ込むと、その腕を取ろうとした。

「お止やめなさい！」

　高い声が響いた。

　振り返ると、そこには黒い僧衣を着た若いシスターが立っていた。

「触れてはいけません。あなたも、負傷する恐れがあります」

「でも、この子」

　シスターは近づくと、負傷者の手をとった。見ると、皮膚が爛ただれ、血管が破れて血が滲にじみ出している手だった。その血もずいぶんまえに固まって、赤黒く汚れていた。

　そうして腕を負傷者に戻しながら、陽ひを避けるために患者の顔に掛けられていた布を、シスターはめくって見せた。

「お知り合いですか？」

　しかし、布の下の顔は、まったく違う子どもだった。

「いえ、違いました……」

　シスターは、そう、と言うと、もう一度その腕に触れる。脈を確かめると、目を伏せた。腕を胸の上に置かせる。跪ひざまずいて、十字を切った。

「ま、まさか……」

「ええ。主しゆの下もとに、召されました」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんな、いま、動いたのに」

　エリィカは動揺した。困惑した、と言ってもいい。たったいままで生きていた命が、もうここには無いなど……。

　シスターは青白い顔で、伏せていた目を上げた。

　きれいな、人……。

「あの、シスター・ジュヌヴィエイヴ、でいらっしゃいますか？」

「はい。シスターとだけで、けっこうです」

「あたしは、エリィカ、えと……」

「軍人の方、ですね」

　軍人……その言葉がいまは重い。

　ジュヌヴィエイヴは青い瞳ひとみを真っ直ぐに向けてエリィカを見る。疲れは隠せないほどに見えるが、その眼まな差ざしは驚くほど美しい。すっぽりと頭を覆ったフードから、金色の髪がひと房、こぼれ落ちていた。

「あの、シスターは、平気なんですか。さっき、さわるなって」

「ええ。まだ毒ガスが残っているのです。ジクロロエチルサルファイド……」

「ジク……」

「マスタードガス、糜び爛らん性ガス、と言った方がいいそうです。砒ひ素そ系化合物で、身体からだに付着すると皮膚も呼吸器もすべて爛ただれてしまいます。内臓に入れば内臓が……」

「でも、シスターは、さっき」

　エリィカを押し留とどめて、ジュヌヴィエイヴが患者の手に触れていた。

　手袋をしているわけではない。僧衣の袖そでから覗のぞく白い手には、何本かの指に包帯が巻かれている。

「まさか、シスターも」

　しかしエリィカのその言葉にジュヌヴィエイヴは答えず、微笑ほほえんで首を振るだけだった。

「何か私に、尋ねたいことがあったのでは」

「あ、そうです！　人を捜していて。ジャッド・シャテルロー。それに、メープル」

「わかりました。来てください」

　ジュヌヴィエイヴはそう言って、立ち上がった。

　負傷者の間を歩く。エリィカが続き、包帯や薬品が入れてあるワゴンのようなもののところに来た。そこに辿たどり着くまでにもジュヌヴィエイヴは、何人もの負傷者の傷を診みたり、声をかけたり、水を飲ませたりする。

　ワゴンの下の段から紙の束を綴とじたファイルを取り出す。その上には、バイブルが載せられていた。

「……シャテルローさん、ですね」

「はい。このファイルは？」

「この村の、住人の名簿です。私もこの村の者ではありません。ふだんから住んでいれば、名前だけでわかるのでしょうけれど」

　おそらくは、毒ガスの被害という報しらせを聞いて、近くの町の教会から駆け付けてきたのだろう。そうする間にも、他ほかのシスターの忙しく立ち働く姿が見えた。

「……どう、なんですか」

　ジュヌヴィエイヴは紙の束をめくっていたが、やがて首を横に振った。

「ここには、いません」

「じゃあ！　怪け我がしてないんですね！　よかった！」

　エリィカが声を上げた。だが、ジュヌヴィエイヴは沈痛に目を伏せ、もう一度首を振る。

「え？　何……？」

「その方々は、もう……」

「もう……もう、って何？　どうしたの？　ジャッドと、メープルはどうしてるの!?」

　エリィカはジュヌヴィエイヴに詰め寄る。ジュヌヴィエイヴは黙って綴じた紙のファイルを差し出した。

「何よ、こんなもの……」

　いくつもの名前……かすんで見えない。ジャッド……メープル、シャテルロー……あった。その名前の後ろに、

「……すでに、埋葬処理済み……！　何、これ……」

「ガスによる死者はすぐに埋葬しなければ、さらに他の者に被害が広がる可能性が……」

　ジュヌヴィエイヴの言葉は、投げ付けられたファイルでさえぎられた。

「そんなこと聞いてない！　バカにしないで！　ジャッドとメープルが、死ぬわけないじゃない！」

「……お察し、します」

「違う！　二人は死んでないもの！」

　エリィカは叫ぶと、ジュヌヴィエイヴの足元に落ちたファイルを拾い上げた。二人のページを広げる。

「どこ!?」

「はい」

「どこよ！　この、メルギー通り二十四って、どこにあるの!?」

　それは、二人の家の住所だった。

「そこは……」
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　エリィカは教会を飛び出すと、ジュヌヴィエイヴに教えられた場所へ走った。

　頭の中は真っ白だった。

　飛んでいる間に始まった頭痛が、どんどんひどくなっているようだ。

「あるわけない。あるわけない……ジャッドもメープルも、生きてる。あんなの、何かの間違いだ。人違いに決まってるもの！」

　一人だけ違う、空軍の黒い軍服を身に付けたエリィカはひどく目立った。

　道みち端ばたにたたずむ、あるいは横たわった兵たちが、みんな目で追いかける。動ける者は、立ち上がり、身近な者と何事かとささやきあった。

　みんなが注視しているのもかまわず、エリィカは走り続けた。やがて言われた、水車の向こうの小道に出る。

「この、生け垣ボカージユの向こう。あは、やっぱり牧場だ。ここでみんなで働いて、それで家を……」

　背の高さほどもある生け垣を回って、エリィカが牧場の中へ足を踏み入れた、そのとたん……。

　今度こそ、エリィカは立ち尽くした。

「何よ、これ……」

　人がいた。

　何人、何十人もの兵が、穴を掘っている。その傍かたわらには、大きな台車があり、そこに積まれているのは、

「人……」

　かつて人であったもの。いまも人の形をしたもの。

　死体だった。

　すでに掘られた数メートルもの深さの穴に、死体を投げ込んでいる。二人で、手と足をつかんで、反動を付けてほうり込んでいた。

　穴の中には死体の山ができていて、端ではもう埋め戻すために土をかけている兵もいた。

「や、止やめ……て……止めて!!」

　エリィカは叫びながらまた走った。

　あの中に、ジャッドとメープルが……。まさか、もう土の、中に！

　兵士の一人に飛びつくと、そのスコップを奪う。

「おい、何……」

「ここで何してるの！　ここは、ジャッドとメープルの牧場なんだよ！」

「何だこいつ」

「止やめろ、止めさせろ！」

　たちまち、二人の兵に取り押さえられ、スコップを奪われた。

「ここにいた人たちは!?　ここにいた人たちが住んでた、家は！」

「家？　ああ、そんなのとっくに」

　一人が巡らせた視線の先をエリィカも追った。だがそこに家はなかった。壊された瓦が礫れきの山があるだけだった。

「何で壊すの！　止めて！　そこ！　止めろってば！」

　死体を穴に投げ込むのを止めない兵に、エリィカは怒鳴った。

「おまえも！　みんな、出て行け！　ここから出て行け！　ここは、ジャッドとメープルの家だ！」

　叫ぶエリィカに、さっきの兵が近寄ってきた。

「何のことだ。あの家に、住んでいた奴やつらのことか？　そんなのは俺おれたちは知らない。ただ、この辺はみんなガスにやられたんだ。建物だって草にだって、ガスの成分がまだ残ってるかもしれない。草はしかたないが、建物は残しておけば、そこに人が入ってまた被害が……」

「うるさい！　何で毒ガスなんか！　そんなことをして、人を殺して！　何で毒ガスなんて使うんだ！　だから、人殺しだって……！」

　エリィカは自分で言いながら絶句した。

　信じられない。何も信じられない。ジャッドとメープルが、二人が死んだなど。

　あんなに、また会おうって……。

「何だその女、止めさせろよ！」

「そうだ。頭がおかしいぞ」

　口々に兵が言う。

　向こうでは、ライフルをかまえる兵もいた。

「おい！　おまえ、空軍か。け！　いい気なもんだな、空軍さまは」

「何だって！」

　エリィカが反応する。が、目の前に兵がいた。

「いい気なもんだ、って言ってるのさ。偉そうに空から見下ろしやがって。女ばかりで、ちゃらちゃらいいかっこして、それで戦争だと、ふざけるなよ！」

「俺たちはな、塹ざん壕ごうの中で泥水すすって、地面を這はい回って、突撃って言われたら生身で機関銃の弾の中に飛び込まなきゃならないんだ！」

「爆裂弾で死んだ死体がどんなのか、知ってるのか！　手も脚あしもバラバラだ。身体からだなんて無くなって、そこらじゅうに内臓や肉片が飛び散って死ぬんだ。それに較くらべたらガスなんてきれいなもんさ」

　兵の言葉にショックを受けながら、エリィカはそれでも叫んだ。

「ガスで、あんなに人を殺して、教会の中まで、負傷者でいっぱいで！　みんな、あんなに苦しんでる！　敵だからって、あんなに……！」

「おまえ、何勘違いしてるんだ。手当てを受けてるのは、味方の、おれたち帝国の兵に決まってるだろ」

「敵の奴やつらなんか、助けるわけがないって」

「味方!?　じゃあ、あそこにいたのは、みんな味方の……どうして！」

　エリィカは混乱した。なぜ味方の兵が、自分たちの毒ガスでやられなければならない。

「毒ガス中隊が使いかたを少々間違ったんだとよ」

「風向きを計算違いした」

「バカな奴らだ。真っ先に死にやがった」

　笑いが起こった。

「仲間を、そんなふうに言うなんて！　おまえたちなんか……！」

　エリィカが思わず拳けん銃じゆうを向けようとした。そのとたん、横にいた兵が、エリィカの手から拳銃を叩たたき落とした。

　そのまま腕をとられる。

「離して！」

「俺おれたちがなんだってえ!?　ああ？　だから歩兵の男どもは汚いって、どうしようもないって、そう言いたいのか」

「歩兵なんて、蟻ありんこみたいなもんだって、かよ！」

「だって、そうじゃない！　仲間を、そんな！」

　エリィカの前に進み出た一人の兵が、目を見つめて言った。

「俺たちだってな、戦友の死が、平気なわけがないだろう。味方の兵器で傷ついて、それで笑っていられるわけないだろう。蟻んこみたいな歩兵だってな！」

「え」

　エリィカはこのときわからなかった。

　彼らは笑いたくて笑っていたのではない。彼らはもう流す涙も、嘆く言葉も、言い尽くしてしまっていたのだ。だから、笑うしかなかったのだ。

　パンッ!!

　突然の破裂音。いや、銃声だ。

　全員が、とっさに離れた。身を伏せる者もいる。戦場に長く身を置いた者の習性だ。

　それから銃声の方を捜す。

「おまえたち、そのコを離しなさい！」

　響く声の主は、

「フランカ、少尉！」

　飛行服をまとったままのフランカが、拳銃をかまえて立っていた。鋭い瞳ひとみが、兵たちを威圧する。

「エリィカ、こっちへ！」

「は、はい！」

　エリィカがフランカのもとへ走るのを見て、何人かの兵たちは不満そうに声を上げた。しかし、フランカに銃口を向けられて黙る。

　案の定じよう、気をそがれた男たちはブツブツ文句を言うだけで作業に戻っていった。フランカはエリィカの手を引いて歩き出す。

「行くわよ。後ろを見ないで」

「は、はい。あの、フランカ少尉、少しだけ、お願いです。ほんの少しだけ」

　エリィカの切せつ羽ぱ詰まったもの言いに、フランカはしかたなく頷うなずく。エリィカは礼を言って離れた。足の向かう先は、壊されたジャッドとメープルの家だった。

「……ここに」

　二人は、住んでいたのか。

　かろうじて残った玄関のドア枠をくぐると、中は重機で取り壊された瓦が礫れきの山だった。あらゆる物が、散乱し、積み重なっている。

　壁や天井の梁はりに交じって、割れた食器や家具の一部、それに小さな日用品が埋もれていた。

　エリィカのブーツはそれらをすべて踏み付けて歩く。

　割れたガラスのジャリジャリいう音。何かが落ちて割れる音がした。

「ジャッドたちの部屋は……。二人の部屋がきっと」

　捜してどうなるのだろう。

　しかし見付けたかった。二人が、ここに数週間でも住んだ跡のようなものを。見付けて、手にしたかった。

「これ」

　小さな靴。

　茶色い、上等な革靴。あのとき、別れを言いに来たとき、メープルが履いていたものだ。

「こんな……」

　屈かがみ込んで手にとろうとしたとき、そばに落ちている本に気づいた。

『航空発動機整備の手引き』、タイトルはそう読める。エリィカは土ぼこりに塗まみれたその本を手にとった。中を開く。本当の整備士が読むような、専門的なことが書かれたものだった。

「こんな、難しい本……」

　一冊を見付けると、すぐ近くにもう一冊が目に入った。そっちの本は、『初級飛行機操縦術』と読める。

「あは。あいつ、やっぱりパイロットも諦あきらめてなかったんだ」

　エリィカは笑った。

　笑うと、急に哀かなしみが押し寄せてきた。

『エリィカ、おれ、パイロットに、なれないかな……』

『おまえってほんと、胸無いよな。それで嫁に行けんのかよ』

『おれ、エリィカのこと……』

「何よ。生意気なことばっかり……」

　エリィカはその場に崩れるように膝ひざをついた。

　パイロットになりたかったジャッド。

　いつも基地に来て、みんなといっしょにいたがった。いつもメープルといっしょだった、妹思いのお兄ちゃん。

「きっといい男になるって……五年もしたら大きくなって、あたしの背だって追い越したかもしれない。それからパイロットだって、他ほかのどんな仕事だって、できたのに。何にだってなれたのに……」

　その未来を、誰だれが、どうして奪えるのか。可能性を、誰が奪ったのか。

「……！」

　本を膝の上に乗せて俯うつむいていたエリィカは、瓦が礫れきの隙すき間まから覗のぞく白いものを見付けて手を伸ばした。

　引っ張ると、それは長い布だった。

　エリィカがジャッドに贈ったスカーフ。間違いない。その証拠に、端にはエリィカの名が刺し繍しゆうされている。

　白いシルクが汚れていた。エリィカは夢中でスカーフを引き寄せ、胸にかき抱いた。

「こんな……こんなことって！」

「エリィカ……」

　背後からフランカの声がした。エリィカが振り向く。

「フランカ少尉。涙が、出ないんです。こんなに悲しいのに。こんなに、胸がつぶれそう……でも、ちっとも涙が……あたし、おかしくなっちゃったんですか？　ジャッドとメープルに、もう会えないんだって……わかんない！　わかんない！　何で二人が、死ななければならないんですか？　あたしたち軍人じゃなくて、何で二人が！　まだ子どもなのに。これからいっぱい、いろんなことができたのに。素敵な大人に……あたしたちなんかより、ずっといい、立派な人になれたのに！」

　そこまで言うと、エリィカは崩れ落ちた。まるで身体からだ中の力が、言葉と引き換えに無くなってしまったかのように。

　フランカが、抱き留める。

「フランカ少尉、教えて、ください。あたしじゃ、もう、何も、わからない……！」

　エリィカを胸に抱きながら、その問いに答えることもできず、フランカは苦い表情のまま俯くしかなかった。



４



　その夜。

　ローエン＝ライン帝国の首都グロースブルクで政変が起こった。

　その日は真夏にもかかわらず急激に気温が下がり、朝から冷たい雨が降り続いていた。

　舗道に落ちた雨の溜たまりを跳ね返して、無数のブーツが急いでいく。その行く先は、帝国の首相官邸であり、陸軍大臣公邸であり、皇帝侍従長の私邸であった。

　他ほかにも、首都警察署、砲兵連隊詰め所、新聞社などが次々と襲われた。

　襲撃したのは、陸軍親衛第一連隊約三千名。

　この事件によって、これまでの帝国の体制の基礎ともいうべき部分が完全に覆された。そして彼らは最後の仕上げとして、皇帝宮殿を包囲し、現皇帝の退位を迫った。

　彼らが七月革命と呼ぶこのクーデターは一日で成り、このときのために用意されていた別の陸軍大臣や首相が次々誕生した。

　そして最後に、新しい皇帝が即位した。

　フリードリヒ・ホーエンシュタインⅡ世。

　弱干十九歳の新皇帝は、即位の席上で、新たな聖戦の開始を宣言した。

　帝国のすべての体制を戦争へ！

　戦争こそ、帝国の未来を輝くものとする！

　新たな土地を獲得せよ！　新たな資源を獲得せよ！　新たな武力でもって！

　高らかに謳うたい上げる皇帝の傍かたわらには、ここにきて側近の序列第一位となったロッパルトの姿があった。

　帝国は国家を挙げての総力戦に邁まい進しんしていくことになる。

　長く続いた停滞の時期は終わり、ふたたびユーレイシアは激しい戦火の渦の中へと巻き込まれていくこととなった。





（了）



    

  
    
      


あとがき



　サバイバルゲーム、サバゲー、と呼ばれる遊びがあります。

　コンピューターゲームではありません。生身の人間どうしが玩具おもちやの銃を持ち、迷彩服を着てコンバットブーツを履き、ときに顔にまでカモフラージュメイクをして敵味方に分かれ、戦争ごっこをすることです。

　以前、ぼくはこのサバイバルゲームにハマっていました。毎週のように仲間で集まっては、野山やら夜の埋立地やら、廃はい墟きよの工場で戦っていたのです。はた目から見たら、とんでもない好戦鬼畜右翼ナチ的人物に見えたかもしれません。

　ところが、見るとやるとでは大違い。

　実際のサバイバルゲームは、まず、痛い！

　みんなが持っているのは、市販の銃をパワーアップしまくった改造品。弾の当たり所によっては本気で血が出ました。

　そして苦しい！

　いまでこそ電動ガンが主流ですが、その頃ころはエアガン、ガスガンの時代。重い装備を背負って中腰で走ったり止まったり。とにかく苦しい！　夏場は地獄です。

　さらに、不潔だ！

　敵が来れば伏せ、ときには匍ほ匐ふく前進もしなくてはなりません。伏せた地面には動物のフンがあり、腐くさったような臭いがし、クモの巣に顔を突っ込み、手は何かグニョッとしたものをつかむ……。

　ぼくは思いました。

　こんな、痛いのも、苦しいのも、不潔なのもイヤだ！

　ああ、戦争反対！

　……すいません。あまりに卑近な例を出してしまいました。

　こんなことで、戦争の本当の悲惨さ、恐ろしさはわかりません。わかりませんが、“〝身をもって”〟体験した何か、というのは、その後も忘れないもの、なのかも。たとえ、バカバカしい戦争ごっこであっても。



　今回のエリィカはちょっとやさしくなったような気がします。

　前作の、内側ではいつも尖とがっていて、触れると噛かみつかれそうなところはずいぶん無くなりました。成長したな。何か、かわいいなあ、と思うのはまたも親バカ気分？

　それとも、がんぽんさんの魅力的なイラストのせい？　きっと、それでしょう。ほんと、みんなとてもきれいでかわいく、かっこよく描いていただいて、感謝です。



　ところで、以前のサバゲー仲間の一人が、いまＭＦ文庫編集部のＫ氏だというのは、秘密であります（バラしてるよ！）。

　　２００４年　初夏

すずきあきら
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